
m.研究教育活動

1.研究部門及び附属施設
（研究業績に記した＃は共同利用研究の成果に基づくもの）

進化系統研究部門

進化形態分野

＜研究概要＞
マカクの系統地理学研究

横田穣、 J11本芳 （人類進化モデ〉レ研究センター）、平崎鋭矢、田中洋之 （人類進化モデ〉レ研究センター）

インド東北地方において、アッサムモンキー、ベニガオザノレ、およびアカゲ‘ザノレの分布と変異性を調査し

た。ブータン西部でアッサムモンキーの分布と形態変異性を調査した。 当地域は急峻で‘パンガノレ湾からのモン

スーンを受けて発達した常緑広葉樹林に覆われているc この樹林域にはニシアッサムモンキー （M assamensis 

pelops）様の、そしてモンスーンの及ばない山陰 ・高地にはアノレナーチヤノレマカク （M munzala）様の形態をも

っ集団が見られた。プータン東部の高地に分布するアノレナーチヤノレマカク様マカクが確認された。中国 ・イン

ドシナ ・ヒマラヤ山麓帯におけるアッサッモンキーと近縁分類詳の進化過程の解明を進めた。 ミャンマー南部

（タニンサリー管区）、西部 （チン州） 、および北部でマカク類の分布とサンプリング‘調査を行った。タイ東

北地方でアカゲ‘ザノレとキタプタオザノレの調査を行ったc これらの地域におけるアカゲ、ザノレの mtDNA分析を行っ

た。 インドシナ半島とその周辺地域におけるアカゲザルの系統地理学が明らかにされつつある。例えば、ミャ

ンマーの中部は熱帯サバンナ気候区分にあり、 霊長類分布はごく限られているが、北緯 24度以上では温暖握潤
気候区分にあり、 多様な霊長類が分布する。この地域からのアカゲ‘ザノレは、 ミャンマー中部 ・南西部 ・パング‘

ラデシュ・インド東部の集団とクラスターするが、北部からの集団はもうひとつのイ ンドク ラスター （ネパー

ノレなどを含む）に近いことが解ったc 中国雲南省南部においてマカクとラングーノレの分布と形態変異性を調査

した。 三江並流地域におけるアカゲ‘ザノレの系統地理学が明らかにされつつある。

マカクの頭顔部と尾署部の形態変具とコミュニケーション行動

横田穣、若森参

マカクにおいて尾長の変異性が高い。 その要因に関して、系統発生、生息地の気候、個体間相互作用 （コミュ

ニケーション）、および位置的行動 （バランス）の面から検討しているc 短い尾をもち、地理的分布域が重なり 、

異なる種群に属すキタブタオザノレ（M leonina）、ヒガシアッサムモンキー （Ma.assamensis）とアカゲザノレ（M

mulatta）の聞で、 生息地利用と位置的行動と尾長・尾椎形態との関連性を検討した。キタプタオザノレはオーソド

ックスな躯幹水平位での樹上回足歩行を行い、 近縁の地上・「生の強いミナミブタオザノレの尾形態に近い尾をもつが、

尾椎長さ （最長尾椎付近）が大き く、パランサーとしての機能が推測されるc アッサムモンキーは急峻な、 崖な

どを含む山地林に棲み、樹上性が高く、躯幹が垂直にちかいような、すなわち懸垂・ 馨じ登りスタイノレの位置的

行動をもち、 尾はバランサーとして機能するc アカゲザノレは、この 2種とは生息地要求の面で異なり、 乾燥した

二次林 ・落葉樹林、特に疎林に生息し、半地上性であるc 樹上で‘は小径の木の間で跳躍を良く行い、 その短めで

はあるがふさふさとした毛でおおわれた尾が姿勢制御に機能している。これまでに計測している尾椎計量形態デ

ータと合わせ、3種間での尾の屈伸運動性、および慣性モーメント（バランサーとしての）は、 中短尾ではある

が、 このような位置的行動を補助している。

外来マカクザ／レとニホンザノレの交雑個体の形態学的 ・遺伝学的研究

横田穣、伊藤裁、若森参、 JII本芳 （人類進化モデノレ研究センター）、他

遺伝マーカーを用いて交雑の進行過程を推定する手法を検討した。また、交雑の進行過程に伴った形態の変化

こついて、と くに尾と頭蓋に着目 して検討したc

マカクの成長 ・加齢変化研究

横田穣
「思春期」 （Adolescence）は人類の進化において、あらたに生活史においてコドモ期 （Juvenile）と成体期（Adult)

の聞に挿入されたと考えられているc 思春期は性成熟（Puberty）のころ、そして 2次性徴の発現と発達のころに

身体サイズ、の成長にスパー ト（短期間の加速）が見られることが根拠となっている。 f，思春期jはほんとうにヒ

ト以外の霊長類にはないのか。 マカクとチンパンジーおよび身体長サイズの成長を、生体計測に基づき、横断的・

縦断的に検討した。 ニホンザノレの体重はもとより体長（頭書長）の成長にも 2・6歳で明瞭な季節性があり 、初夏か

ら晩秋にかけて成長が進む。私は生殖期であるため、 生殖成熟のある空で 3.5才、 3で4.5才のころの成長元進が

［思春期成長加速jであるのか、 季節性によるものか、判別し難かった。縦断的データの詳細な分析 （個体差、

偶発的な成長の遅速などを考慮、して）によって、季節性による成長克進とは別のスパー トをもつことが明らかに
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された。

足内筋の毘置からみた足の機能軸に関する解剖学的研究

平崎鋭矢、大石元治 （麻布大学）

真蹟類の骨間筋の配置から足の機能軸の位置を推定する試みを継続中であるc 今年度はチンパンジー1頭につ
いて調査を行った。

ニホンザ／レのロコモーションに関する実験的研究

平崎鋭矢、横田穣、鈴木樹理 （人類進化モデノレ研究センター）、荻原直道 （慶応義塾大）

ニホンザノレ歩行の運動学的分析を継続中で‘ある。今年度には 10最と 8歳の2個体について、段差歩行中の床
反力データおよび運動学データを収集したc また、昨年度から、歩行時の神経活動分析を百指し、 NIRS信号の

計測を試みている。

Structure from Motion法を用いた運動解析法の開発
平崎鋭矢、WilliamSellers （マンチェスター大）

複数の高精細ビデオ映像から、被験体の体表面形状をポイントクラワ ドとして再構築する手法を開発した。

今年度は、放飼場の霊長類を用いた体表面形状の再構築を継続するとともに、 実験室条件においてニホンザノレ
の歩行および対象物操作時の手指の動きについて分析を行った。

位相振動子を用いたニホンザル四足歩行モデノレの作成

平崎鋭矢、長谷和徳 （言都大学東京）
位相振動子をニホンザノレの神経 ・筋骨格モデノレに適用し、霊長察特有の四肢の運びj膜を自律的に生成できる

四足歩行運動シミュ レーションを作成中である。 実測データとの比較を行いつつ、シミュ レーションモデノレを

改良中であるむ

東南アジアにおけるマカク自然交雑帯の形成過程と形態進化に関する研究
伊藤裁、横田穣、 SchindaMalaivijitnond （チュラロンコーン大学）、 SrichanBunlungsup （チュラロンコーン大学）、

Sreetharan Kanthaswamy （アリゾナ州立大学）、 RobertOldt （アリゾナ州立大学）

タイ ・チュラロンコーン大学と米国 ・アリゾナ州立大学と共同で、アカゲザノレとカニクイザノレの自然交雑帯
こ由来するサンプノレを対象にゲ‘ノムワイド SNP解析を行い、 交雑帯の形成過程と生殖隔離について調査したc

非侵襲サンプノレを用いたゲノムワイド SNP探索手法の検討

伊藤穀、 早川卓志 （ワイノレドライフサイエンス名古屋鉄道寄附研究部門）
DNAメチノレ化に基づく エンリッチメント法により、 マカクずノレの糞サンフ＇；レからホストに 由来する数百以上

のSNPを得ることに成功した。

東南アジアにおけるコロプス亜科璽長類の生物地理学的研究
伊藤裁、小薮大輔 （東京大学）

博物館標本を用いた形態学的研究により、クラ地峡がダスキーリーフモンキーの集団分化と形態多様性に与え

た影響について調査したむ

ニホンザ／レにおける頭骨の表現型可塑性と進化可能性に関する研究

若森参、田中美希子、伊藤穀、SitiNorsyuhada Kamaluddin （マレーシア国民大学）

ニホンサツレの骨格標本を対象にした形態学的研究によ り、 頭骨の形態が環境要因によってどの程度 ・どのよう

乙影響を受けるのか、どのようなモジューノレ性を示すのかについて調査した。

＜研究業績＞

原著論文
Bunlungsup S, Kanthaswamy S, Oldt RF, Smith DG, Houghton P, Hamada Y, Malaivijitnond S. (2017) Genetic analysis of 

samples from wild populations opens new perspectives on hybridization between long-tailed (Macacafascicularis) and 
rhesus macaques (Maca印刷datta).American Journal of Primatology, 79 (12): e22726, Doi: doi.org/10.1002／司jp.22726.

Ito T, Lee YJ, Nishimura TD, Tanaka M, Woo JY, Takai M. (2018) Phylogenetic relationship of a fossil macaque (Macaca cf 
robusta) from the Korean Peninsula to extant species of macaques based on zygomaxillary morphology. Journal of Human 
Evolution 119: 1・13,Doi: 10.1016/j.jhevol.2018.02.002. 

Katsube M, Yamada S, Miyaz沿dRうYamaguchiY, Makishima H, Takakuwa T, Yamamoto A, F吋iiY, Morimoto N, Ito工Imai
Hう SuzukiS. (2017) Quantitation of nasal development in the early prenatal period using geometric morphometrics四 d
MRI: A new insight into the critical period of Binder phenotype目 PrenatalDiagnosis 37 (9): 907-915, Doi: 

10.1002/pd.5106. 
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J 11本芳， 川本咲江，横田穣，山J11央， 直井洋司，萩原光，白鳥大祐3 白井啓， 杉浦義文，郷康広，辰本将司， 椿裕永，
羽山伸一，丸橋珠樹（2017）千葉県房総半島の高宕山自然動物園でのアカゲザノレ交雑と天然記念物指定地域

への交雑拡大の懸念 霊長類研究 33(2): 69・77.

Matsudaira K, Hamada Y, Bunlungsup S, Ishida T, San AM, Malaivij i位10ndS. (2018) Whole Mitochondrial Genomic and Y-
Chromosomal Phylogenies ofBmmese Long-Tailed Macaque (Macacafascicularis aurea) Suggest Ancient Hybridization 
betweenfascicularis and sinica Species Groups. Journal of Heredity 109 (4) 360・371.Doi: 10.1093/jhered/esx108. 

再SellersWI, Hiras位1E. (2018) Quadmpedal locomotor simulation: producing more realistic gaits using dual-objective 

optimization. Royal Society Open Science 5(3): 171836 (March 2018). Doi: 10.1098/rsos.l 718366. 

若森参，伊藤毅（2017）金華山のサノレの骨格標本に見られる歯の欠損，宮域県のニホンザノレ30:1・6.

学会発表

＃伯田哲矢，吉田真p 長谷和徳， 平崎鋭矢 （2017）ニホンザノレの歩容のシミュレーシヲンによる解析． 第 38回バ

イオメカニズム学術講演会 （2017/11，大分）．

漬田穣 （2017）オトナになる こと．身体成長 ・発達 ・成熟から 日本人類学会進化人類学分科会第 39回シンポジ

ワム （2017/6，京都）．

横田穣 （2017）アジアとアフ リカにおける ヒヒ族の多様性に関与する要因．第 71回日本人類学会大会（2017/11,

東京）．

# Hamada Y, Chalise MK, Nor bu T, Matsudaira K (2018) Evolution of sinica叩 eciesgroup macaques: Dispersal and taxon 

formation in East Asiaう SouthAsia and transition訂 eas.Satellite International Symposium on Asian Primates, Nepal -
2018, (2018/02, Kathmandu). 

平崎鋭矢 （2017）足の動き と形態から見た霊長禁のニ足歩行と囚是歩行．第 71回日本人類学会大会（2017/11，東

京）．
平崎鋭矢 （2017）霊長類研究所ロコモーション研究室の現在．第 71回日本人類学会大会キネシオロジ一分科会

仔.K. Jou晶oy博士追悼の集い）（2017/11，東京）．

川｜本芳，J 11本咲江3 槙田穣s 山川央ョ直井洋司3 荻原光s 白鳥大祐3 白井啓3 杉浦義文5 郷康広，辰本将司，梓硲永，
羽山伸一，丸橋珠樹（2017）千葉県高宕山自然動物園の外来種交雑．第 33回日本霊長襲学会大会 （2017/7，福

島）．
Kawamoto Y, Kawamoto S, Hama也 Y,Go Y, Tatsumoto S, Kaiwi H, Naoi Y, Bagi.hara K，抽出toriD, Shirai K, Sugiura Y 

(2018) To what extent can we identify hybridization of macaques by means of morphology and genetics? -Lessons from 
the study of a rhesus and Japanese macaque hybrid population in the Bousou Peninsula, Japan. Satellite International 
Syn中白山町1on Asian Primates, Nepal -2018, (2018/02, Kathmandu). 

小J11秀司，ChaliseM, Malaivijitnond S, Koirala S，漬田穣 （2017）アッサム及びチベットモンキーのブリッジングと

他の親和的行動．第33回日本霊長類学会大会 （2017/7，福島）．

# San AM, Tanaka H, Hamada Y (2017) Anthropogenic activities on non-human primates in Mon State, Myanmar. 7th Asian 

Vertebrate International Symposium (2017/12, Yangon). 

# Tanaka H, Luong H, San AM, Hamada Y (2017) Development of a mitochondrial Marker for conservation genetics of slow 

loris.第 33回日本霊長類学会大会（2017/7，福島）
Toyoda A, MaruhぉhiT, Fumichi T, Kawamoto Y, Hamada Y, Malaivijitnond S (2018) Reproductive ecology of semi-wild 

stump-tailed macaques （ル1acacaarctoides) in Thailand. Satellite International Symposium on Asian PrimateムNepal

2018, (2018/02, Kathmandu). 

若森参う槙田穣 （2017）中間的な尾長のマカク 3種の尾の動き とその機能の比較．第 33回日本霊長類学会大会

(2017/7，福島）．

若森参， r賓田穣（2018）どのような 『しっぽj をお求めですかっ 生物の身体は物理的最適解の形態を してい

るのか？ 超異分野学会 2018(2018/3，東京）

若森参5 伊藤毅 （2018）擦 り減らしながら生きていく ：金華山のニホンずノレにおける歯の摩耗の年代変化 第65

回日本生態学会大会 （2018/3，北海道）．

講演
Wakamori H (2017) Caudal Vertebral Mo1phology Study on Macaques, Focusing on Tail Length Vaiiation. Joint Seminar 

between Primate Res. Institute and Kyoto Univ. Museum (2017/9, Aichi). 

若森参 （2017）霊長類の尾椎形態と動きの関係．第4田ヒ トを含めた霊長類比較解剖学一体幹の基本構造と特殊

化を探る一（2017/12，愛知）．

系統発生分野

＜研究概要＞

東部ユーラシア地域における霊長類進化に関する研究

ミャンマー産新第三紀璽長類化石の研究

高井正成3 西 村岡IJ，江木直子
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ミャンマーの中新世～更新世の地層を対象に霊長類を中心とした噛乳類化石の発掘調査をおこない， テビン

ガン地域の後期中新世初頭の地層からホミ ノイド類化石を発見した。 現在，詳しい形態解析を行っている。

東部ユーラシア地域における古第三紀の霊長類進化に関する研究

高井正成，西村岡lj，江木直子
ミャンマーのポンタeワン地域に広がる中期始新世末の地層から産出する霊長類化石について研究を行ってい

る。

韓国産マカクザノレ化石の研究

高井正成，西村岡I］，伊藤毅 （進化形態分野）

韓国中部忠清北道の中期更新世の洞窟堆積物からみつかっていたマカクザノレの頭骨化石を報告した。

ユーラシア産大型ヒヒ族化石の研究

西村岡止高井正成3 伊藤毅 （進化形態分野）
ノレーマニア産パラドリ コピテクス属の系統学的関係の検討を行った。その基礎資料である現生ヒヒE族とマ

カクの顔面頭蓋の外表形状について，幾何学的形態計測法と コンビューターグラフィック技術を用いて比較分

析した。新たに，両グ‘／レープに共通するアロメトリー形状差異を明らかにし，ヒヒ属とスラワェシマカクが特

異的な形状を進化させたこ とを明らかにしたc

中国南部の更新世霊長類相に関する研究

浅見真生 （大学院生）＇高井正成
中国科学院古脊椎動物 ・古人類研究所の金昌柱教授と張頴奇教授の調査隊に協力して， 中国南部の広西壮族

自治区の更新世の洞窟堆積物から産出する霊長類化石解析を行った。 特に同地域から克つかったマカク類 （オ

サガザノレE科）の化石の下顎第 3大臼歯を基に，幾何学的形態計測法を用いて種レベノレの同定を試みているc

東南アジア島唄域における璽長類の進化に関する研究

日出niInsani （大学院生），高井正成

東南アジア島嶋壊 （イ ンドネシア，フィリ ピン， マレーシア）における霊長類の進化について研究してい

る。

現生霊長類の機能形態学的研究

サノレ類の音声生理に関する実験行動学的研究

西村岡IJ，園枝匠， 香田啓貴 （認知学習分野）

音声生成運動のサノレモデ〉レを確立するため， 音声発声のオペラント条件付けを施したニホンザノレを対象と して，

各種の音声行動実験と分析を実施した。サノレ類における音声発声のオペラント条件付けの機序が， ヒトのそれと

大き く異なることを明らかにした。オーストリア ・ウィーン大学および立命館大学と共同して，マカクザノレの声

帯振動の吹鳴実験および機能形態学的分析を実施し， その多様性と制御機序を明らかにし，新たな振動計算モデ

ノレを検討したむ

晴乳類の鼻腔の生理学的機能に関する流体工学的的研究

西村剛

鼻腔内における温度と温度調整機能に関する数値流体力学的シミュ レーションについて，ヒ トのモデノレをもと

と，サノレ類を含む日甫乳類一般の機能を計算しうるモデノレの開発を進めたc

霊長類以外の生物を主な対象とした古生物学的研究

古第三紀晴乳類相の解析

江木直子，高井正成

古第三紀 （6500万年前～2400万年前）の陸棲脊椎動物相を解析することによって， 晴乳類の進化の実態を明

らかにすることを 巨指している。本年度は， ミャンマーのボンタeワン層から産出したヒエノドン類 （肉歯目）

と食肉類の系統分類の検討及び古生物地理学的な考察を行った。

ミャンマー中部における新第三紀晴乳類相の解析

高井正成，江木直子，西村岡IJ，接見真生（大学院生）

ミャンマーの新第三紀噛乳類相とその進化史の解明を目指し， 中新世から更新世に生息していた晴乳類化石群

集の古生物学的研究を行っている。本年度は，ミャンマー中部のイ ラワジ層 （テビンガン地域， チャインザウク

地域， グウヱピン地域）を中心に発掘調査を実施し， 霊長類を含む多くの噌乳類化石を発見した。また，ミャン

マーの新第三紀噛乳類の変遷に関する 日本語総説を執筆した。
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霊長類以外の生物を主な対象とした機能形態学的研究
江木直子

アフリカ獣類と霊長類，カンガノレーなどの限られた噛乳類に保持されていることが知られている距骨の形態形

質について，形態の差異を観察し，系統分類における有用性と関節の可動における機能を検討したc

＜研究業績＞

原著論文
Ito T, Lee Y-J, Nishimura TD, Tan北aM, Woo J-y, Takai M (2018) Phylogenetic relationship of a fossil macaque (Macaca cf. 

robusta) from the Korean Peninsula to ext組 tspecies of macaques based on zygomaxillary morphology. Journal of Human 
Evolution 119: 1・13.(hれps://doi.org/10.10l 6/j.jhevol.2018.02.002) 

Zin Maung Maung Thein, Thaung Ht.ike, Aung T、faingSo久 ChitSein, Maung Maung, Takai M (2017) A review of the 
investigation of primate fossils in Myanmar. Barber AJ, Khin Zaw, Crow MJ (eds) Myanmar: Geology, Resources and 
Tectonics. Geological Society, London, Memoirs, 48, 185-206. (h枕ps://doi.org/10.1144/M48.9) 

Thaung Htike, Takai M (2017) Reevaluation of the phylogeny and taxonomy of the Asian fossil hippopotamuses. Universities 

ResearchJoumal8(1): 171・197.

西岡佑一郎 ・高井正成 （2018）ミャンマー中部の鮮新統から発克された骨化石密集層． 化石 103:1-2. Nishioka Y, 

Takai M (2018) A bone bed from the Pliocene of Central Myanmar. Fossil, 103: 1・2.

西岡佑一郎 ・高井正成 （2018）ミャンマー中部の新第三系イラワジ動物相 ：霊長邑 ・トガリネズミ形目・蓄歯呂 ・

兎形目 化石 103:21-36. Nishioka Y, Takai M (2018) Neogene Fauna of Central Myanmar: PrimatesぅSoricomorpha,

Rodentia and Lagomorpha. Fossil, 103: 21・36.

高井正成，楠橋直，西岡佑一郎，タウン ・タイ，ジン ・マウン ・マウン ・テイン（2018）ミャンマー中部の新第
三系の地質と動物相の変遷． 化石 103:5・20.Takai M, Kusuhashi N, Nishioka Y，百iaung-Htike,Zin-Maung-Maung-

百1ein(2018) Geological se抗ingand transition of the Neogene manimal fauna in central Myanm紅 白Fossil103: 5・20.

大石元治，江木直子，字根有美，藤田道郎，添田聡，尼崎肇，市原伸匡（2018）アメリカグマ （Ursus ameri印刷s),

マレーグ‘マ （Helarctosma／，の1anus），ホッキョ クグ、マ （Ursusmaritimus）における手内筋の筋重量について．麻

布大学雑誌， 29，ト4.

著書 （項届執筆）

高井正成 （2018）人類学．『ブリタニカ国際年鑑』ブリタニカ ・ジャパン. 217・218夏．

江木直子 （2017)III動物編 13食肉類．バイオメカニズム学会 （編） 手の百科事典．朝倉書店.pp. 241・243.
江木直子 （2017)III動物編 27鈎爪 ・属爪・蹄． バイオメカニズム学会 （編） 手の百科事典．朝倉書店.pp. 287・

290. 

江木直子 （201ηIII動物編 29走行型． バイオメカニズム学会 （編） 手の百科事典．朝倉書店.pp. 295・298.

学会発表
Saegusa H, T，北aiM，百mung-Htike,Zin・Maung-Maung-Thein,Nishioka Y (2017) New materials of the late Cenozoic 

proboscideans of Myanmar. 7th International Conference ofManimoths and Their Relatives (ICMR) (Sep・， 17・23,2017, 
Taichung, Taiwan). 

Egi N, Tsubamoto T, Zin-Maung-Maung－刀1ein,Thaung・Ht.ike,Takai M (2017) Camivoran fossils企omthe Pondaung 
Formation仰 iddleEocen巴）of Myanmar and出世 systematicclassification目 7出 InternationalSymposium on Asian 

Vertebrate Species Diversity. (2017/12, Yangon, My町田1ar).

Takai M, Thaung-Htike, Zin-Maung-Maung-Th巴in(2017) Transition of the Later Neogene Land Manimal Fauna in Central 

Myanmar. (5・9,D巴c,2017, Yangon, Myanm紅）．
As出ni,M., Takai, M. Species Identification for Macaque Teeth, Using 3D Geometric Morphometric Method. The 7th 

International Symposium on Asian Vertebrate Species Diversity. Yango民 MyanmarDecember 2017. 
Zin-Maung-Maung・世間n,Takai, M., Nishioka，ヲムThaung-Htike(2017) Stable Isotope Analysis of the lITawaddy 

Mammalian Fauna企omGwebin Area and its Iinplication to Paleoenvironmental Transition in Late Neogene of Central 

Myanmar. International Conference on Applied Earth Sciences in Myanmar and Neighboring Regions (organized by 
Myanmar Applied Earth Sciences AssociationヨMAESA)(Nov., 2・8,2017, YangonョMyanmar)

Egi N, Tsubamoto T, Zin-Maung-Maung-Thein, Thaung-Htike, Takai M. (2017) A new hypercamivorous hyaenodont 
(M紅nmalia）企omthe Middle Eocene Pondaung Formation ofMyanm訂 and出 influenceto the biogeographic origin 

hypotheses of白EPondaung hyaenodonts. Society of Vertebrate Paleontology 77th Annual Meeting. (201 7 /08，カナ
ダ・カノレガリー市）

Ito T, Lee Y-J, Nishimura TD, T法aiM (2017) Zygomaxillary morphology of Macaca cf. robusta (Middle Pleistocene, 
Korea) and its phylogenetic and evolutionary implications. 86th Annual Meeting of American Association of Physical 

Anthropologists (Apr., 2017) 
抗日tsukasaM, Morimoto N, Nishimura T (2018) Sesamoids of the metacrpophalangeal joints in hominoids.百1eSwiss-
Kyoto Symposium: Recent Advancement in Physical Anthropology. (2018/03, frchel C回甲山， University of Zmich). 

ishimura T (2018) Computed fluid dynamics of air conditioning in the nasal cavity in primates. The Swiss-Kyoto 

-31 -



S戸nposium:Recent advancement in Physical Anthropology. (2018/03, Irchel Campus, University of Zurich). 

高井正成 ・楠橋直 ・タウンタイ ・ジンマウンマワンテイン ・江木直子 ・浅見真生 （2018）ミャンマー中部にお

ける後期中新世の動物相の変化について 第 167回日本古生物学会例会 （2018年 2月2・3日、松山）、講漬

予稿集 19頁

接見真生 ・張穎奇 ・金昌柱 ・高井正成 （2018）幾何学的形態解析によるマカク属遊離歯化石の種同定の試み．

第 167回日本古生物学会例会 （2018年 2月2・3目、松山）、講演予稿集 20亘．

極J11広和 ・高井正成 （2018）ダーワィ ニウス復元模型製作第 167回日本古生物学会例会 （2018年 2月2・3

目、 松山）、講演予稿集 45頁

柏木健司・高井正成 （2017）富山県東部黒部峡谷のニホンザノレによる洞窟利用 CaveUse by Japanese Macaques 

（地 cacaルscata)along Kurobe Gorge, eastern Toyama Prefecture of Central Japan. 日本晴乳類学会 （2017年 8

月， 富山）．

浅見真生 ・高井正成 ・張穎奇 ・金昌柱 （2017）マカク属の下顎第三大臼歯における種同定の試み． 第 33回霊長

類学会大会、 霊長類研究 33 (2017年 7月 15-17S，福島）

高井正成・ 河野礼子 ・タウンタイ ・ジンマワンマウンテイン ・西岡佑一郎 ・楠橋直 ・浅見真生 （2017）ミャン

マー中央部における後期中新世前半の霊長類を含む動物相に関する予備的報告．第 33回霊長類学会大会、

霊長類研究33 (2017年 7月 15-17S，福島）

江木直子 ・鍔本武久 ・Zin-Maung-Maung-Thein・Thaung-Htike・高井正成 （2017）ミャンマー中期始新世ボンダウ

ンキ自の食肉型類 （Camivoramorpha, Mammalia）の系統分類についての再検討。日本古生物学会 2017年年会

(2017年 6月9・11日、北九州市

三枝春生 ・高井正成 ・西岡佑一郎 ・Thaung Htike • Zin Maung Maung Thein (2017）ミャンマーの後期新生界産長

鼻類化石 化石研究会第 35回総会 ・学術大会 （2017年 6月，福井）
Kashiwagi K, Mori工HinoY, Kano A, Takai M (2017) Dating rock mass failure by speleothem and cave use of Japanese 

monkey: example for the Karst area along Kurobe Gorge in eastern Toyama Prefecture of central Japan. 地球惑星科

学連合大会 （2017年 5月）

小林諭史予森本直記5 西村剛う山田重人s 中務真人（2017）ヒトおよび現生大型類人猿の四肢の相対成長．第 33

回日本霊長類学会大会.(2017/07，コラ ッセふくしま，福島）

小林諭史s森本直記5 西村岡IJ,山田重人5 中務真人（2017）ヒト科における生後の四肢相対成長第 71回日本人

類学会大会.(2017/11，東京大学3 東京）

西村岡IJ(2017）霊長類における鼻腔の形態進化と温度 ・湿度調節機能の適応．第四回日本進化学会大会．

(2017/08，京都大学3 京都）

西村剛p 森本直記F 伊藤毅 （2017）ヒヒ族の顔面形状の系統間差異について．第 33回日本霊長類学会大会

(2017/07，コラ ッセふくしま3 福島）

野村嘉孝，西村岡IJ，今井宏彦， 松田哲也（2017）テナガザノレの声帯の機能適応に関する三次元形態学的分析．第

71回日本人類学会大会 （2017/11，東京大学ョ東京）

高井正成，楠橋直，タウンタイ，ジンマウンマウンテイン， 江木直子，浅見真生 （2018）ミャンマー中部におけ

る後期中新世の動物相の変化について．日本古生物学会 2018年例会. (2018/02，松山市）

江木直子（2017）距骨 cotylarfossaの形成位置と足根関節での機能 ：霊長類と非霊長類の差異 日本霊長類学会大

会 (2017/07，福島市）

玉J11俊広， 椎野霜彦，目良硲， 重歳憲治， 犬伏俊郎，本間智，日野広大，木村智子，内村康寛，新田哲久， 牛

尾哲敏， 小森優，森川茂慶，イ中成幸，江木直子，宇田川調 （2018）指骨の複比による霊長類の手指機能とそ

のロコモーションとの関連性第 123回日本解剖学会総会 ・全国学術集会 (2018/03，武蔵野市）

玉J11俊広，椎野顕彦，目良硲， 重歳憲治， 日野広大，木村智子，内村康寛，本間智，江木直子，字国川j閏

(2017）霊長顎の生態と手指の形態及び機能の関連性．日本解剖学会第 93回近畿支部学術集会. ( 2017/11, 

大津市）
Asami, M., T：紘ai,M. Species identification for isolated macaque teeth, using 3D geometric morphometric method.第 62

Eプグマーテス研究至急犬山，2018年 l月

浅見真生，高井正成，張穎奇，金昌柱，幾何学的形態解析によるマカク属遊離歯化石の種同定の試み， 13-*"i!i
生物学会第167回例会、宝議ユむ羽生手 2貝

浅見真生，化石のはなし・ミャンマー編～第4回宇部と地球の環境を考えるフォーラム，と きわ動物園，2017

年 8月

講演

1）西村岡1J (2017）霊長類の進化と コミュニケーション．立命館大学付属高校講義.(2017/05，京都大学霊長類研究

所z 犬山）
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社会生態研究部門

生態保全分野

＜研究概要＞

ニホンザノレの生態学・行動学
半谷吾郎、 栗原洋介、 本田剛章、中村泉、HeTianmeng

為的影響の少ない環境にすむ里子生のニホンザノレが邑然環境から受ける影響に着目しながら、 個体群生態学、

採食生態学、行動生態学などの観点から研究を進めている。屋久島の瀬切川上流域では、森林伐採と果実の豊凶
の年変動がニホンザノレ個体群に与える影響を明らかにする 目的で、「ヤクザノレ調査隊Jという学生などのボランテ

イアからなる調査グ‘ノレーフーを組織し、1998年以来調査を継続しているe 今年も夏季に一斉調査を行って、人口学

的資料を集めた。 屋久島海岸部では、サイズの異なる群れの採食行動の比較、 ニホンザノレの果実選択、食物の固
さと哩唱について4研究した。 屋久島の山頂部で、分布限界に住むニホンザノレとニホンジカについての分布と植生

こ関する調査を行った。

霊長類とほかの生物との関係

湯本貴和、半谷吾郎、 LeeWanyi 

屋久島でニホンザノレと同所的に生息する生物との関係について研究を行った。と くに糞から得られる DNAの

解析を加えて、 これまで、親察が困難だったニホンザノレのキノコ食や昆虫食についてデータを蓄積中である。屋久

島など各地のニホンザノレ、 マレーシアのオランウータン、ウガンダのクロシロコロプスや、ガボン、タイ、 中国
乙生，室、する複数の野生霊長類を対象に、食性の季節変化と腸内細菌相の関連についての分子生態学的研究を行っ

た。

野生チンパンジーとポノボの研究

橋本千絵、竹元博幸、毛利恵子
ウガンダ共和国カ リンズ森林保護区、コンゴ民主共和国ノレオ一学術保護区で、それぞれチンパンジー、ボノボの

社会学的 ・生態学的研究を行った。遊動や行動と果実量との関係や、非侵襲的試料による生殖ホノレモン動態の研
究、非侵襲的試料による病歴や遺伝的問研究の研究、隣接する 2集団の関係に関する研究などを行ったo

アフリカ熱帯林の霊長類の生態学的研究

湯本貴和、橋本千絵、本郷峻、 寺田佐恵子、徳重江美、峠明杜
野生霊長類が同所的に棲息する ウガンダ共和国カリンズ森林保護区で、プノレーモンキー、レッドテイノレモンキ

ー、ロエストモンキーの採食生態と寄生虫の感染状況など‘に関する生態学的研究を行った。コンゴ民主共和国ノレ

オー学術保護区では、植生のモザイクと果実生産性がいかにボノボの遊動に影響を与えるかについて、植生調査
と衛星画像の解析を組み合わせた方法で研究を行なったcまた、 ガボン共和国ムカラバ・ドワドヮ国立公園では、

野生マンドリノレの生態学的研究を行った。

新世界ザ／レの採食生態に関する研究

湯本貴和、西川真理、武真祈子
ブラジノレ、マナウスの熱帯雨林で、サキ、 リスザノレ、タマリンについて、植物との関係を中心にした採食生態

乙関する研究を進めた。 コスタリカ共和国 ・サンタロサ国立公園に生息する野生のノ ドジロオマキザノレを対象と

して、色覚型と採食行動に関する研究を行った。

霊長類の衛生行動と嫌悪の進化的背景についての研究
Cecile Sarabian 

ニホンサマノレ、カニクイずノレ、マンドリル、チンパンジー、ボノボを対象に、 強い嫌悪を引き起こす臭い刺激と

寄生虫感染のリスク回避についての研究を、行動観察、野外実験、寄生虫の顕微鏡観察を組み合わせて行った。

＜研究業績＞

原著論文
Bmgundera J, Pafcoa B. Petrzelkova Kl, Mo合すD,Hashimoto C, MacIntosh AJJ (2017) Complexity in behavioural 

organization and strongylid infection among wild chimpanzees. Animal Behaviour 129: 257・268.
Hanya G, Naito S, Namioka E, Ueda Yう SatoY, Pastrana JA, He T, Yan X, Saito M, Costa RFP, Allanic M, Honda T, 

Kurihara Y, Yumoto T, Hayakawa T (2017) Morphometric and genetic determination of age class and sex for fecal 
pellets of sika deer ( Cervus n伊,pon).Mammal Study 42: 239・246.

Hanya G, Otani Y, Hongo S, Honda Tう OkamuraH, Higo Y. (2018) Activity of wild Japanese macaques in Yal.'Ushima 
revealed by camera trapping: patterns with respect to season, daily period and rainfall. PLoS ONE 13: e0190631. 

Hongo S, Nakashima Y, Akomo・OkoueEF, Mindonga-Nguelet FL. (2018) Seasonal change in diet and habitat use in wild 
m四 drills(Mandrillus sphi町）.International Journal of Primatology 39: 27・48.

Kurihara Y, Hanya G (2017) Comparison of energy balance between two different-sized groups of Japanese macaques 

-33 -



(Macaca uscatayakui). Primates 58: 413-422. 
Matsuda I, Clauss M, Tuuga A, Hanya G, Yumoto T, Bernard H, Hummel J (2017) Factors affecting leaf selection by 

foregut-fermenting proboscis monkeys: New insight from in vitro digestibility and toughness ofleaves. Scientific 
Reports 7: 42774. 

Mapua M, Parco B, Burgunder J, Profousova-Psenkova I, Todd A, Hashimoto C, Qablan M.A., Mo企yD and Petrzelkova 
K.J. (2017) No impact of strongylid infections on the detection of Plasmodium spp. in faeces of western lowland 
gorillas and eastern chimpanze出 .Malaria Journal 16: 175 

富田晃江、好費量一、高畑由起夫、高田正治、 古市剛史、 栗原洋介、 早石周平、半谷吾郎（2017）.屋久島のニ

ホンザノレ生息状況の過去 20年間の変化．霊長類研究 33:35-42. 
Sha JCM, Kaneko A, Suda-Hashimoto N, He T, Take M, Zhang P, Hanya G (2017) Estimating activity of Japanese 

macaques (Macacafuscata) using accelerometers. American Journal of Primatology e22694. 

# Thompson CL, Powell BL, Williams SH, Hanya G, Glander KE, Vinyard CJ (2017) Thyroid hormone fluctuations 

indicate a thermoregulatory function in both a tropical (Alouatta palliata）叩 dseasonally cold-habitat (Macacafuscata) 
primate. American Journal of Primatology e22714. 

書籍

本郷~麦（201 7) ドリ ノレ 京都大学霊長類研究所編．世界で一番美しいサノレの図鑑 p 192，エクスナレッジ．東京．

本郷峻（2017)マンドリノレ．京都大学霊長類研究所編． 世界で一番美しいサノレの図鑑.pp. 190・191，エクスナレツ

ジ 東京

西川真理（2017）群れの維持メカニズム．辻大和、 中川尚史編． 日本のサノレ，pp183 202，東京大学出版会．東京．

山極寿一，本郷峻（2017）人類の社会性の進化（下） ・共感社会と家族の過去、現在、未来．詩想、舎．東京．

山極寿一，本郷峻（2017）人類の社会性の進化（上）・「社会j の学としての霊長類学．詩想、舎．東京．

学会発表
半谷吾郎、大谷洋介、本郷陵、本因剛章、岡村弘樹、肥後悠馬 カメラトラ ップで明らかになった野生ニホンず

ノレの活動時間 第 33回日本霊長類学会大会 2017年 7月．コラ ッセふくしま（福島）．
Hashimoto C. Post-parturition resumption of ovarian cycles and reproduction by female bonobos. The 2nd A企ican

Primatological Consortium Conference, August 2017 (Kinshasa). 
Hashimoto C. Introduction of research sites: Wamba DRC for wild bonobos叩 dthe Kalinzu Forest, Uganda for wild 

chimpanzees. International Symposium on Utilization of Field Sites in Research and Education σREE201 7), December 
2017 (Kyoto). 

Honda工H叩 yaG. Different seasonal migration pa枕emsbetween Japanese macaques and sika deer in the summit area in 
Yakushima Island.百1e12白 InternationalMammalogical Congress, July 2017σerth). 

橋本千絵、 HeungjinR，毛利恵子、坂巻哲也、清水慶子、古市剛史．野生ボノボにおける出産後のメスの性サイ

クノレの再開について． 日本アフリカ学会第 54回学術大会.2017年 5月．信州大学（長野）．

本郷由主 中島啓裕，Akomo・OkoueEF, Mindonga-Nguelet FL.野生マンドリノレの食性と土地利用の季節変化． 日本

日甫乳類学会 2017年大会.2017年 9月，富山大学（富山）．

本郷峻.(2017）カメラを用いてマンドリルの未知の社会生態に挑む．（自由集会 ［自動撮影カメ ラを用いた『面白

し、』 基礎研究j企画者 中島啓祐）日本晴乳類学会 2017年大会.2017年 9月．富山大学（富山）．

本郷岐中島啓祐，Akomo・OkoueEFぅMindonga-NgueletFL.マンドリノレとシロエリマンガベイの混群形成と交雑．

日本霊長類学会第 33回大会.2017年 7月．コ ラッセふくしま（福島）．

本郷峻．カメラトラ ップと霊長類学.（§由集会 I霊長類学における行動 ・生態研究手法の現在（責任者： 本郷

峻 ・蔦谷匠）」）日本霊長慧学会第 33回大会.2017年 7月．コラ ッセふくしま（福島）．

栗原洋介、大谷洋介、西川真理由見逃されてきたサノレと枯死木の関わり：枯死木を破壊して昆虫を食べるニホン
ザノレ．第 65回日本生態学会大会.2018年 3月田札幌コンベンションセンター（札幌）．

Lee W, Hayakawa T, Yamabata N, Kiyono 肌 HanyaG. Gut Microbiome Shift of Japanese Macaques as a Result of Human 

Encroachment.第62回プリマーテス研究会 2018年 l月．日本モンキーセンター（犬山）．
Nishikawa M, Home range shifts and changes in group size in wild Japanese macaques ofYakushima Island, Japan. 

Behaviow 201 7, July 2017 (Es仕il,Portugal). 

Sprague DS，西川真理．屋久島におけるニホンザノレ個体の日ごとの活動を可視化する地図表現手法 日本霊長類

学会第 33回大会 2017年 7月．コラ ッセふくしま（福島）．

Sprague D. S，西川真理進化と生活史の地理空間的表現 人類学におけるマップ化手法s 第 71回日本人類学会

大会 2017年 11月．東京大学（東京）．

寺田佐恵子、湯本貴和 コンゴ盆地の成熟林における樹木 ・つる ・草本の種構成大型類人猿ボノボの餌資漉分

布への示唆第 65回日本生態学会大会.2018年 3月 札幌コンペンションセンタ一（札幌）．
Toge A, Hayakawa T, Okamoto M, Hashimoto C, Yumoto T. DNA metabarcoding reveals diet overlap among sympatric 

three species of forest guenons ( Cercopithecus) in Uganda.百1e12th International Mammalogical Congressう July2017 
伊E吋1).

Toge A. Who contributed to白Eevolution of multipl巴仕uitsin Asian dogwoods ( Cornus )? The 12th International 
Mammalogical Congress, July 2017 (Perth). 
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峠明杜，早JI［卓志2 岡本宗硲2 橋本千絵，湯本貴和行動観察と糞中 DNA分析から探る森林棲オナガザノレ

( Cercopithecus属）3種の昆虫食.2018年 1月第62回プリマーテス研究会（犬山）．

峠明ヰ土早JI［卓志2 岡本宗裕， 橋本千絵，湯本貴和アフリカのオナガザノレ3種はおなじ昆虫を食べているか： 糞

DNAから探る採食戦略 2018年 3月予第 65回日本生態学会大会（札幌）．

矢野航、 清水大輔、早川｜卓志、橋本千絵ウガンダ ・カリンズ森林保護区で同所的に生息する霊長類5種の口腔

細菌叢の比較日本霊長類学会第 33回大会 2017年 7月 コラ ッセふくしま（福島）

社会進化分野

＜研究概要＞

ボノボとチンパンジーの攻撃性と集団間関係についての研究
古市剛史、橋本千絵、坂巻哲也、戸田和弥、岡村弘樹

コンゴ民主共和国ノレオー学術保護区のボノボ3集団，ウガンダ共和国カリンズ森林保護区のチンパンジー2集

団を対象に， GPSを用いて遊動ノレー トを記録しつつ集団のメンバー構成，社会行動，性行動を記録し，2つの

集団が接近したときの動き，出会った場合の双方の個体の行動などについて分析した。また，集団聞の出会い

が敵対的， あるいは親和的になる要因や，集団聞のメスの移籍について，さまざまな角度から分析した。

ボノボのメスの社会関係に関する研究

古市剛史、坂巻哲也、戸田和也

ボノボは他集団から移入してきたメスたちが中心となって、 平和的な社会を作ることで知られている。しか

しそのメスたちも、 自分の息子が順位を巡る争いに突入すると、それぞれの息子をサポー トして攻撃的な行動

を見せる。ノレオー学術保護区のEl集団では、 2013年来続いたワカモノオスによる第1位オスへの挑戦で、メ

スたちがそれぞれの母親を中心とする 2つのグ〉レーフ＝に分かれ、しばしば激しい攻撃交渉が見られる ようにな

った。また 2016年には、第 l位のオスがその弟に順位を逆転された。これらの行動観察と映像記録を元に、 ボ

ノボのメスの社会関係の 2つの側面を描き出した。

スリランカに生息する霊長類の行動生態・形態学的研究

M.A. Huffman，川本芳， C.A.D.Nahallage (University of Sri Jayewardenepura, Sri Lanka) 

2004年末に開始した，ス リランカに生息する野生霊長類の分布調査を継続した。スリ ランカ全土における分

布を確かめるために各県，地区レベルのアンケー ト調査を継続した。採集した試料の DNA解析を実施し，結果

の一部を公表した。 2015年開始した写真資料による形態計測方法の開発を継続した。海抜 2～2,129メー トノレの

聞に、 トクモンキーについて明瞭な尾長の変異が認められた。内容を複数の学術大会にて発表した。

野生チンパンジーの寄生虫生態学と人獣共通感染症に関する研究
.A. Hu宜man,M. McLennan (Oxford Brookes Universi臥 UK),H. Hasegawa (Oita University), K. J. Petrzelkova, D. 

Modry (University of Veterinary and Pharmaceutical Sciences, Czech Rep.) 

中央アフリカ共和国やウガンダに生息する野生チンバンジーと同所的に生活している人との聞の人獣共通感

染症についての研究を継続した。

新世界璽長類の採食行動と自己治療行動に関する研究
.A. Hu血nan.Elaina Rodrim.1es 

2016年度から開始したブラジノレに生息するホエザノレとムリ キの植物性食物に含まれている生理活性物質と寄

生虫感染症の低減についての調査とデータ解析を行い、 一部を論文にして出版した。

インドネシアに生息する野生晴乳類の採食生態に関する研究
辻大和、 BSuryobroto、K.A.Widayathi （ボゴーノレ農科大学）、 立脇隆文 （人間環境大学）

インド、ネシア酉ジャワ州 ・パガンダラン自然保護区でジャワノレトン，カニクイザノレ， マレーヒヨケザノレ， ノレ

サジカの基礎生態に関する調査を行い， 食性，活動時間配分， 種間関係などのデータを収集した。ヒヨケザノレ

を捕獲し、発信機を装着して行動圏利用を調べた。ノレトンの糞に集まる糞虫を採集し、種同定を行った。

マカク類の生態に関する基礎研究

辻大和、 IslamulHadi (Mataram University）、IlhamKumia (Andaras University) 

金華山島で，ニホンザノレが排准する糞に集まる糞虫を採集し、種同定を行った。昨年度に引き続き種子 トラ
ップ。の内容物の回収を行った。地獄谷でサノレの入浴行動の調査を行った。霊長類研究所にて、飼育カニクイザ

ノレが飲み込んだ種子の腸内通過時聞を評価したc
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日本産食肉類の種子散布に関する研究

社大和、森大輔、 村井仁 （富山市ファ ミリーパーク）、白石俊明（立山カノレデラ博物館）

飼育下のホンドテンを対象に給額実験を実施し，種子の飲み込みが発芽率に与える影響を評価した。富山県

立山地域において、野生動物の果実食に関する調査を行った。

ボノボの種分化についての研究

竹元博幸，川本芳3 古市剛史

チンパンジーとボノボの共通祖先はその誕生以来コンゴ川の北側に生息しており， 100万年前後の乾燥期に小

集団が浅くなったコンゴ川を渡って南側に入り込んで進化したのがボノボであるという， 前年度に提唱した新

説にもとづき、その後ポノボがどのような経路をたど‘って コンゴ盆地に拡散したかを、 ミトコンドリ アDNAの

ハプロタイプの分布から分析した。

ボノボの集団間関係に関する地域間比較研究

坂巻哲也

コンゴ民主共和国ノレオー学術保護区のワンバで蓄穫してきた集団間関係のデータを他の調査地と比較研究す

る計画を始めるにあたって、ワンパから西北西 200kmあまりに位置し、 現在ボノボの人づけを進めている ロマ

コ森林の調査地を訪れ、予備調査をおこなった。

ニホンザノレにおける妊娠シグナノレの多様な形式
L. Rigaill 

霊長類研究所のニホンザノレ放飼詳を対象に、 様々な性的状態にあるメスの尿の臭いに、オスがどう反応する

かを調ベた。また、 これまでの研究成果にもとづき、視覚、嘆覚、聴覚刺激がオスにどう影響するかをまとめ

たむ

Factors 1暗 ulatingsteroid hormones in Japanese macaques (Macacafuscata) and orangutans (Pongo 
pygmaeus) 

R.S.C Takeshita 
The ability to measur巴reproductiv巴皿 dstress hormone patterns c四 helpto determine reproductive statusう physical

fitness and physiological responses to change. My research aims to investigate variation in hormonal profiles of合目・

ranging and captive Japanese macaques and orangutans as a function of biological (age, gender, and reproductive state), 

environmental (season, climate, housing condition) and social factors (behavior, dominance hierarchy). The results obtained 
should help to understand the potential factors affecting hormonal levels in these species, and can be useful to improve the 

management of captive animals, as well as to monitor the health of free-ranging primate populations. 

野生ベニガオザ／レの繁殖生態に関する研究

豊田有

タイ王国カオクラブック保護区に生息する野生ベニガオザノレを対象に、オスの繁殖戦略を明らかにするため、

l年 10か月にわたる行動観察を実施した。 また、DNA試料を採取し、マイク ロサテライト分析を用いて父子判

定を実施し、オスの繁殖成功度を評価した。

野生ボノボの父系型社会におけるメスの移籍要因に関連する未成熟個体の社会関係の研究

戸田和弥

コンゴ民主共和国のワンパ村に生息する野生のボノボを対象に、 個体追跡法を用いて未成熟個体の行動及び

近接個体を記鋒した。記録した社会交渉と個体間の近接に関するデータから、未成熟個体の社会的な結びつき

を分析した。

中央ヒマラヤラングーノレのオス繁殖戦略とメスの配偶者選択が与える影響
H. Nautiyal. 
I studied 1) the reproductive strategy ofhanuman langur males in a multi-male multi-female population where infanticide 

does not appear to occur, and 2) the possible role for female mate choice and how females influence male reproductive 

success. This study was divided intoれ'NOlinked steps to elucidate: 1) the role of cooperative male group defense in the 

evolution of multi-male喜roupsin the highlandsョ2)the relationship between female mate choice and male reproductive 

success. 

野生ボノボ隣接3集団の血縁構造の解明

石塚真太郎

コンゴ民主共和国ワンバ村周辺に生息する野生ボノボ隣接 3集団を対象に、オスの繁殖成功の偏りの評価、 お

よび集団内と隣接集団の個体問血縁度の比較を行ったc
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Evaluating stress in male Japanese macaques living in vegetated and non vegetated enclosures 
Josue S. A1句andro
I looked at differences in male Japanese macaques living in two匂rpesof enclosures, vegetated and non-vegetated. I 

compared activity budgets, hair condition, fecal hormonal data (cortisol and testosterone), and self-directed behaviors 
(yawn, scratch，巴tc)between two enclosures. Cun-ently I皿 1investigating one unique behavior from one group, and its 
potential Iモlationto str宅ss.

野生ボノボの森林の垂直利用に関する研究

岡村弘樹

コンゴ民主共和国のワンバ村に生息する野生ボ‘ノボを対象に、 年齢、性別、順位の異なるそれぞれの個体が

採食、休息、移動などに際して使う森林内の高さに違いがあるかどうかを調べた

エホンザルの唾液αアミラーゼにおける、生物的急性ストレスを妥当性の検証について
Nelson Broche Jr. 

ニホンザノレにおける急性ス トレスのバイオマーカーとして、 唾液αアミラーゼの有効性を検証するため、 唾液
を非侵襲的に採集する方法を開発し、 飼育下ニホンザノレ適用した。ニホンザノレの唾液中にαアミラーゼが存在す

ることが分かつたが、 急J性ス トレスのバイオマーカーとしての有効性を確認するためにはさらなる調査が必要で

ある。

同性愛の起源とポノポのメスにおける性的行動の選択指向性とその基準

横山拓真

ボノポの性行動と社会性からヒトにおける同性愛の起源を考察した。

野生ボノボとチンパンジーのオス間関係と生理的状態について

柴田朔平

コンゴ、民主共和国ノレオー学術保護区のボノボ、ウガンダ共和国カリンズ森林保護区のチンパンジーを対象

乙、各種の集団内のオス聞の関係、ホノレモン動態を調べた。

＜研究業績＞

原著論文
Rigaill L.吃 Suda-HashimotoN., Ducroix L., Mouri K., Furuichi T., Garcia C. (2017) Testing for links between female urine 

odor and male sexual behaviors in Japanese macaques （ルわcacaル'Scata).Int. J. Primatol. 38: 823・837.
Toyoda A., Maruhashi T., Malaivijitnond S., Koda H. (2017) Speech-like orofacial oscillations in stu抑制iledmacaque 

(Macaca arctoides) facial and vocal signals. Am. J. Phys. Anthropol. 1-5. DOI: 10.1002/ajpa.23276 

Toln.1yama N., Furuichi T. (2017) Leadership of old females in collective departures in wild bonobos (Pan paniscus) at 
Wamba. Behav. Ecol. Sociobiol. 71: 55. 

Ishizuka S., Kawamoto y・，S沿camakiT., Tokuyama N., Toda K., Okamura H斗 Furuichi工（2018)Paternity and kin structur・e
among neighbouring groups in wild bonobos at Wamba. Royal Soc. Open Sci目 5:171006. 

Be日uneD., Hohmanna G., Serckx A., Sakamaki T., Narat V., Fruth B. (2017) How bonobo communities deal with tannin 
rich企uits:re-ingestion and other feeding processes. Behav. Proc. 142: 131・137.

Takemoto H., Kawamoto Y., Higuchi S., Makinose E., Hart J.A., Hart T.B., Sakamaki T., Tok.-uyama N目，ReinartzG.E., 
Guislain P., Dupain J.うCobdenA.K.,Mulavwa M.N., Yangozene K., Dan-oze Sサ DevosC., Furuichi T. (2017) The 
mitochondrial ancestor ofbonobos and the origin of their m司jorhaplogroups.PLoS ONE 12(5): e0174851目

Tsuii Y., Prayiむ10B., Widayati K.A., Suryobroto B. (2018) Mass mortality of wild Malayan flying lemurs (GaleopterU'S 
variegatus) and its underlying causes. Manim. S加dy.43: 61・65.

Tsuii Y., Ningsih J.I.D.P., Kitamura S., Widayati K.A., Suryobroto B. (2017) Neglected seed dispersers: endozoochory by 
Javan lu印ngs(Trachypithecus auratus) in Indonesia. Biotropica 49: 539-545. 

Ilham K., Rizal di, Nurdin J., Tsuji Y. (2017) Status of urban populations of the long-tailed macaque （ルぬcacafascicularis) 
in West Sumatra, Indonesia. P1imates 58: 295・305.

McLennan M.R., Hasegawa H., Huffman M.A. (2017) Gastrointestinal parasite infections and self-medication in wild 

chimpanzees surviving in degraded forest fragments with an agricultural landscape mosaic in Uganda. PLoS ONE 
12(7): e018043 l. 

Haslam M., Herτ1andez-Aguilar R.A., Proffitt T., Arroyo A., Fal6tico T., Fragaszy D.M., Gumert M., Han-is J., Hu飴nan
M.A., Kalan A., Malaivijitnond S., Matsuzawa T., McGrew W., Ottoni E., Pascual-Garrido A., Piel A., Pruetz J., 

Schuppli C., Stewart F., Tan A.入fisalberghiE., and Luncz L. (2017) Primate archaeology evolves. Nature Ecol. Evol. 
17021346B. 

Takeshita R.S.C., Huffman M.A., Kinoshita K., Bercovitch F.B. (2017) Effects of castration on social behavior岨 d
hormones in male Japanese macaques (Macaca fuscata). Physiol. Behav. 181: 43・50.

Pelletier A N ラ KaufmannT., Mohak S., Milan, R., Nahallage C.A.D., Huffman, M.A., Gtmst, N., Rompis, A., Wandia, I.N., 
Pu住民 I.A.A., Pellis, S.M., Leca, J.B. (2017) Stone handling activity in Balinese long-tailed macaques: ethogram and 
behavior system approach to object play. Anim. Behav. Cogn. 4: 455-473. 
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Bardi B., PrughA.M., Eubanks B.T., Trexler K., Bowden R.L.ョEv出 15S., Lambert K.G., Hu缶nanM.A. (2017) Physiologic 
coJTelates of interactions between adult male and immature long-tailed macaques (Macacafascicularis). J. Ass. Lab. 
Anim. Sci. 56: 718-728. 

Nautiyal H，日u缶nanMA (2018) Interspecific feeding association between Central Himalayan langurs (Semnopithecus 
schist，σceus) and Himalayan black bears ( Ursus thibetanus ), in a temperate forest of the Western Indian Himalayas. 
Marnm. S加dy.43: 1・6.

著書
京都大学霊長類研究所 （2017）世界で一番美しいサノレの図鑑． エクスナレッジ
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認知科学研究部門

思考言語分野

＜研究概要＞

チンパンジーの比較認知発達研究

友永雅己2 足立幾磨，林美呈， 服部裕子 （国際共同先端研究センター）＇松沢哲郎 （高等研究院z霊長類研究所
兼任）；鈴木樹理，宮部貴子，前田典彦3 兼子明久3 山中淳史3 井上千稔， ゴドジャリ静 （以上， 人類進化モデノレ研

究センター）；高島友子5 市野悦子，平栗明実，村松明穂，ChloeGonseth, Duncan Wilson, Morgane Allanic, Gao Jie, 

J 11口ゆり， 瀧山拓哉：S訂 ahKoopman (U. Rochester), S訂油Kainz,Thibault Genissel （以上，インターン生）：平田聡、

森村成樹、狩野文浩 （以上う 熊本サンクチュアリ）

1詳 13個体のチンパンジーとヒトを対象としてき比較認知発達研究を総合的におこなった。認知機能の解析と

して5 コンビュータ課題、アイトラッカーを用いた視隷計測、対象操作課題など各種認知課題を継続しておこな
った。 主としてJ 個体のテスト場面で5 数系列学習5 色と文字の対応3 視線の認識ョ顔の知覚う身体の知覚，赤

ちゃん図式の知覚う 注意，パターン認識，視覚探索5 カテゴリー認識3 物理的事象の認識ラ視聴覚統合， 情動認知5

運動知覚5 推論3 行動の同調 ・身振りコミュニケーションなどの研究をおこなった。 また5 チンパンジー2個体
を対象とし3 チンパンジーの行動が他者に影響されるかどうかを社会的知性の観点から検討した。熊本サンクチ

ュア リのチンパンジーとボノボを対象とした研究もおこなった。

飼育霊長類の環境エンリッチメント

友永雅己，林美里，棲庭陽子，市野悦子，打越万喜子，綿貫宏史朗ヨ松沢哲郎；鈴木樹理，前田典彦B 山中淳史，
井上千聡， ゴドジャリ 静，橋本直子 （以上，人類進化モデル研究センター），山梨裕美 （野生動物研究センター）

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する研究をおこなった。3次元構築物の導入や檀樹の効果の評

価，認知実験がチンパンジーの行動に及ぼす影響の評価、新設した実験スペースを活用した認知エンリッチメン
ト、毛髪等の試料を利用した長期的なス トレスの評価、 エンリッチメント用の遊具の導入、採食エンリッチメン

トなどの研究をおこなった。 2015年に犬山第2大型ケージの本格稼働がはじまり、住空間の拡大が達成され、 離

合集散の生活が可能となった。

各種霊長類の認知発達

友永雅己，JI I上文人3 棲庭陽子3 市野悦子3 平栗明実，ChloeGonseth，打越万喜子5 綿貫宏史朗5 松沢哲郎；多々

良成紀雲山田信宏 （以上3 高知県のいち動物公園）ヨ 安藤寿康 （慶応大） ＇岸本健 （聖心女子大），竹下秀子 （滋
賀県立大学）

アジノレテすガザノレを対象に． 種々の認知能力とその発達について検討をおこなった。 さらに、 高知県のいち動

物公園において二卵性双生児のチンパンジー、および人工保育となった脳性まひのチンパンジー幼児の行動発遣
を縦断的に観察している。 2014年に応,reに誕生したチンパンジーの子どもの行動発達の観察も継続した。

動物園のチンパンジーの知性の研究

樫庭陽子，市野悦子3 足立幾磨3 松沢哲直
名古屋市の東山動物園のチンパンジーl群 6個体を対象に， 屋外運動場での社会行動を観察記録した。 また，

fパンラボ」と名づけられたブースにおいてョ 道具使用とコンヒ$ュータ課題の2つの側面から知性の研究をおこ

なった。後天的身体障害をもっチンパンジーの群れ復帰と行動変容についての研究をおこなった。

鯨類、ウマ、 照虫類、大型類人猿等の比較認知研究

友永雅己3 山本知里，Chlo巴Gonseth，森阪匡通 （東海大学）＇中原史生 （常磐大）；堂崎正弘， 栗田正穂，森朋子，
日登弘 （以上， 名古屋港水族館），駒場昌幸 （九十九島水族館）ョ柏木伸幸2 大塚美加 （以上s かごしま水族宣言）, 

樫井夏子 （南知多ビーチランド） う樋口友香5 寺揮夏菜， 樋口徹 （須磨海浜水族園），熊崎清則（ホースマンかか

みが原）, Anna Wilkinson (U. Lincoln), Sarah Koopman (U. Rochester); Sarah Kainz, Thibault Genissel （以上， インター

ン生）

名古屋港水族館、九十九島水族館、かごしま水族館、南知多ビーチランド、須磨海浜水族園との共同研究とし
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て，鯨類の語、知研究を進めている。 とくに，イノレカ類における視覚認知5 サイ ンの理解，空間認知，視覚的個体

識別5 道具使用などを大型類人援との比較研究として進めている。 また、ウマを対象とした認知研究も進めてい

るc さらに、 日本モンキーセンターにおいてヤギとリクガメ を対象とした比較認知研究も進めている。

野生大型類人猿、野生ウマ等の比較認知研究

林美呈2 市野悦子，金森朝子，藤揮道子，RenataMendon号a,Morgane Allanic, Raquel Co蜘； 松沢哲郎，山本真也

J 11上文人（以上，高等研究院）き幸島司郎， 平田聡ョ森村成樹，MaeganFitzgerald （以上，野生動物研究センター），

久世濃子 （国立科学博物館人類研究部）， 山越言 （ASAFAS)，大橋岳 （中部大）, Sinun Weide （ヤヤサンサバ財

団）, Hamid Ahmad Abdul （マレーシア・サバ大）, Sabapathy Dharmalingam （オランウータン島財団）, Daniel Baskaran 

（プラワパンディング財団）, Mashhor Mansor （マレーシア科学大学）, Gladys Kalema-Zikusoka (CTPH), Soumah 

Aly Gaspard (IREB), Sekou Moussa Keita (CERE), Noelin Raondry Rakotoarisoa尽斤.JESCO・MAB),Carlos Pereira （ソノレ

ボンヌ大）

マレーシアのサパナト｜で息子生オランワータンの生態と行動の調査をおこなった。 マレ一半島の飼育オランワータ

ンを対象とした認知研究と，オランワータンを野生復帰させる試み、 母子ペアの行動観察等をおこなっている。

野生マワンテンゴリラの行動にエコツーリズムが与える影響について、東アフ リカ ・ウガンダのブクインディ保

護区における野外調査を開始した。 西アフリカ ・ギニア共和国のボッソワ周辺で、 直接観察による認知行動研究

とともにドローンや トラップカメラを用いた野生チンパンジーの調査と、「緑の回廊Jと呼ぶ森林再生研究をお
こなっている。近隣のニンバ山や隣国のリベリ アを含む広域調査と保護区評価等もおこなっている。 また、ポノレ

トガノレの野生ウマにおける行動生態研究を継続しており、トラップカメラ等を用いて同所的に生息する野生オオ

カミとの関係性等も明らかになってきた。

WISH大型ケージを用いた比較認知科学研究

友永雅己3 足立幾磨，林美里s松沢哲郎s高島友子5 市野悦子5 平栗明実

2011年度にWISH事業で導入した比較認知科学大型実験ケージ設備（犬山第 1）の運用を進めている。 チンバン

ジーの飼育環境の中に実験装置を導入し、いつでもどこでも好きな時に実験に参加できる環境を構築し、数時系

列課題や見本合わせ課題などを実施している。 顔認証による個体識別システムを導入して、 各個体の課題の進捗

乙応じた実験の実施が可能なシステムの構築を進めている。また、犬山第 lに引き続き、犬山第2ケージの整備

も進めた。

＜研究業績＞
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霊長類研究所
友永雅己 （2018）.チンパンジー研究こぼれ話 （その 1）.日本モンキーセンター第 5回ミュージアム トーク、

2018/2/4、日本モンキーセンター

友永雅己 （2018）.イルカ認知研究と大型類人猿の先例から．第三回水族館大学『イノレカの飼育のこれから』、

2018/3/9、京都大学

友永雅己・ 熊崎清員IJ• Camus, F.・Nicod,S. ・ Pereira, C. ・ Sauvage, P. C.・Gonseth,C.・原口大貴・ 松沢哲郎（2017).

Clever Hans 20 l 7：ウマにおける数の相対的大小判断の規定要因行動 2017：日本動物行動学関連学会・ 研究

会合同大会、2017/8/30・9/1、東大駒場キャンパス．

友永雅己・ 熊崎j青員lj・Camus,F.・NicodョS.・Pereira,C.・Sauvage,P.C.・Gonseth,C.・原口大貴・ 松沢哲郎（2017).

Cl巴verHans 2017.第20回SAGAシンポジウム、 2017年 11月4・5目、日本モンキーセンター．

友永雅己・ 樫井夏子（2017）.ハンドウイノレカによるエコロケーションを用いた 「数jの認知．第 l回犬山鯨類鰭

脚類行動、ンンポジウム、 2017/10/14、京都大学霊長類研究所．

友永雅己・Pereira,C.・熊崎i青員IJ・原口大貴・棲井夏子・Wilkinson, A.・Gonseth,C.・松沢哲郎（20l 7). Sense of Number : 

数の大小判断の種間比較．第 33回日本霊長類学会大会、 2017/7/15・17、コラ ッセふくしま．

打越万喜子 （2017）テナガザノレの福祉を向上させるための取り組み．第 20回SAGAシンポジワム.2017年 11月

4-5日，愛知県犬山市

打越万喜子（2018）アドバイザーとしてモンキーセンターに関わった 3年間．第 62回プリマーテス研究会.2018

年 1月27日3 愛知県犬山市
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宇丁越万喜子・山田将也 ・石田崇斗・綿貫宏史朗 （2017）社会的環境変化で、飼育下テナガザノレの歌はどう変わるか？

第 33回日本霊長類学会，2017年 7月 16・17日3 福島県福島市 霊長類研究，33巻補遺版， p42.

Watanuki K. (2017) Mi..xed-primate enclosures: four cases at Japan Monkey Centre. 13出 InternationalConference of 
Environmental Enrichment. 2017/5/15-19, Bogota, Colombia. 

綿貫宏史朗 (2017）キンシャサの動物園は保全や福祉の夢を見るか？ 第 20回 SAGAシンポジワム．

2017/11/4・5，愛知県犬山市．

綿貫宏史朗 (2018）霊長渡来考 （時代区分編）．第 62回プリマーテス研究会 2018/1/27・28，愛知県犬山市．

綿貫宏史朗 (2018）霊長渡来考 （時代区分縞） 動物園大学8 inひろしま安佐 2018/3/21，広島県広島市

Wilson, D. A., & Tomonaga, M. (2017). Exploring attentional bias in chimpanzees using the dot probe task.行動 2017：日

本動物行動学関連学会・ 研究会合同大会、2017/8/30・9/1、東大駒場キャンパス
Wilson, D. A., & Tomonaga, M. (2017). Facial discrimination and attentional bias towards faces in chimpanzees -Final PWS 

Report. 8出 InternationalSymposium on Primatology and Wildlife Science. Inuyama (Japan), September, 2017. 

Wilson, D. A., & Tomonaga, M. (2018). Exploring attentional bias in chimpanzees using the dot probe task.第 62回ブりマ

ーテス研究会、2018年 1月27・28日、日本モンキーセンター．
Wilson, D. A., & Tomonaga, M. (2018). Facial discrimination and attentional bias towards faces in chimpanzees. The 9th 

International Symposium on Primatology and Wildlife Science. Kyoto, 3・5March, 2018. 
Wilson, D. A., Tomonaga, M., & Vick, S.J. (2017). Eye preferences in response to emotional stimuli in captive capuchin 

mo出巴ys(Sapajus apella). 50th Anniversary Meeting of the Primate Society of Great Britain. London (UK), November, 
2017. 

山本知里 ・柏木伸幸 ・大塚美加 ・西村香織 ・酒井麻衣 ・友永雅己（2017）.協力課題におけるハンドウイルカのパ

一 トナーの認識．行動 2017：日本動物行動学関連学会・研究会合同大会、2017/8/30・9/1、東大駒場キャンパス．

山本知里 ・柏木伸幸・ 大塚美加 ・二階堂梨沙 ・西村香織 ・酒井麻衣 ・友永雅己（2017）.ハンドウイルカの社会的

知性に関する認知研究第 1回犬山鯨類鰭脚類行動認知生態研究会、 2017年 10月 14日、京都大学霊長類研

究所．

山本知里 ・柏木伸幸・ 大塚美加 ・友永雅己 （2018）.ハンドワイルカの視覚に関する実験と展示 ・解説活動の試み．

動物園大学 8.2018年 3月 21日．広島

山本知里 ・二階堂梨沙 ・柏木伸幸 ・大塚美加 ・友永雅己 （2017）.ハンドウイルカのコドモにおけるトリックの模
倣と発達.2017年度勇魚会シンポジワム.2017年 11月．東京

山本知呈・ 二階堂梨沙 ・柏木伸幸・ 大塚美加 ・友永雅己 （2017）.ハンドワイルカのコドモにおける模倣学習．第

20回SAGAシンポジウム、 2017年 11月4・5日、日本モンキーセンター

山本知里 ・二階堂梨沙 ・柏木伸幸 ・大塚美加 ・友永雅己 （2018）.ハンドワイルカのコドモにおけるトリ ックの模

倣と発達 心の先端研究ユニ ット研究交流会、2018年 2月 11目、京都．

横山実玖歩 ・友永雅己 （2017）.チンパンジーにおけるギャップ効果・定位反応課題による検討．行動 2017：日本

動物行動学関連学会 ・研究会合同大会、2017/8/30・9/1、東大駒場キャンパス

横山実玖歩・友永雅己（2017）.チンパンジーにおけるギャ ップ効果 ：定位反応課題による検討第 20回 SAGA

シンボジワム、 2017年 11月4・5目、日本モンキーセンター
Yu, L., & Tomonagaラ M.(2017). A comparative approach to drumming behavior in chimpanzees. The 6th Conference of the 

Asia-Pacific Society for the Cognitive Sciences of Music, Kyoto Women’s Univ., August, 2017. 

講演
林美里 （2017）チンパンジーとヒトの心の発達と親子関係.2017年度京大モンキーキャンパス， 2017.8.13，日本モ

ンキーセンタ一，犬山

林美里 （2017）大型類人猿の研究から ヒトを知る．東京フォーラム 2017「フィーノレドとラボと社会をつなぐ野生

動物研究J,2017.10.l，日本科学未来僅3 東京

林美里 （2018）チンバンジーの研究から ヒトを知る．第 13回京都大学附置研究所 ・センターシンポジワムー

2018.3.17，おかやま未来ホーノレ，岡山．

認知学習分野

＜研究概要＞

ヒトに特有にみられる認知機能に関する実験的研究と発達障害児を対象とした学習支援への応用

正高信男、大野邦久、 金子正弘、 小川詩乃、 津田玲子 （京都大学医学研究科）

ヒトに特有にみられる様々な認知機能について、メカニズムと系統発生の両面から実験的な検討をしている。

また、そのような機能の発達について子ども （発達障害児含む）を対象に認知実験を実施し、発達障害児への継

続的な学習支援方法の開発と応用を実践している。

胎児期と生後の環境相互作用によって形成される神経回路の適応的発達変化
後藤幸織、大洞っかさ、加藤朱美、 Young-ALee (Daegu Catholic University）、 Yu-JeonKim (Dageu Catholic University) 
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マウスを用いて、胎児期（母体）と生後のストレス環境条件によって脳発達がどのように変化するのかを調査

したむ

霊長類の社会認知機能を介在する脳神経基盤

後藤幸織、 世良小百合、RomainPoirot (Ecole Nationale Veterinaire de Toulouse）、 Sar油 Lionnet(Ecole Nationale 

Veterin出宅 deToulouse）、 ValentinePo1let (Ecole Nationale Veterinaire de Toulouse）、 渥美剛史、加藤朱美、山口佳恵、
Young-A Lee (Daegu Catholic University) 

ニホンザノレを用いて、 近赤外分光法 （NIRS）などを駆使し、 社会的情報処理に関連する大脳皮質活動ならびに

そノアミ ン神経伝達の役割を調査した。

霊長類とげっ歯類の社会集団行動力学を介在する脳神経基盤

後藤幸織、大洞っかさ、世良小百合、So・YeonJeon (Daegu Catholic University）、DanielleJones (Kent State University）、

加藤朱美、山口佳恵、ManuelJas (Utrecht University）、 AmelieToniolo (Ecole Nationale Veterinaire de Toulouse）、Johanna

Mivielle (Ecole Nationale Veterinaire de Toulouse）、 LauraBondonny (Ecole Nationale Veterinaire de Toulouse）、瀧田正寿

（産業技術総合研究所）、Young-ALee (Daegu Catholic University) 

集団飼育下にあるマカクザノレとマウスを用いて、社会集団の特性 （社会階殺や個体聞の社会的ネットワーク、

個体詳密度の影響、社会集団下における個体の意思決定プロセスなど）がどのような脳神経メカニズムによって

構築されるのかを調査した。

自閉症スペクトラム児における環境要因と認知機能の関連ならびに社会情報処理メカニズム
後藤幸織、 小川詩乃、入口真夕子、柴田柚香、Young-ALee (Daegu Ca出olicUniversity) 

自閉症スペクトラム児において、ストレスや腸内細菌といった環境要因が認知機能に与える影響を心理実験を

行し、調査したむまた、 自閉症スペクトラム児では、 社会的情報処理 （他者の社会的地位の推測や社会的親密度の

影響など）がどのように変化しているかを調査した。

動物の認知能力とコミュニケーションの相向性と進化に関する研究

香田啓貴、JI［合伸幸 （名古屋大学）、森田尭 （マサチューセッツ工科大学）、豊田有、持田浩治 （慶応義塾大学）、

加藤朱美、園枝匠、石田恵子、西村岡IJ （系統発生分野）、松田一希 （中部大学）、正高信男

霊長類やそのほかの動物を対象にして、彼らの認知能力の特性や読聴覚コミュニケーションの比較を通じて、

個々 の能力の相同性や相似性、また進化史に関して、 フィーノレド研究と実験研究の両面から国内外において4研究

を行っている。

＜研究業績＞

原著論文
Masataka, N. (2017). Negative emotion evoked by viewing snakes has a motivating effect on cognitive processing in human 

children with or without intellectual disability. Brain and Behavior, 7(6). 
M節 目taka,N. (2017). Neurodiversityう Giftednessう andAesthetic Perceptual Judgment of Music in Children w-ith Autism. 

Frontiers in Psychology, 8, 1595. 
M節 目taka,N. (2017). Implications of the idea of neurodiversity for understanding the origins of developmental disorders. 

Physics of Life Reviewsぅ 20う 85・108.
Masataka, N. (2017). Autism, its cultural modulation and niche construction in societies. Reply to comments on:: Implications 

of the idea of neurodiversity for understanding出Eorigins of developmental disorders. Physics of Life Reviews, 20, 122・

125. 
Yamaguchi Y, Le巴YA,KatoA，組 dGoto Y (2017) The roles of dopamine D 1 receptor on the social hierarchy of rodents and 

no油 umanprimates. International Journal ofNeuropsychopharmacology, 20: 324・335.

Lee YA, Pollet V, Kato A, and Goto Y (2017) Prefrontal cortical activity associated wi出 visualstimulus categorization in 
non-human primates measured with near勺ifraredspectroscopy. Behavioural Brain Research, 317: 327・331.

Yamaguchi Y, Atsumi T, Poirot R, Lee YA, Kato A，叩 dGoto Y (2017) Dopamine-dependent visual attention preference to 
social stimuli in nonhuman primates. Psychopharmacology (Berlin), 234: 1113-1120. 

Yamaguchi Y, Lee YA, Kato A, Jas E, and Goto Y (2017) The roles of dopamine D2 receptor in the social hierarchy of 
rodents and primates. Scientific Reports, 7: 43348. 

Kim YJ, Goto Y, and Lee YA (2018) Histamine H3 receptor antagonists ameliorate ADHD-like behavioral changes caused 
by neonatal habenula lesion. Behavioural Pharmacology, 29: 71・78.

L巴eYA, Lionnet S, Kato A, and Goto Y (2018) Dopamine-dependent social information processing in non-human primates. 
Psychopharmacology (Berlin), in press (DOI: 10.1007/s00213・018-483トx).

L巴eYAう OhoraT, Bondonny L, Toniolo A, Mivielle J, Yamaguchi Y, Kato A, Takita M, and Goto Y (2018) The effects of 
housing density on social interactions and their correlations with serotonin in rodents and primates. Scientific Reports, 
in press. 

Toyoda, A., Maruhashi, T., Malaivijitnondラ S.,& Koda, H. (2017). Speech -like orofacial oscillations in s旬mp-tailed 

macaque小tlacacaarctoides) facial and vocal signals. American Journal of Physical Anthropology, 164(2), 435・439.

-46 -



Bouchet, H., Koda, H., & Lemasson, A. (2017). Age-dependent change in attention paid to vocal exchange rules in Japanese 
macaques. Animal Behaviour, 129, 81・92.

Koda, H. (201 7). Search for Primate Origins of Phonological Uniqueness in Human L叩 guages.The Journal of the Phonetic 
Society of Japan 21 (1), 16・22

Ko札 H.,M町民T.,Tuuga, A., Goossens, B., Na血an,S.K.S.S., Stark, DJ., Ramirez, DAR., Sha JCM., Osman, I., SipangkLli, 
R., Seino, S., Matsuda, I. (2018). Nasalization by Nasalis larvatus: Larger noses audiovisually advertise conspecifics in 
proboscis monkeys. Science Advances. doi: 10. l 126/sciadv.aaq0250 

総説

山口佳恵3 李英措，後藤幸織（2015）進化論的アブローチによる精神疾患・発達障害の生物学的メカニズムの解明．
生存科学，25-2:259-273. 

李英蛾，山口佳恵，後藤幸織（2015）トキソプラズマによる精神疾患発症リスクの増加： 共生による脳機能進化？

生存科学，25-2:23・33.

後藤幸織ョ小川詩乃，李英蛾， 柴田柚香 （2016）巨閉症スペクトラムと腸内細菌との関連．発達研究，30:183-188. 

入口真夕子ョ小川詩乃ョ李英蛾，後藤幸識（2017）邑閉症スペクトラムにおける偏食と醗酵乳食品摂取の認知 ・情

動機能への影響，発達研究，31: 55・71.

学会発表
Goto Y, Yamaguchi Y, Lee YA, Kato A, and Jas E (2017) The roles of dopamine D2 receptor in the social hierarchy of rodents 

and primates. 40thAnnual Meeting of the Japan Neuroscience Society, lP-264, Chiba, Japan. 
Lee YA, Kato A, Lionnet S, and Goto Y (2017) Dopamine-dependent social information processing in non-human primates. 

40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, lP-265, Chiba, Japan. 
Goto Y, Lee YA, and Ohora T (2017) Corticolimbic functions modulated by social density in rodents. 56th Annual Meeting 

of American College ofNeuropsychopharmacology, W43, Palm Springs, CA, USA. 
Goto Y, and Le巴YA(2018) The roles of serotonin on conflicting decision making under social groups in rodents目 31thCINP 

World Congress ofNeuropsychopharmacology, Vienna, Austria. 
Jeon SY, Kim NH, Goto Y, Choi JS, and Lee YA (2018) Amelioration of scopolamine-induced attention deficit by the extracts 

企omthe brown alga Ecklonia Stolonifera Okamura. 31出 C町PWorld Congress ofNeuropsychopharmacology, Vienna, 

Austria. 
Jeon SY, Kim NH, Goto Y, Choi JS, and Lee YA (2018) Modulation of dopamine-serotonin balance by Ecklonia Stolonifera 

Okamura: potential therapeutic effects for attention deficit/hyperactivity disorder. 41th Annual Meeting of the Japan 
ewoscience Society, Kobe, Japan. 

Lee YA, Obora T, and Goto Y (2018) The relationships between social density and serotonin and its relevance to autism 
spectrum disorder. 41 th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Kobe, Japan. 

Goto Y, and Lee YA (2018) The role of serotonin in conflicting decision making associated with social group environments. 
4lthAnnual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Kobe, Japan. 

講演

後藤幸織 2017.4 5出 Congressof Asian College ofNeuropsychopharmacology (Bali, Indonesia). 

後藤幸織 2017.8 National University of Singapore, Yong Loo Lin School of Medicine, Dep紅白1entof Anatomy 

(Singapor巴）．
後藤幸識 2017.11 Korea Institute of Science and Technology, Brain Science Institute (Seoul, Korea). 

香田啓貴 2018.2国立障害者リハビリ テーションセンター（所沢）

神経科学研究部門

高次脳機能分野

＜研究概要＞

情動情報処理における前部帯状回の役割の解明
1鳴池葉保，岩沖晴彦，中村克樹

情動情報の処理におけるサノレ前部帯状回の役割を明らかにするため， アカゲ‘ザノレの前部帯状回から単一ニュ

ーロン活動を記録し，他個体の表情などの刺激に対する応答性を調べた。ニューロン活動の特性を解析し、 記

録部位の組織学的データと合わせ、論文作成をおこなった。

顔弁別能力の霊長類種間比較研究

中村克樹， 繭占雅史 （筑波大学）ラ竹本篤史

同種他個体の顔弁別の能力を霊長類の種間で比較する 目的で， コモンマーモセットとアカゲ、ザノレと ヒトで弁別

課題における成績を比較した。

情動行動に関わる脳領域の神経結合様式の研究
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中村克樹，宮地重弘，褐池菜保，繭占雅史 （筑波大学），金佑璃＇ ？§多穂波（新潟大学）
情動行動に関わる神経団路を解明することを目的に， ニホンザノレの脳の前部帯状回に複数の神経 トレーサーを

注入し，属桃核と各領域における標識神経細胞の分布を解析し、論文を作成した。

コモンマーモセットの認知機能計測
中村克樹， 竹本篤史， 三輪美樹，鈴木比呂美，棲井彩華，正村聡美

コモンマーモセットの認知機能（知覚 ・記憶等）を調べるために， 遅延見本合せ課題の訓諌法が確立できたので

論文として発表した。 また、図形弁別課題および逆転学習課題における老齢マーモセットの学習の特徴を解析し、
論文として発表した。

発達初期のサイトカイン暴露に誘導される行動異常の検討

中村克樹， 三輪美樹，竹本篤史，鴻池菜保，那波宏之 （新潟大学）

発達初期のマーモセットをサイトカインに暴露し， 発達とと もにどのような行動異常が出現するかを検討して
いる。 活動量や認知機能に異常が見られることが分かってきた。また，コントローノレ個体およびサイトカイン暴

露個体での経時的な脳 MRI撮像を実施した。 PETを用いてドーバミン系の活動を調べるため、循環器病研究セ

ンターとの共同研究の準備を行ったc

マーモセットにおける集団内の音声情報伝達にかかわる神経基盤の解明

1菊池莱保， 三輪美樹，中村克樹

警戒音による情報伝達に関わる神経基盤を解明することを目的とし隔離したマーモセット個体に他個体の警
戒音声を呈示する音声プレイパック実験を行った。様々な音声を呈示した時のマーモセットの音声および3次元

での運動軌跡を解析したc

マーモセット疾患モデルを用いた神経回路障害ならびに分子病態の解析および治療法の開発
中村克樹， i鳴池菜保，三輪美樹，竹本篤史B 岡揮均 （東京医科歯科大学）， 田川一彦 （東京医科歯科大学），陳

西貴 （東京医科歯科大学），田村拓也 （東京医科歯科大学）， 藤田慶大 （東京医科歯科大学）

神経変性認知症の疾患モデノレマーモセットにおいて分子 ・神経細胞および神経回路の病態を解析することを目

的して， 4個体で認知機能評価のための場所記憶課題の成績を調べたc 今後、 神経変性原因物質を脳内局所注入

し， 実際に変性の進行度合いと記憶課題の成緯の関係を検討するc

自由判断の神経機序の研究

酒多種i度 （新潟大学）， 中村克樹，伊藤浩介（新潟大学）， 五十嵐博中 （新潟大学）， 中田力 （新潟大学）
自由判断に関わる神経メカニズムを解明することを目指して， 自由なタイ ミングで運動を行う課題を開発し，

課題遂行中の被験者の脳活動を h底 Iを用いて計測し，分析を行った。運動開始の意図の前から脳活動が複数の

場所で認めらるとしづ興味深い結果を得たので論文として発表したc

競合条件下での行動遺択における前頭前野の機能解析

繭占雅史 （筑技大学）， 宮地重弘

二つの／レールのどちらかに従って行動を選択する課題をサノレに行わせ、その際にサノレ前頭前野の神経活動を解
析した。その結果， ノレーノレの競合を反映する神経活動が前頭前野の内側部と主溝周辺部で観察された。 これらの

応答では，非競合条件に比べて競合条件でよ り高い活動を示していた。さらに、 ここの神経活動におけるルーノレ

競合依存性と視覚刺激の特徴選択制の関連を解析した。

リズムに「乗るI神経メカニズムの解明

宮地重弘

リズムに「乗るj神経メカニズムを明らかにする 目的で， 2頭のニホンザノレを対象に行動実験を行なった。 さ

らに， 運動りズムにおけるドーパミンの役割を明らかにするため， ドーパミンD2受容体およびD1受容体の作

動薬，措坑薬の投与を行ない， 課題遂行への影響を解析した。

サノレにおける音列知覚機構の解明

脇田真清

コモンマーモセットを用いて聴覚弁別訓練を行ったc 新たな個体を用い， 要素は共通であるが配列の異なる

二つの音列の弁別課題を行い， これまでに得られた結果を追試した。結果，先行研究と同じく， 音列の変化を

検出することはできてもB 規則性を知覚したり長期記憶に貯蔵したりできないことを明らかにした。

幼児虐待の連鎖ーサノレを対象とした不適切養育行動の世代伝達の研究

三輪美樹，中村克樹
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家族単位で生活している コモンマーモセットを対象と して，幼児期に受けた不適切養育行動の次世代への伝達
とついて検討を行ったコその結果 行動発現にはコモンマーモセットの形状に対する噌好性が関係していること、

プノレンス氏液に発現防止 ・抑制効果があることを明らかにした。

眼球運動を指標としたコモンマーモセットの認知機能の研究
池田琢朗， 中村克樹

コモンマーモセットの認知機能とその神経基盤を明らかにすることを目的に，眼球運動の測定系を開発し行動

実験課題を設計した。安定した測定記録系を確立し基本的な課題の訓練を終え， 現在より認知的な課題の訓練を
進めている。

サルにおける観察恐怖学習の検討

岩沖晴彦，中村克樹

社会生活を送る動物にとって他個体の行動から学習することは生存確率を高める重要な能力である。ある生物
や物体が恐怖の対象であるか否かを，ヒ トは観察のみから学習し避けることができる。マカクザルにこの能力が

あるか否かを検討するこ とを目標に実験を行なっているc

主観的輪郭知覚に伴う神経回路ダイナミクス ー回転運動を用いた検討
竹本篤史，中村克樹

輪郭 ・形状の主観的な知覚体験を生み出す神経由路のダイナミクスを明らかにするため， 回転運動する主観的

図形を知覚させる視覚刺激を用いたヒ トの心理物理学実験を行い， 主観的輪郭生成の時空間要因を検討した。

コモンマーモセットの単回投与麻酔下における呼吸動態の検討

1喝池菜保， 三輪美樹， 石上暁代（技術職員）， 中村克樹
ケタ ミン／キシラジン／ア トロビン3剤およびアノレファキサロン単剤の 2プロトコーノレを用いて，麻酔薬投与

前後の経皮的酸素飽和度および動脈血酸素分圧を計測した。 その結果，麻酔時には適切な呼吸サポー トが必要と

考えられる麻酔薬投与後に著名な血中酸素レベノレの低下が認められたので、 論文として発表したc

ものの硬さに関するラパーハンドイリュージョンの研究

金イ有璃，中村克樹，勝山成美 （東京医科歯科大学），白井信男 （東京医科歯科大学），泰羅雅登 （東京医科歯
科大学）

触ったものの梗さに関してラバーハンドイリ ュージョンの現象が起こるか否かを行動学的に検討し， ラバーハ

ンドイリ ュージョンによって梗さの評価が変わることが分かつたc 現在，この実験を h尽I装置内で行う課題を
開発し， 課題遂行中の被験者の脳活動を b但 Iを用いて計測した。 現在、結果を解析している。

コモンマーモセットにおけるプレパノレスインヒピション(PPI)測定系の確立

櫨原慧，中村克樹
現在，コモンマーモセットを対象として精神疾患のバイオマーカーとなり得るPPIの測定系の確立に取り組ん

でいる。ヒトや他のサル種で行われている PPI測定を参考にし， 音刺激や装置の作製を行ったがコモンマーモセ

ットで驚樗反応が安定して測定できなかったc そこで、四つん這いの姿勢を取らせながら圧センサーで驚惇反応
を計測する装置を開発した。その結果、マーモセットで驚樗反応が測定できるようになった。今後はコモンマー

モセットで PPI測定を実施し、特性を明らかにする。

マーモセットにおける利他行動と家族関係についての研究
坂田良徳，中村克樹

コモンマーモセットは， 高い寛容性や利他的な行動を示す。こうした利他行動に家族関係が与える影響を明ら

かにすることを巨的とし実験を実施したが、 今回の実験条件では利他行動がう まく引き出せなかった。

属桃核エユーロンにおける情動情報処理の検討

岩沖晴彦，中村克樹

サノレ扇桃核における情動情報の符号化メカニズムを明らかにすることを目的として，特定の視覚刺激の情動価

や覚醒度を定量化可能な行動実験課題を設計した．ニホンザノレを対象に実験を行ない， 視覚刺激ごとの反応を比
較することで，よりサノレの情動反応を引き出すことができる課題の検討を行なっている。

＜研究業績＞

原著論文
Konoik巴N,Miwa M, Ishigami A, Nakamura K (2017) Hypoxemia aft.er single-shot anesthesia in common 

marmosets.Journal of Medical Primatology,46(3):70・74.doi:10.1111/jmp目12262.
Kotani M, Shimono K, Yoneyむna工NakakoT, Matsumoto K, Ogi Y, Konoike N, Nakamura K, Ikeda K (2017) An eye 
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tracking system for monitoring face scanning pa抗.emsreveals the enhancingeffect of ox戸ocinon eye contact in 

common marmosets. Psychoneuroendocrinology. 83:42-48ョ2017.doi・10.1016/j.psyneuen

Munger E. L., Takemoto A, Raghanti M.A., Nakamura K (2017) Visual Discrimination and Reversal LearτJ.ing in Aged 
Common Marmosets(Callithri.x jacchus). Neuroscience Resear・ch.120：・36-44.doi:10.1016/j.neures. 

Nakamura K, Koba R, Miwa M, Yamaguchi C, Suzuki H, Takemoto A (2018) A method toむainmarmosets in visual 
working memoηtask and their performance. Frontiers in Behavioral Neuroscience, 16: 12:46.doi: 
10.3389/fnbeh.2018.00046. eCollection 2018. PMID: 29615876. 

Sakata H, Itoh K, SuZl氷1Y, Nakamura K, Watanabe M, Igarashi H, Nakada T (2017) Slow accumulations of neural 
activities in multiple cortical regions precede self-initiation of movement: an event-related fMRI study.eNeuro.4 (5) 
ENEUR0.0183-17.2017.doi:h甘ps://doi.org/10.1523/

その他の執筆

中村克樹 ＜情報 ・話題＞ 「ナショナノレバイオリソースプロジェクト『ニホンザノレ』の現状と課題J.霊長類研究，
Primate Res. 33:45-49, 2017. (doi:10.2354/psj.33.002) 

中村克樹 「脳を鍛えたい 皆伝 ！新あたま道場J問題作成 毎日新聞，2017・2018

中村克樹 「中村克樹の Doyou脳？ J （隔週連載） 毎日新聞，2017

学会発表等
#ItohえNejimeM, Konoil王EN, Nakamura K, Nakada T. Musical chord change detection in the macaque mo此eyis 

hindered by insertion of silent gaps between chords: a scalp ERP study. Neuroscience2017, WashingtonD.C, Nov.2017 
Miyachi S, Bernard E, Mallet E. Dopamine D2 receptor agonist/antagonist impair motor rhメhmsynchronization in the 

monkey.百1e40th annual meeting of the Japan Neuroscience Society, ChibaョJuly,2017 
Nakamura K, Miwa M, Koba R, Yamaguchi C, Suzuki H, Takemoto A. Method to train marmosets in a visual delayed 

matching-to-sample task. The 40白 annualmeeting of the Japan Neuroscience Society, Chiba, July, 2017 
Nejime M, Inoue M, S訂uwatariM, Mikami A, Miyachi S. Influence of conflict between two behavioral rules on the 

activity of monkey medial and dorsolateral prefrontal neurons. The 40th annual meeting of血eJapan Neuroscience 
Society, Chiba, July, 2017 

Sakata H, Itoh K, Suzuki Y, Nakamura えWatanabeM, IgarぉhiH, Nakada T. Endogenously initiated movements ar・e 
pr巴cededby neural activities in multiple cortical regions: an event-related仏 血I則 dy.Neuroscience2017, 
WashingtonD.C, Nov.2017 

Takemoto A, Munger E. L., Raganti M.A., Katsuki N. Deterioration of visual discrimination learning in aged marmosets. 
Neuroscience2017, WashingtonD.C, Nov.2017 

# Tanabe S, Tsuge H, Uezono S, Fu iwara M, Miwa M, Konoike N, Kato S, Nakamura K, Kobayashi K, Inoue K, Takada 
M. Diffetences in retrograde gene transfer efficiency and cytotoxicity between lentiviral vectors pseudotyped with FuG-
E and FuG-B2 glycoprotein in rodent and primate brains. Neuroscience2017, WashingtonD.C, Nov.2017 

Uezono S, Tsuge H, Tanabe S, F吋iwaraM, Nakamura K, Inoue K, Takada M. Organization of multisynaptic inputs from the 
basal ganglia and cerebellum to the anterior and posterior cingulate cortical t田 asin common mar立1osets:R出 ograde
tiansneuronal double labeling with fluorescent rabies viral vectors. Neuroscience2017, WashingtonD.C, Nov.2017 

Wakita M. Anticipation of auditory regularity in common marmosets.第 77回日本動物心理学会大会5 東京大学駒場キ

ャンパス， 2017/8/30・9/1

榎本健史、楕池菜保、竹本篤史、中村克樹、池田和仁マーモセットを用いた新規労力価値割引き課題での意歓

に対するド‘パミンDl受容体リガンドの作用 第 7回日本マーモセット研究会大会，京都市京都大学，
2018/1/1 

櫨原慧、中村克樹 コモンマーモセット用プレパノレスインヒビジョン伊PI）測定系の確立 第7回新潟脳研－霊長

研－生理研合同シンポジワム3 岡崎市生理学研究所，2018/3/6 

池田琢朗、中村克樹マーモセットにおける社会的注意・ 対面状況下における視縁計測 第 7回日本マーモセッ

ト研究会大会5 京都市京都大学，2018/1/17 

＃石淵智子、黒滝陽子、三輪美樹、 井上貴史、中村克樹、佐々木え りか．霊長類における絶滅危慎種の保全技術
の確立～ワタボワシタマリン～， 第7回日本マーモセット研究会大会，京都市京都大学， 2018/1/17 

岩沖晴彦、中村克樹 サノレ属桃核における刺激の主観的価値と強度の表現 45th Young Perceptionists’ 
Seminar2017，伊豆の国市実駕の宿いづみ荘，2017/8/18・20

金惰璃、 白井信男、 宮崎淳、 土師友巳、松元健二、中村克樹、 泰羅雅登、勝山成美． 視覚情報の影響によ

る主観的な硬さ知覚に関与する脳部位の研究視覚科学フォーラム2017，第 21回研究会， 豊橋市豊橋市民セ

ンター，2017/9/28・29

宮地重弘、 Elis巴Bernard、EmelineMallet.運動リズムの発現 ・制御におけるドーパミンの役割 連続ボタン押し

課題遂行へのドーパミンD2受容体作動薬 ・阻害薬の効果 日本心理学会第 81回大会z久留米市久留米シテ

ィプラザョ 2017/9/21

宮地重弘．ノレーノレの選択およびノレーノレ間のコンフリクトに関わるサノレ前頭前野ニューロンの応答・内側および背

外側前頭前野の比較 第7回新潟脳研・霊長研・生理研合同シンポジウムー岡崎市生理学研究所， 2018β／6 

三輪美樹、中村克樹．コモンマーモセットにおける新生仔に対する尾食い 第 33回日本霊長類学会大会5 福島市
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コラ ッセふくしま， 2017/7/16・17

三輪美樹、 鈴木比巴美、棲井彩華、正村聡美、中村克樹．コモンマーモセットの避妊法（Birthcontrol in common 

m訂 mosets) 第 7回日本マーモセット研究会大会s京都市京都大学，2018/1/16・18

中村克樹ナショナノレバイオリソースプロジェクト「ニホンザノレJについて「現状と問題点J, fN BR  Pニホ

ンザノレ事業の背景と 目的j第 33回日本霊長類学会大会，自由集会第 33回日本霊長類学会大会，福島市コラ

ッセふくしま，2017/7/16・17

中村克樹、三輪 美樹、 木場 礼子、 山口智恵子、 鈴木比呂美、 竹本篤史．マーモセットを対象とした視

覚性遅延見本合わせ課題の司11諌 第 40回日本神経科学大会3 千葉市幕張メッセ，2017刀／20・23

中村克樹、 三輪美樹、山岸義尚 欧州基準を満たすマーモセット用ケージ連結ラ ックの開 発 第 7回日本マーモ

セット研究会大会3 京都市京都大学，2018/1/16・18

坂田良徳、中村克樹． コモンマーモセットにおける、親から仔への末IJ他的行動 第 7回日本マーモセット研究会

大会，京都市京都大学，2018/1/16・18

竹本篤史、中村克樹．コモンマーモセットと ヒトとのアイコンタクト定量化の試み 第 7回日本マーモセット研

究会大会，京都市京都大学，2018/1/16・18

竹本篤史． タッチスクリ ーンを用いた実験で‘のマーモセットの訓練方法第7回日本マーモセット研究会大会，

京都市京都大学，2018/1/16・18

＃田辺創恩、上園志織、柘植仁美、藤原真紀、 長屋清美、長屋七奈、菅原正晃、 三輪 美樹、i鳴池 菜

保、 加藤成樹、中村 克樹、 小林 和人、井上謙一、高田 昌彦蓄歯類および霊長類の線条体入力系にお

けるE型とB2型 レンチワイルスベクターの逆行性遺伝子導入効率および細胞毒性の差異 第 40回日本神経

科学大会3 千葉市幕張メッセ， 2017/7/20・23

＃柘植仁美、上園志織、 田辺 創思、藤原 真紀、 長屋清美、長屋七奈、菅原正晃、 三輪 美樹、 i菊池 莱

保、加藤成樹、 中村 克樹、小林 和人、井上謙一、高田昌彦逆行性感染型レンチウイノレスベクター

(FuG-E型 vs.FuG-B2型）の大脳皮質への入力システムにおける感染動態の解析 第 40回日本神経科学大

会う千葉市幕張メッセ， 2017/7/20・23

上国志織、田辺創思、藤原真紀、柘植仁美、中村克樹、井上謙一、高田昌彦マーモセットにおける大脳基底核

および小脳から前部 ・後部帯状皮質への多シナプス性入力様式第7回日本マーモセット研究会大会，京都

市京都大学， 2018/1/16-18 

講演

中村克樹「こ こまで‘進んだ、マーモセット研究：医学・医療への応用J第 66回 MolecularMedicine Seminar Series, 

（福島市福島県立医科大学，2017年 7月 14日）

中村克樹「読み聞かせは心の脳にとどく J新幼児教育研究大会事 （大阪市大阪ガーデンバレス， 2017月 7月 24

日）

中村克樹．「脳の構造と機能の性差j第 2回ウーマンライフサイエンスワークショップ （株式会社NTTデータ経

営研究所情報未来研究センター ニューロイノベーションユエット主催 AP東京八重洲通 り2017年 9月 1

日）

中村克樹－「脳の発遣に良い菅慣と悪い音慣j行方市立北楕中学校主催親子で聞く生活習慣についての講演会

（茨城県行方市立北浦中学校 体育館，2017年 9月 30日）

中村克樹．「生活習慣と成績の関係 ～食べることと寝ることの大切さJ全国国立大学附属学校 PTA連合会全

国大会クロージングセミナー （ハイ アットリ ージヱンシー東京， 2017年 9月 30日）

竹本篤史「闇値の推定 心理物理学的な測定法 j 第 3回視覚生理学基礎セミデ 一 視野と視覚生理学の

コラポレーション （大阪市 大阪医療福祉専門学校 2018年 2月 18日）

統合脳システム分野
＜研究概要＞

先端的神経ネットワーク解析による霊長類大脳眼球運動制御システムの構造と機能の解明

高田昌彦，井上謙一，菊田里美

(1) RVベクターを用いた眼球運動関連皮質領野の投射様式と多シナプス性入力様式の解析

高発現型 multi-colorRVベクターによる逆行性越シナプス的多重 トレーシングを、前頭眼野、補足眼野、頭頂

間構外側部を対象にして実施する準備を進めている。 また、大脳基底核から運動前野背側部および腹側部への多

シナプス性入力様式に関する原著論文を投稿準備中である。

( 2）多領域多点同時記録による眼球運動関連ネットワークダイナミ クスの解析

眼球運動課題遂行中のマカクザノレの前頭眼野、大脳基底核、 上丘などから同時記録をおこなう実験システムの

セットアップを終了し、 記録実験をスター トしつつある。

( 3）神経路選択的な光遺伝学的抑制法や化学遺伝学的抑制法の確立

研究代表者らがすでに霊長類において開発に成功し、最近、原著論文として発表した光遺伝学による神経路選
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択的刺激法を応用し、搭載遺伝子を交換して光遺伝学的抑制法を霊長類で確立するためのウイルスベクターの作

製を終了し、 現在サノレにおける注入実験を進めているc

サノレ脊髄損傷モデ／レにおける大脳運動関連領野の可塑的神経メカニズムの解明

高田昌彦， 山中創

解剖学的および生理学的にヒトに近縁のマカクザノレを用いて、脊髄損傷後の前頭葉運動関連領野でみられる可

塑的変化を形態学的に明らかにし、機能回復の中枢メカニズムに迫ることを目的とし、 f大脳運動関連領野にお

ける錐体細胞の樹状突起と樹状突起スパインの形態学的解析jを中心に研究計画を遂行した。 現在、得られた実

験データの解析を進めており 、運動関連領野間における皮質脊髄路の起始ニューロンの形態学的差異が明らかに

なりつつある。 また、「脊髄損傷後の機能回復と錐体細胞の樹状突起 ・スパイ ン動態の相関解析Jについても、脊

髄損傷後の急性期 （約 10日後）における樹状突起 ・スパインの形態変化の解析に関する実験をスター トしたc

パーキンソン病サノレモデノレの多領域多点同時記録による集団発振現象および同期化の探索

高田昌彦，菊田里美

l，サノレの課題 トレーニング、記録部位の同定、およびコントローノレデータの取得、 2.パーキンソン病サノレ

モデノレの作製およびモデルにおける多額域多点同時記録、 3.多領域多点同時記録データの解析：各領域におけ
る活動変化の 3つの研究計画を実施した。MPTP投与によって作製したパーキンソン病サノレモデノレから、 安静時

およびボタン押し課題遂行中における大脳皮質、大脳基底核、小脳から神経活動 （主にLFP）の多額域多点同時

記畿を実施した結果、パーキンソン病モデノレの小脳からベータ渡の過活動を検出し、 更にcross-frequencycoupling 

解析によ り、運動遂行時における大脳皮質 （特に一次運動野）との聞の phaseamplitude couplingが大脳基底核よ

りもむしろ小脳で顕著で‘ある ことが明らかになった。

マーモセットの高次脳機能マップの作成とその基盤となる神経回路の解明および研究環境の提供

高田昌彦3 大石高生3 井上謙－，上国志織

( 1 ）マーモセ ットの大脳を巡る多シナプス性神経回路の解析

独自に開発した異なる蛍光タンパク賓遺伝子を搭載した狂犬病ウイノレスベクターを用いて、逆行性越シナプス

的多重 トレーシングに最適なシステムを確立した。

( 2）疾患／病態モデノレマーモセットの作出

小林グノレーフ壱との連携により、 優れた逆行性遺伝子導入効率を示し、かっ注入部位における免疫応答を抑制し

た改変型レンチウイノレスベクターを開発するとともに、 パーキンソン病モデルマーモセットの作製および行動評

価のために、 ドーパミンニューロン特異的にアノレファシヌク レインを発現させる遺伝子導入手法を確立し、 自動

計時機能付き階段採舘課題装置を開発したc

マカクザ／レを用いた脊髄損傷後の中枢への物理的刺激による可塑性制御機構の解明

高田昌彦3 大石高生2 山中 創

( 1 ）マカクザノレ（主にニホンザノレ）を用いて、 到達 ・把持運動が顕著に障害される頚髄下部 （C6/C7 レベル）

こおいて片側 2/3（内側部を除く ）を傷害した脊髄損傷モデルを作製し、脊髄損傷に対する RGM抗体投与と一次

運動野 （特に手指領域）をターゲット部位にした 刊日 施行の併用による複合的治療効果の検証をおこなった。

そのデータを解析した結果、 TMS施行を併用した個体では、 Brinkmanboard testとreaching/graspingtaskのいずれ

こおいても コント ローノレ個体と比較して明瞭な相乗効果を示したc

( 2）皮質脊髄路がどのように代償性に再編しているかを明らかにするため、 一次這動野手指領域に）I頂行性神経

トレーサーである BDAを注入し、 脊髄損傷後の可塑的変化による皮質脊髄路綜維 （BDAによ りラベノレ）の脊髄

内再分布様式を様龍解剖学的に同定する実験を進めている。

自然発症の難病と考えられるニホンザルに関する研究

大石高生，高田昌彦，今井啓雄 （ゲノム進化）， 今村公紀 （ゲノム進化），釜中慶朗 （NBRP），森本真弓 （技術

部），兼子明久 （技術部），宮部貴子 （人類進化モデ‘／レ研究センター），橋本直子 （技術部），平崎鋭矢 （進化形態），

木下こづえ （野生動物研究センター），郷康弘 （自然科学研究機構），東超 （奈良県立医大）

顔貌と骨格に異常の見られる若桜群のサノレの家系に関して、 遺伝子解析を行った。 異常のある 3頭では、 ライ

ソゾーム病の一種であるムコ多糖症I型の原因遺伝子の特定個所のミスセンス突然変異がホモ接合していた。 F

れらの個体の両親では、 当該ミスセンス突然変異はヘテロ接合していた。

光操作による神経ネットワーク解析技術の開発

井上謙一

効果的な光刺激を実現するウイノレスベクターを用いた遺伝子導入手法の開発と して、 改変キャプシドを持つ
AAVベクターを開発し、同ベクターが、AAV2と同等の神経細胞選択的な感染誌を保持しつつ、 AAVlと同等の

外来遺伝子発現龍を実現することを明らかにした。 また、上丘における眼球運動制御メカニズムの解明のため、
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タスク・刺激 ・計測システムの構築を完了し、タスクコントロール、2i皮長同時光刺激、眼球位置およびマノレチ
ニューロン活動の記録を同期して行う記録実験系を実現するとともに、サッカー ド課題のトレーニングを開始し

fこc

2) 1頭のサノレへの固視課題および視覚誘導性サッカー ド課題のトレーニングを完了し、記憶誘導性サッカード

課題の トレーニングを開始した。

霊長類うつ病モデルを用いた fセロトニンlBレセプター仮説Jの検証

山中創

スクロース噌好性テスト （SPT）をさらに改良し一日で3濃度 （0、0.25、1.0%）が実施できるシステムを構築

し、ヒトでうつ状態を引き起こすことが知られているリポポリサッカライド （LPS）を投与し、 その表面妥当性

評価を行った。疾患モテソレ研究において最も重要な課題はどの濃度のスク ロースを用いるかである。 個体による

変動を網羅的に捉えるために一日に3濃度を提示する戦略を選択した。スクロース濃度一反応曲線を基にし、 0、

0.25、1.0%の3濃度が選ばれた。最適な提示順序を見つけるために、 6通りの順序にて握示を行い高い選好性と

消費量などの観点から、 0.25・＞1.0・>0%スクロースの提示順序が快感喪失行動を標的と した研究においては最適で

あることが示唆された。LPSはグラム陰性菌の外膜の構成成分であり炎症反応を誘発するが、 マウスのうつ病様

行動を惹起するだけはなく、ヒ トにおいては数時間後にうつ病評価尺度が上昇することが知られている。7頭の

マカクザノレに LPSを投与し3時間後に評価した。その結果、すべての個体においてスクロース水摂取量の低下が
認められたものの、スクロース水に対する選好性低下は2頭のみ観察された。この投与用量は人への投与用量と

比較して極端に高いことから、よ り低い用量にて検討する必要性がある
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macaque monkeys. Neuroscience 2017 (2017/11/13）双lashington,DC, USA. 

# Inoue K, Fujiwara M, Uezono S, Tanabe S, Ishida H, Hoshi E, Takada M. Arrangement of multis戸iapticinputs from the 
basal ganglia to the dorsal and ventral premotor cor羽田lareas in macaques: retrograde仕組snemonaldouble labeling with 
fluorescent rabies viral vectors. Neuroscience 2017 (2017/11/13) Washington, DC, USA. 

Ogasawara T, Takada M, Matsumoto M. The nigrostriatal dopamine pathway transmits a stop signal dw-irig也eperfonnance 
of a saccadic counte1manding task in mo此eys.Neuroscience 2017 (2017/11/13) Washington, DC, USA. 

#Kasai A, Se出kiK, Hashimoto T, Niu M, Yamaguchi S, Naka Y, Igarashi H, T：出nuraM, Nakazawa T, Inoue K, Takada M, 

Fujita K, Hashimoto H. FAST, High-speed serial-sectioning imaging for whole brain analysis with high s回 lability.
Neuroscience 2017 (2017/11/13) Washington, DC, USA. 

#Fujimoto A, Hori Y, Nagai Y, McCairn K.W, Hirabayashi T, Kikuchi E, Takada M, Suhara T, Minamimoto T. Encoding 

expected reward value for fotmulating goal-directed decision in the rostro・medialcaudate and the ventral pallidum. 
Neuroscience 2017 (2017/11/13) Washington, DC, USA. 

Uezono S, Tanabe S, Fuiiwara M, Tsuge H, Nakamura K, Inoue K, Takada M. Organization of multisynaptic inputs from the 
basal ganglia and cerebellum to the anterior and posterior cingulate cortical areas in common marmosets: Retrograde 
transneuronal double labeling wi出 fluorescentrabies viral vectors. Neuroscience 2017 (2017/11/14) Washington, DC, 
USA. 

Arnita H, Kim H.F, Inoue K, T北adaM, Hikosaka 0. Optogenetic modulation of saccade-controlling circuits in the monkey 
basal ganglia. Neuroscience 2017 (2017/11/14) Washington, DC, USA. 

# Tanabe S, Tsuge H, Uezono S, Fujiwara M, Miwa M, Konoike N, Kato S, Nakamura K, Kobayashi K, Inoue K, Takada M. 

Differences in retrograde gene transfer efficiency and c戸otoxicitybetween lentiviral vectors pseudotyped with FuG-E 
and FuG-B2 glycoprotein in rod巴ntand primate brains. Neuroscience 2017 (2017/11/15) Washington, DC, USA. 

# Ishida H, Inoue kう日oshiE, Takada M. Cells of origin of multisynaptic projections企omamygdala to ventral premotor 

cortex in macaques.平成 29年度生理研研究会第7回社会神経科学研究会 (2017/11/30）生理学研究所、 愛知

県岡崎市

上園志織， 田辺創思う藤原真紀5 柘植仁美5 中村克樹3 井上諜－，高田昌彦． 狂犬病ウイルスベクターを用いた逆

行性越シナプス的ラベノレ法によるマーモセット帯状皮質への入力様式 ：大脳基底核および小脳からの入力に

ついて．平成 29年度生理研研究会第 7回社会神経科学研究会 (2017/11/30）生理学研究所、愛知県岡崎市

大石高生、上野瑠惟、 高田昌彦．光学センサーと小型コンピュータを用いた可搬型行動実験装置の開発．第 7回

日本マーモセット研究会大会（2018/1/17）京都大学、京都府京都市．

上園志識、田辺創思、藤原真紀、柘植仁美、中村克樹、井上謙一、高田昌彦マーモセットにおける大脳基底核

および小脳から前部 ・後部帯状皮質への多シナプス性入力様式．第 7回日本マーモセ ット研究会大会

(2018/1/17）京都大学、京都府京都市

＃南本敬史、三村喬生、 永井裕司、井上謙一、須原哲也、高田昌彦 化学遺伝学とPETイメージングの融合によ

る黒質隷条体ドーパミン神経活動制御．第7回日本マーモセット研究会大会 （2018/1/17）京都大学、京都府京

都市

大石高生、兼子明久、 宮部貴子、今井啓雄、平崎鋭矢、郷康広、今村公紀、木下こづえ、 釜中慶朝、橋本直子、

森本真弓、高田昌彦京都大学霊長類研究所で飼育されているニホンザノレに発症したムコ多糖症．第 95回日

本生理学会大会（2018/3/28）、 香川県高松市

講演
高田昌彦光遺伝学による脳神経系へのアフローチ ：霊長類．第 64回日本実験動物学会総会 （2017/5/25）ピック

パレット福島ラ福島県郡山市

高田昌彦マカクサノレモデノレの脳病態 ・多系統萎結症、バーキンソン病、 老化．第 58回日本神経病理学会総会学

術研究会 （2017/6/2）一橋講堂3 東京千代田区 InoueK. Pathway-selective manipulation of neural circuits. NTh四
Workshop"Neural Circuits: Gaps and Opportunities”（2017/09/11) National I出 tituteof Health, Be血esda,USA. 

Inoue K. Pathway-selective optogen巴ticsfor巴lucidatingneural 田 tworkfunction in primates. Neuroscienc号2017(2017/11/11) 
Washington, DC, USA. 

井上謙一 霊長類における光遺伝学を利用した神経団路操作．日本学術振興会 光電相互変換第 125委員 会第

239回研究会 「光技術が切り開く新しいバイオサイエンス ・テクノロジーj (2017/12/15）明治大学，東京
Satomi Kikuta, Modeling Complex Neurological Disorders in Primates for pre-Clinical Evaluation of Deep Brain Stimulation. 

BRAIN Initiative KIST-Mayo Clinic Symposium, Korea, Nov 6-7, 2018 

ゲノム細胞研究部門

ゲノム進化分野

＜研究概要＞
霊長類の精子形成の細胞学的解析

平井啓久、今村公紀

過去 22年間で収集した 10種 32個体の精子形成プロセスを段階的に解析し、 霊長察の精子形成における基盤
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的特性を把握した。 具体的には、 精子形成に深く 関わるセノレトリ細胞に焦点をあて、その動態と精子形成の開始

と精子完成との関わりを検討した。 精子形成の開始には、細胞骨格タンパク質ビメンチンの発現増加に伴うセノレ

トリ細胞の増大と、細胞内の核小体形成部位の発現増加を伴う ことが確認された。 また、セノレトリ細胞のサイズ

や動態は種特異的であることが観察された。

ヨザノレの Y染色体の進化

平井百合子、早川卓志 （ワイノレドライフサイエンス研究部門）、綿貫宏史朗 （思考言語分野）、古賀章彦 （細胞

生理分野）、平井啓久

ヨザノレの Aotus位 araeboliviensis (AAB）は Y染色体が常染色体 （A+Y）と融合していることが知られている。そ

の機芹を明らかにするため、独立した Y染色体を持つAotusgriseimembraのY染色体 （Y)（日本モンキーセン

ターより提供）とAABの A+Yの二つの彩色プローブを顕微切断法によって作製し、相互比較解析をおこなっ

たc その他の新世界ザノレ5種のY染色体とも比較解析し、 進化的意義について解析した。

旧世界ザノレ苦味受容体の多型解析

鈴木・橋戸南美、早川卓志 （ワイノレドライフサイエンス研究部門）、辻大和 （社会進化分野）、LaurentiaHenrieta 

Permita Sari Purba、SarahNila, Kanthi Arum Widayati、BambangSuryobroto （以上ボゴーノレ農科大学）、梅村美穂

子、今井啓雄

パガンタ守ラン地域において個体識別されているジャワノレトンと研究所内のアカゲ‘ザノレ・ニホンザノレについて

苦味受容体 TAS2Rの遺伝子多型解析を行った。中立領域との比較を行った結果、 苦味受容体の機誌を維持する

選択圧が高いことが示唆された。

甘味受容の行動と受容体の関連

西栄美子、鈴木－橋戸南美、竿川卓志 （ワイノレドライフサイエンス研究部門）、社大和 （社会進化分野）、
Bambang Suryobroto （ボゴーノレ農科大学）、今井啓雄

受容体の機能解析と行動実験によりコロプス類の甘味感受性を比較した。コロプス襲の TAS2R2!IAS2R3はス

クロースやマノレトース等の糖類に対して反応がほとんど見られないことがわかった。また、行動実験でもこれ

らの糖類に対する曙好性がほとんど観察されなかった

キツネザル類の苦味受容体の機能解析

糸井川壮大、鈴木・橋戸南美、早川卓志 （ワイノレドライフサイエンス研究部門）、今井啓雄
キツネザノレ類の苦味受容体 TAS2Rl6の機能解析を行った。種間に機能の差が観察されたため、 その差を生み

出すアミノ酸残基を同定した。

酸味受容体の機能解析

河本悠吾、鈴木・橋戸南美、伯川美穂、石丸喜朗 （明治大学）今井啓雄
オランウータンの酸味受容体候補PKDl L3/PKD2Llのク ローニング、と機能解析を行った。PKD1L3の遺伝子

構造はマウスに近く 、PKD2Llの遺伝子構造はヒトに類似していた。 三種間での機能を比較したと ころ、オラ

ンウータンの PKD1L3/PKD2Llでは酸に反応しないがヒト PKD2Llと同様に、オランウータンの PKD2Llとマ

ウス PKD1L3を共発現すると酸に応答した。

スラウェシマカク類のゲノム解析

Yan Xiaoch皿、寺井洋平 （総合研究大学院大学）、KanthiArum Widayati、BambangSuryobroto （以上ボゴール農

科大学）、鈴木・橋戸南美、今井啓雄

短期間に種分化したスラウヱシマカクについて、ゲノム解析を進めている。TAS2R38についてはいく つかの種

で、特異的な変異が見つかったため、 行動実験と機能解析実験をしたところ、機能が減弱していることが判明した。

霊長類におけるグリア機能の解析

伯J11美穂、北島龍之介、FelixBeyer (Heinrich Heine University）、今村会紀、 平井啓久、今井啓雄

霊長類におけるグリ ア機能について、ゲノム解析や細胞分離、培養実験によ りモデル霊長類の同定を進めてい

る。 MACSによ りアス トロサイト、ミク ログリ ア、オリ ゴデンドロサイ トを分離し、RNAseqにより特異的な発

現を示す遺伝子群を同定した。 また、iPS細胞からの誘導系を用いた研究を国際共同研究として進めている。

消化管内味覚受容体の発現解析

伯J11美穂、今井啓雄

消化管内で味覚受容体やその関連分子の発現解析を、RNAscopや免疫組織染色等により進めているc マカク類

とついては、ヒ トと同様の発現パターンが得られたことから、ヒトのモデノレとして比較できる可能性を示した。
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霊長類 iPS細胞を用いた神経発生動態の解析

北島龍之介、仲井理沙子、今井啓雄、平井啓久、今村公紀

チンパンジーiPS細胞の初期神経発生動態に注目し、 遺伝子発現や分化能獲得の変遷について継時的解析を行

ったe また、 ニホンザノレiPS細胞の安定培養を確立し、性状解析と三佐葉 ・神経幹細胞への分化誘導を行った

チンパンジーiPS細胞を用いた生殖細胞分化誘導

岡田佐和子、今村公紀

チンパンジーiPS細胞から始原生殖細胞を分化誘導する試みとして、初期中旺藁様細胞の誘導と解析を行った

また、 共同研究を通じて始原生殖細胞を可視化するレポーター遺伝子を導入したチンパンジーiPS細胞を作製し

た。

マカクザル精巣の生後発育の動態解析

黒木康太、今村公紀

アカゲ‘ザノレ精巣の生後発育について組織サイズや構造の成長過程を観察し、細胞周期関連遺伝子の発現解析を

ftった。

＜研究業績＞

原著論文
Fukuda え InoguchiY, Ichiyanagi K, Ichiyanagi T, Go Y, Nagano M, Yanagawa Y, Takaesu,N, Ohkawa Y, Imai H, Sasaki 

H (2017) Evolution of出E sperm methylome of primates is associated wi出 retrotransposoninsertions and genome 
instability. Hum Mo! Genet. 26, 3508・3519.

#Jung YDラ LeeHE, Jo A, Imai H, Cha HJ, Kim HS (2017)Activity analysis ofL1R12C as an effective regulatory element 
of the RAEl gene GENE,634,22-28. 

存KatayamaK, Nonaka Y, Tsutsui K, Imai H, Kandori H. (2017) Spectral Tuning Mechanism of Primate Blue-Sensitive 

Visual Pigment Elucidated by FTIR Spectroscopy. Sci. Rep 7, 4904. 
Koga A, Tanabe H予日iraiY, Imai H, Imamura M, Oishi T, Stanyon R, Hirai H. Co-Opted Megasatellite DNA Drives Evolution 

of Second出γNightVision in Azara's Ow仏,1o出巴yGenome Biology and Evolution 9(7): 1963・1970(2017) 
Nishihara H, Stanyon R, Kusumi J, Hirai H, Koga A (2018) Evolutionary origin ofOw!Rep, a megasatellite DNA associated 

with adaptation of owl monkeys to nocturnal lifestyle. Genome Biology and Evolution, 10 (1): 157・165.
Tatsumoto S, Go Y, Fukuta K, Noguchi H, Hayakawa T, Tomonaga M, Hirai H, Matsuzawa T, Agata K, Fuiiyama A (2017) 

Direct estimation of de novo mutation rates in a chimpanzee parent-offspring trio by ultra-deep whole genome sequencing. 
Scientific Reports, 7, 13561. 

Terai Y, Miyagi R, Aibara M, Mizo出 S,Imai H, Okitsu T, Wada A, Takahashi・KariyazonoS, Sato A, Tichy H, Mrosso H, 
Mzighani S, Okada N (2017) Visual adaptation in L紘eVictoria cichlid fishes: depth-related variation of color and 
scotopic opsins in species from sand/mud bottoms BMC Evolutionary Biology 1 7, 200. 

Tosi AJ, Hirai H (2017) X chromosome introgression and recombination in the cephus group of Cercopithecus monkeys. 
Cytogenet Genome Res. 

学会発表

平井啓久染色体末端ヘテロクロマチン塊の進化的意義．第 19回日本進化学会． 京都 2017/8/25.

平井啓久3 平井百合子会 森本真弓3 兼子明久5 釜中慶朗ヨ 古賀章彦．種間雑種効果による染色体変異 ：ヨザノレの種

間雑種で発見された新奇染色体変異第 33回日本霊長慧学会福島.2017/7/17. 

糸井川壮大3 早川卓志3 鈴木－橋戸南美3 今井啓雄5 平井啓久 キツネず／レ類における苦味受容体 TAS2Rl6の遺伝

的 ・機能的多様性 第33回日本霊長類学会大会福島.2017/7/15・17.

糸井川壮大， 早川卓志ョ鈴木－橋戸南美ョ今井啓雄 キツネザノレ類における苦味受容体 TAS2Rl6の機能．第 62回

プリ マーテス研究会． 犬山.2018/1/27・28.

糸井川壮大ョ鈴木・橋戸南美3 早川卓志3 今井啓雄3 平井啓久． キツネザノレ類における苦味受容体 TAS2Rl6の日グ

リコシド受容の多様性． 日本味と匂学会第 51回大会． 神戸.2017/9/25・27.

黒木康太ョ 今村公紀 Molecularmechanisms underlying the postnatal testis development in non-human primates. 日本進
化学会第四回大会，京都.2017/8/26. 

黒木康太，今村公紀．非ヒト霊長類における精巣の生後発遣を制調する分子基盤の解明.2017年度生命科学系学

会合同年次大会 （ConBio2017).神戸.2017/12/7. 

黒木康太，今村公紀．非ヒト霊長類における精巣の生後発達を制御する遺伝子詳の特定第 62回プリマーテス研
究会． 犬山 2018/1/27.

黒木康太2 大貫莱里，北島龍之介ョ仲井理沙子3 平井啓久3 今井啓雄2 中川誠人2 今村公紀．ニホンザノレiPS細胞の

作製.Cryopreservation Conference 2017.つくば.20 l 7 /11/1. 
Kuroki K, Okada S, Imamura M. Molecular mechanisms underlying the postnatal testis development in non-human primates. 

Fourth World Congress of Reproductive Biology (WCRB2017). Okinawa. 2017/9/29. 
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仲井理沙子， 北島龍之介，馬場庸平3 平井啓久，今井啓雄，岡野栄之3 今村公紀．チンパンジーiPS細胞を用いた神
経幹細胞の分化誘導と発生動態の解明．日本進化学会第 19回大会．京都.2017/8/26. 

仲井理沙子3 北島龍之介，馬場庸平3 平井啓久3 今井啓雄3 岡野栄之3 今村公紀．チンパンジーiPS細胞を用いた神

経幹細胞の分化誘導と発生動態の解明2017年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）.神戸.2017/12/6. 

仲井理沙子， 北島龍之介，馬場庸平，平井啓久，今井啓雄，岡野栄之3 今村公紀．チンパンジーiPS細胞を用いた神

経幹細胞の分化誘導と発生動態の解明第 62回プリマーテス研究会．犬山.2018/1/27. 

仲井理沙子，北島龍之介う馬場庸平，平井啓久，今井啓雄，岡野栄之3 今村公紀．ヒトの脳進化を駆動する分子基

盤に迫る ！ーヒト／チンパンジーiPS細胞を用いた神経発生動態の比較解析ー 第 7回超異分野学会．東京．
2018/3/2・3.

仲井理沙子，北島龍之介，平井啓久，今井啓雄，岡野栄之，今村公紀．チンパンジーiPS細胞を用いた神経幹細胞

の分化誘導と発生動態の解明日本遺伝学会第四回大会．岡山 2017/9/14.

酉栄美子ョ鈴木一橋戸南美，早川卓志，辻大和， SuryobrotoB，今井啓雄．葉食性霊長類 （コロプス亜科）における

甘味受容体の機能解析 日本味と匂学会第 51回．神戸.2017/9/25・27.

周囲佐和子，伊藤達矢，黒木康太，今村公紀 霊長類子供期に特有な生殖細胞の運命決定と分子機構．日本進化学

会第 19回大会京都.2017/8/26. 

周囲佐和子s 伊藤達矢，黒木康太，新明洋平， 川崎洋志z 佐々木え りか3 今村公紀 霊長類子供期に特有な生殖細
胞の運命決定と分子機構 2017年度生命科学系学会合同年次大会 （ConBio2017).神戸 2017/12刀．

周囲佐和子， 伊藤達矢，黒木康太，新明洋平予 川崎洋志5 佐々木え りか3 今村公紀 霊長類子供期に特有な生殖細

胞の運命決定と分子機構第 62回プリマーテス研究会．犬山 2018/1/27.

周囲佐和子3 今村公紀 生殖細胞に夜、められたヒ ト進化の謎に迫る～チンパンジーiPS細胞を用いた生殖細胞分

化誘導～第7回超異分野学会．東京 2018/3/2・3

岡田佐和子ョ仲井理沙子，北島龍之介5 黒木康太3 今村公紀．霊長類における幹細胞研究～ニホンザノレiPS細胞
を使った新しいアプローチ～ 第 16回ニホンザノレ研究セミナー．京都 2017/6/10.

鈴木－橋戸南美霊長類における苦味感覚の多様性日本味と匂学会第 51会大会．神戸.2017/9/25・27.

鈴木－橋戸南美，早JI［卓志s 並大和，Purba LHPS, Nila S, Widayati KA, Suryobroto B，今井啓雄旧世界ザノレの苦味受

容体遺伝子の適応的進化 第 33回日本霊長察学会大会．福島.2017/7/15・17.

Yan X, Widayati KA, Suryobroto B, Terai Y, Imai H. Species-specific mutation of two species of Sulawesi Macaqu巴s.The 

62也primateconference. Japan monkey center. Inuyama. 2018/1/27・28.

Yan X, Widayati KA, Suzuki・HashidoN, Purba LHPS, Suryobroto B, Terai Y, Imai H. Functionally species-specific 

mutation among Sulawesi Macaques & Characterization of the TAS2R38 bitter taste receptor for phenylthiocarbamide 
σTC) of two species of Sulawesi Macaques. The 8th PWS symposium. Inuyama. 2017/9/26・28.

Yan X, Widayati KA, Suzuki・HashidoN, Purba LHPS, Suryobroto B, Terai Y, Imai H, Characterization of bitter taste 

sensitivity of two species of Sulawesi Macaques. The 9th PWS symposium. Kyoto. 2018/3. 

Yan X, Widayati KA, Suzuki・HashidoN, Purba LHPS, Surγobroto B, B司jeberF, Terai Y, Imai H. Species-specific mutation 
among Sulawesi Macaques: Characterization of the TAS2R3 8 bitter taste receptor for phenylthiocarbamide (PTC) of two 
species of Sulawesi Macaques. The CETbio core-to-core workshop. Bogor. Indonesia. 2017/10. 

Yan XうWidayatiKA, Suzuki・HashidoN, Purba LHPS, Suryobroto B, Bajeber F, Terai Y, Imai H. Species-specific mutation 
among Sulawesi Macaques: Characterization of the TAS2R38 bi仕.ertaste receptor for phenylthiocarbamide (PTC) of two 
species of Sulawesi Macaques. The 16th International Symposium on Molecular and Neural Mechanisms of Taste and 

Olfactory Perception. Fukuoka. 2017 /11. 

YanX, Wu CうZhangP, Imai H. Based on Noninvasive Sampling for Establishing Kinship Network in Free-ranging Macaca 
mulatta brevicaudus in Nanwan PeninsulaョHainanIsland, China. The 33出 congressof Primate Society of Japan. 
F叫rushima.2017/715・17.

講演
Imai H. Taste receptors and feeding behaviors as a t王trgetof molecular biology of primates. International s戸nposiumon 

Genomics and Cell Biology of Primates. Inuyama. 2018/3/24. 
Imai H. Receptor-ligand interaction in various types of primates. Kyoto International Symposium on Virus-Host Coevolution 

圧f町nan-NatureInterplacement Life Science. Kyoto. 2017/11/13. 

Imai H, Suzuki・HashidoN, Nishi E, Ha）叫cawaT, Hirai H, Purba LHPS, Widayati KA, Suryobroto B. Functional and 
behavioral analysis of primate bitter and sweet taste receptors. The 16th International Symposium on Molecular and 
Neural Mechanisms of Taste and Olfactory Perception. Fukuoka. 2017/11/3・4.

今井啓雄．ヒトとサノレの味覚と遺伝子．夏の学び舎.2017/7/25. 

今井啓雄．霊長類グリ アアセンブリの関連遺伝子変異探索．第 40回日本神経科学大会シンポジウム.2017/7/20. 

今井啓雄．霊長類の中でのヒトの特徴 ーゲノムや細胞でどこまでチャ レンジできるか 一．第 33回日本霊長類学会

大会自由集会．福島.2017/7/15. 

Imai H. Functional diversity of primate GPCR-type sensory receptors. International Symposium on Biophysics ofRhodopsin. 

Kyoto. 2017/5/12. 
Imamura M. Evolutional Developmental Biology with Pr出iateStem Cells. International symposium on Genomics and Cell 

Biology of Primates. Inuyama. 2018/3/24. 
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今村公紀．研究は流浪とともに～水、カイ コ、iPS細胞、 進化～学生のためのキャ リア発見シンボジワム「先メ

たちの研究人生解体新書j 京都 2017/10/7.

今村公紀．霊長類 iPS細胞を用いたヒトの進化発生生物学．第 89回日本遺伝学会．岡山.2017/9/15. 

今村公紀．金沢発 ・大学教員への路～「iPS細胞×進イ七J研究者のケースレポー ト～金沢大学自然システム学類
講演会石川 2017/7/25.

今村公紀霊長類生殖細胞の発育生物学とiPS細胞を用いたヒ トの進化生物学／進化医学．金沢大学自然システム

学類生物学コース講演会石川I.2017/7/24. 
今村公紀． ・霊長類版－『辺S細胞』を使ってで、きること 第 40回京大モンキ一日曜サロン 犬山.2017/8/27. 

今村公紀.Evolutional Developmental Biology and Medicine with Primate Stem Cells.総合研究大学院大学先導科学研

究科 2017年度先導科学考究神奈川 2017/6/13.

Suzuki・HashidoN. Genetic and functional diversity of bitter taste receptors in the Old World Monkeys.共同利用研究会

霊長類のゲノ ムと細胞研究 Inuyama.2018/3/24. 

Suzuki・HashidoN, Hayakawa T, Tsuji Y, Purba LHPS, Nila S, Widayati KA, Suryobroto B, Imai H. Evolution of bitter 
taste receptor genes in the Old World Monkeys. The 6th International Workshop on Tropical Biodiversity and 
Conservation. Bogor (lnonesia).2017 /10/16・17.

総説
今井啓雄（2017）味覚受容体の進化と多様性アグリバイオ 1,89・91.

細胞生理分野

＜研究概要＞

夜行性への適応をもたらしたゲノムの変化

古賀章彦

真接類 （ヒト科、旧世界ザノレ、新世界ザノレからなる分類群）は、例外が 1つあるのみで、すべて昼行性であ

る。 ヨザノレ（漢字では夜猿）がその例外であり、 真猿類の中での系統関係を考慮すると ヨザノレは、 昼行性から

夜行性に移行したことになる。夜行性への適応の 1っとして、視細胞の核に、ヘテロ クロマチンからなるレン

ズ様構造物をもっ。これまでに、 このヘテロ クロマチンの DNA成分は OwlRepとよばれる反復配列であるこ

と、また Ow!Repはヨザノレが新たに獲得したものであることを、 示していたc この Ow!Repが何に由来するか

を追求し、明確な結果を得た。ヒトのゲノムに、 HSAT6とよばれる小規模な反復配列がある。 ヒトで‘見つかっ

たものではあるが、 霊長類全体に、 同様な小規模反復配列として、広く 存在する。何らかの機能をもっと思え

るような特性は、いまのと ころないc この HSAT6と Ow!Repは、 塩基配列のみならず、内部にみられるへア

ピン構造の分布も似ており、 HSAT6から Ow!Repが生じたと考えて無理はない。他の新世界ザノレの系統から

分岐した後にヨザノレの系統で、 HSAT6が縦列に増幅し、 さらに多数の染色体に拡散し、遂にはメガサテライト

DNAの規模に至ったとのシナリオを、提唱した。

機能の変化を伴う反復配列の転用

古賀章彦
ヨザノレには、 OwlRepに加えて、 OwWplおよび OwlAlp2と名付けたメガサテライト DNAがある。 この

うち OwlAlp2は、 塩基配列が、他の新世界ず／レのセントロメア反復配列とほぼ同じであるc したがって、 ヨザ

ノレでもセント ロメア反復配列として機能していると推測するのは、自然である。しかし、 ヨザノレでは OwlAlpl

がセントロメア反復配列の投を担っており、 OwlAlp2はレンズ様構造物の副次的な成分となっていることが、

染色体上の場所の解析から、 判明した。 OwWplは OwWp2の一部が欠けたもので、 OwWplに相当する配

列l士、他の新世界ザノレにはない。以上から、 OwlAlp2での本来の機能の喪失、その代告と しての OwlAlplの

形成と増幅、また OwlAlp2の新たな機能の獲得が、 ヨザノレの系統で‘同時に、あるいは相次いで、 進行したこと

こなる。 遺伝子の転用の例は多いが、 反復配列の転用の例は、ほとんどないc 明瞭なι例の提示となった。

無鈎条虫・アジア条虫感染家畜の迅速検査法の開発と宿主特異性規定因子の探索

岡本宗裕

本研究の第ーの巨的は、ワシとブタにおける無鈎条虫 ・アジア条虫感染を高感度で検出可能な迅速検査法の

開発である。 開発途上国を中心に地球規模で蔓延する人獣共通感染症であるテニア症・嚢虫症を根絶するため
とは、 患、畜を簡便に検出できる信頼性の高い検査法が必須であるc 本研究の第二の目的は、 近年その存在が明

らかになった無鈎条虫とアジア条虫の交雑体について、 感染様式を解明することである。 平成 29年度は、ラオ

スの流行地において 2度の疫学調査を実施し、ウシからテニア属条虫の幼虫を採取した。ワシからの嚢虫採取

は昨年度に引き続いての事例であり、 同地域ではウシを中間信主と した生活環が成立していることが確かめら

れたc 現在採取された虫体について、次世代シークエンサーを用いた遺伝子解析を実施している。
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有鈎条虫の撲滅を目指した流行調査と土壌伝播嬬虫の網羅的検出法の開発

岡本宗裕
本研究の目的は、発展途上国を中心に蔓延する風土病であり、致死率の高い有鈎嚢虫症の撲滅を 目指した対

策方法を確立することである。我々の十数年にわたる流行調査により、世界に先駆けて『中間宿主である有鈎

嚢虫症患者 ・患畜と終宿主である有鈎条虫症患者が共住している希有な地域』が発見され、 撲滅に向けた対策

研究を実施できる段階となっているc 平成 29年度もインドネシアバリ 島での疫学調査を実施した。しかし、 調

査時期が同島アグン山の噴火活動が活発になった時期と重なったため、アグ‘ン山北東部のテニア症流行地域で、

の疫学調査が実施できなかった。そのため、 アグ‘ン山東部の村で、調査を行ったが、テニアに感染した家畜は発

見できなかった。

血小板減少症に関する研究

岡本宗裕
詳細は、『特別経費事業 （新輿ワイノレス）」を参照のこと。

サノレフォーミーウイノレスに関する研究

岡本宗裕
詳細は、 f特別経費事業 （新輿ワイノレス）」を参照のこと。

＜研究業績＞

原著論文
Koga A, Tanabe H，日iraiY, Imai H, Imamura M, Oishi T, Stanyon R, Hirai H. 2017. Co-opted megasatellite DNA drives 

evolution of secondary night vision in Azara's owl monkey. Genome Biol. Evol. 9: 1963・1970.doi: 10目1093/gbe/ev-x142
Inoue Y, Saga T, Aikawa TうKumagaiM, Shimada A, Kawaguchi K, Naruse K, Morishita S, Koga A, Takeda H目 2017.

Complete fusion of a transposon組 dherpesvirus created the Teratorn mobile element in medaka fish. Nat. Commun. 8: 
551. doi: 10.1038/s41467・017・00527・2

Ishiyama S Yamazaki K, Kurih町aF, Yamashita D, Sao K, Ha社oriA, *Koga A. 201 7. DNA-based transposable elements 
with nucleotid巴sequencesimilar to To/2企ommedaka fish are prevalent in cyprinid白shes.Gene Rep. 9: 37-45目 doi:
h社ps://doi.org/10.1016/j.genrep.2017.08.004

Hirai H, H仕むY,Morimoto M, Kaneko A, Kaman北aY, Koga A. 2016. Night monkey hybrids exhibit de novo genomic and 
k白γotypicalterations: the first such case in primates. Genome Biol. Evol. 9: 945・955.doi: 10.1093/gbe/evヌ058

Marcello Otake Sato, Megumi Sato, Tetsuya Y叩 agida,Jitra Waikagul, Tiengkham Pongvongsa, Yasuhito Sako, Surapol 

Sanguankiat, Tipparayat Yoonuanラ SengchanhKounnavang, Satoru Kawai, Akira Ito, Munehiro Okamoto, Kazuhiko 
Moji. 2018. Taenia solium, Taenia saginata, Taenia asiatica, their hybrids and other helminthic infections occw-ring in a 
neglected仕opicaldiseases' highly endemic area in Lao PDR. PLoS Negl Trop Dis 12(2): doi: 

https://doi. org/10.13 71 /joumal.pntd.0006260 
Liesbeth Frias, Danica J. St訂 k,Milena Salgado Lynnう SenthilvelKSS. Nathan, Benoit Goossensb, Munehiro Okamoto, 

Andrew J.J. MacIntosh. 2018. Lurking in the dark: Cryptic Strongyloides in a Bomean slow loris. Int. J. Parasitorl. 
Parasite and Wildlifeうmpress. 

学会発表

石山涼太郎、山崎健太朗、 栗原史弥、山下大介、佐尾賢太郎、服部明正、古賀章彦 （一般公演） 2017. Tol2ト

ランスボゾンの分布と構造から推湖されるホスト聞の移動．日本遺伝学会第89回大会 （岡山市）

古賀章彦 （招待講演） 2017.夜猿が昼行性から夜行性に戻ったことの分子レベノレでの証拠． 日本進化学会第 1

9回大会 （京都市）

存浅川満彦3 羽山伸－，岡本宗裕 （一般公槙）• 2017. ニホンザノレ （Macacaルscata）における寄生軍虫相の概要

ー特に、 最近の東日本における調査から判明した地理的分布域に関して． 第 72回日本生物地理学会年次大会

（東京）
＃浅川満彦，羽山伸一，岡本宗裕．東日本におけるニホンザノレ （Macacafuscata）の寄生虫需虫相 （概要）第 33回

日本霊長類学会大会 （福島市）
Toge A, Hayakawa T, Okamoto M, Hashimoto C, Yumoto T. DNA metabarcodingreveals diet overlapamong sympatric three 

species offor官stguenons (Cercopithecus sppふ2017.12th International Mammalogical Congress (Perth, Australia) 

＃柳川洋二郎、菅野智裕、南晶子、兼子明久、 印藤頼子、佐藤容、木下こづえ、 岡本宗裕、 片桐成二、永野昌

志 （一般公槙）• 2017.ニホンザノレにおける排卵誘起処理を伴う単回人工授精プログラムの検討第 160回日

本獣医学会学術集会 （鹿児島市）

＃柳川洋二郎、菅野智裕、兼子明久、印藤頼子、佐藤容、木下こづえ、今井啓雄、平井啓久、片桐成二、永野

昌志、岡本宗裕（一般公演）• 2017.ベレット1去により凍結したニホンザノレ精液に対する融解法の違いが精子

性状に与える影響.Cryopreservation conference 2017 （つくば市）

新美幸、早川卓志、岸田拓士、阿形清和、 岡本宗裕、 屋久島フィーノレド ・ゲノム実習プロジヱクト （一般公

演）• 2017.次世代シークヱンサーを用いたヤクザノレ捕食昆虫の解析と屋久島の昆虫 DNAデータベース作成．
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第 5回屋久島学ソサイェティー （屋久島町）

岡本宗裕、新美幸、揮回晶子、野中成晃、早川卓志、屋久島フィーノレド ・ゲノム実習プロジヱクト（一般公

演） 2017.ヤクシカの寄生虫相 他地域のニホンジカの寄生虫相との比較 （予報）．第 5回屋久島学ソ

サイエティー （屋久島町）
＃タト丸祐介、 信清麻子、岡本宗裕（一般公演）• 2017.サノレ類の体外培養系受精卵の作製について 第 35回動物

生殖工学研究会 （川崎市）

＃タト丸祐介、 信清麻子、岡本宗裕（一般公演） 2017.サノレ類における基盤的発生工学技術と凍結保存技術につ
いて 第 7回日本マーモセット研究会大会 （京都市）

峠明杜、 早川卓志、岡本宗裕、 橋本千絵、湯本貴和 （一般公演） 2018.行動観察と糞虫 DNA分析から探る森

林棲オナガザノレ属3種の昆虫食プリマーテス研究会 （犬山市）

峠明社、 早川卓志、岡本宗裕、 橋本千絵、湯本貴和 （一般公演）• 2018.アフ リカのオナガザノレ3種はおなじ皇

虫を食べているか． 第 64回日本生態学会 （東京）

講演
岡本宗裕.2017.コモンマーモセットの感染症の総論と京大霊長研での事例．第 64回日本実験動物学会 （郡山

市）

附属施設
人類進化モデ、／レ研究センター

霊長類研究所では、 12種約 1200頭の研究用サノレ類を飼育している。人票進化モデル研究センターは所内の各

種研究の支援や7シヲブノレバイオリソースプロジェクト（NBRPニホンザノレ） へのサノレの供給のために、施設整

備、各種母群の維持、飼育 ・繁殖、健康管理をおこなうとともに、 これらのサノレについての種々の研究を推進し

ている。各々の専門性を活かし、 飼育管理業務だけではなく、 施設管理、データベースの構築 ・維持、検査業務

等、多方面にわたって所内の活動を支援している。

平成 12年度より開始した、熊本サンクチュアリおよび日本モンキーセンターの獣医師との合同カンフアレン

スl士、さらに京都大学ワイルス ・再生医科学研究所の獣医師を加え、 二月に l度の割合で実施したc また、平成

16年度からは日本モンキーセンター獣医師との連携を深め、一月に一度程度の割合で、 手術のサポー トを行っ

た。

ニホンザノレNBRPに関しては別途記載があるので、その項目 を参照されたいc

事に関しては、以下の通りである0 2018年 3月に准教授の川本芳が退職した。未踏科学研究ユニット＜ ヒト

と自然の連鎖生命科学研究ユニット＞の特別招へい講師として NazishBOSTANが 3月よ り8月まで （受入教員

は明里）、特別招へい教授と して MukeshKumar CHALISEが4月よ り2018年 3月まで（受入教員は川本）滞在し

た0 2017年 4月よ り技能補佐員の町田聡子、6月より技能補佐員の土屋佳代子 ・赤羽由美子、7月よ り特定研究

員の鷲崎彩夏、8月より技術補佐員のTAl叫WeiKeat、10月よ り技能補佐員のゴドジャリ 静、 2018年 2月より教

務補佐員の金宗潤、3月よ り技能補佐員の坂下佐貴子・ 柴田タ華・ 駒田爽を雇用 した。また、 4月に技能補佐員の

尾鷲享子、6月に研究員の鷲崎彩夏、技能補佐員の西場正子、 7月に技能補佐員の後藤久美子、11月に研究支援

推進員の塩揮裕子、2018年 3月に教務補佐員の阿部政光、 技術補佐員のTAl叫WeiKeat、技能補佐員の川本咲江 ・

勝谷え り子 ・西岡享子 ・赤羽由美子が退職した。

＜研究概要＞

霊長類モデルを用いた HIV感染症根治のための基盤研究（ 1）： 田V潜伏感染に関する解析

関洋平、 村田めぐみ、 鷲崎彩夏、NazishBostan、WeiKeat Tan、寒川裕之、社薫、多胡哲位、明里宏文

今日、 HIV-1感染症は適切な抗四V療法 （ART）により、AIDSに至ることなく日常生活を送ることが可能な慢性

疾患となったc しかし、HIV感染者は治療の長期化に伴 う様々な非感染性合併症の発症リスクが高いことに加え、

精神的 ・社会的リスクも非常に大きい。 現状では、 最新のARTでもHIVを体内から除去することは不可能であり、

ART中断により目Vリバウンドが生じるため終生のART治療が必要となり、 保健医療における経済的負担も非常

こ大きい。 従って、根治を目指した新たな取り組みが求められる。私遣は、独自に開発した新規HIV感染霊長類

モデルの活用というユニークな切り 口により、 HIV感染症の根治治療法創出に向けた基盤を確立すべく 前臨床試

験を中心とした基礎 ・応用研究を推進している。 これまでに、サノレへの感染性を獲得した改変目下lを用いて長

期潜伏目下l感染霊長類モデノレを確立することに初めて成功した。このモデノレでは、カニクイザノレへのワイノレス

接種後ヒトと同レベノレの感染初期ワイノレスロー ドを呈した後、細胞性 ・液性獲得免疫の協調的応答により長期に

わたり血農中ウイルスRNAが接出限界以下に制御される。 この際、 生検リンバ節細胞のソーティング解析により

リンパ節佐中心の櫨胞性へノレバーT細胞にHIVが局在している こと、 また人為的免疫抑制によりウイノレス再活’性

化が生じることを見いだしている。 すなわち、 長期潜伏感染霊長類モデノレを用いる ことで、HIV感染者を対象と

した介入試験では困難なリンパ節の連続生検による リザーバーサイズの詳細な動態評価が可能となった。
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霊長類モデノレを用いた HIV感染症根治のための基盤研究（ 2) : shock and kill療法に関する解析

鷲崎彩夏、関洋平、村田めぐみ、 WeiKeat Tan、寒川裕之、辻薫、多胡哲血、明里宏文
HIV-1潜伏感染霊長類モデノレによるshockand kill療法の前臨床試験を念頭に、カニクイザノレ末梢血リンパ球にお

するLatencyreversing agent (LRA）の細胞活性化能及び細胞毒性を検討した。 lOMA-1は入江教授（本学農学研究科）

らが開発したLRAの1種であり、 BET阻害薬であるJQlを併用することによ り潜伏感染回Vの活性化において顕
著な相乗効果を示した。lOMA-1単独、JQlとの併用ともに、顕著な細胞毒性は認められなかった。以上の結果よ

り、 lOMA-1とJQlの併用によ り安全性の高いLRAとして有用であることが示唆された。今後はHIV-1潜伏感染ザ

ノレの末梢血リンパ球細胞及びリンパ節細胞を用いて、 上記LRAによるリザーバー細胞からのHI¥ん1誘導効果、及
び炎症応答について検討を行うc 最終的には、 HIV-1潜伏感染カニクイザノレへの投薬によるリザーバーサイズの

縮減効果を評価したい。

新規B型肝炎ワクチンに関する開発研究
鷲崎彩夏、村固めぐみ、 関洋平、辻薫、明里宏文

現行のHBVワクチンである遺伝子型A株由来のへフ会タパックスと遺伝子型 C株由来のビームゲンは、どちら

もほぼ同様に中和抗体誘導が可能と考えられている。しかし、 何らかの個人差により抗体誘導が不十分もしくは
不応答となる場合や、経過に伴い抗体価が低下した場合には、ワクチン株と異なる遺伝子型の HBV株の暴露に

より感染が成立しうる。さらにワクチン接種では感染阻止が難しい中和エピトーブに変異を持つ HBV株 （ワク

チンエスケープ変異）の存在も問題となっている。そこで本研究では、よ り中和効果の高い抗体を誘導可能な田 V

ワクチンの開発を目標と している。すなわち、 preSl・HBs領壌を含む酵母由来の組換え蛋白質ワクチン、および

培養細胞で作製した不活化 HBV粒子ワクチンを用い、 霊長類モデルで‘その安全性と有効性について評価を行い

改良ワクチンとしての可能性を検証する。今年度は、既存のワクチン抗原と比較してより多くの中和エピ トープ
を含むpreS1・HBs組換え蛋白質ワクチンをアカゲザノレに接種したc その安全性および免震誘導能について、ビー

ムゲン接種群を対照群としてフォローアップ調査を行っている。

STLV-1自然感染ニホンザノレに関する Cohol't研究

村固めぐみ、 鷲崎彩夏、関洋平、 W巴iKeat T組、 寒川祐之、辻薫、明里宏文

本邦では HTLV-1キャリアは約 100万人と され、その陽性率は約 1%となっている。他方、日本固有の野生霊
長類であるニホンザノレは、HTLV-1に非常に近縁なレトロウイノレスである STLV-1lこ非常に高い割合で感染してい

ることが報告されている。 この原因として、 一部のサノレ個体が STLV-1で個体内でのワイノレス量が顕著に高いと

いった可能性が挙げられるが、 詳細は不明であるc 本研究では霊長類研究所の放飼場で飼育されているニホンザ
ノレ 300頭について、 STLV-1特異抗体およびプロ ウイルス DNA陽性細胞の定量的解析を行うとともに、経年的な

変動や母子感染、水平感染の可能性について検討を行った。その結果、STLV-1抗体陽性率は約 66%であり 、高頻

度のSTLV-1感染が確認された。抗体陽性の個体のほとんど（95.7%）が末梢血リンパ球のプロウイルス DNAが
陽性であった。その抗体価やアロウイノレス DNA陽性細胞率およびその接度分布は、 HTLV-1キャリアにおける場

合とほぼ同程度を示しており、個体内での STLV-1ウイノレス量が特に高いとは考えられなかった。次lこ、 母子関

係と STLV-1感染を検討したところ、母子感染率は約 20%であり、 H孔 :V-1母子感染率（母乳の長期授乳で 15・
20%）とほぼ同程度であった。他方、水平感染の可能’性について検討したところ、 4年間での陽転率は85.7%で

ありヒトでの HTLV-1水平感染頻度と比べ顕著に高いものであった。以上の結果よ り、 STLV-1高感染率の原因は

ウイノレスそのものの特性というよりはむしろニホンザノレの社会生態に基づく個体問感染機会の多さによるもの
と推測された。

サノレ類のストレス定量および動物福祉のための基礎研究

鈴木樹理、兼子明久、石上暁代、山中淳史

飼育環境でのストレス反応を定量することとその軽減策の検討のために、非侵襲性の慢性ストレスモニタリン

グの試料として体毛に着目し、 マカク類体毛中コーチゾノレの測定法確立及び基礎データの収集を行っているc

ニホンザ／レの集団遺伝学的研究

川本芳、 J11本咲江、森光由樹 （兵庫県立大学自然 ・環境科学研究所）

ニホンザノレの保全管理単位の抽出に関する基礎研究を継続したc 前年度に九州事四国の調査が進んだので今年

度は本州を中心に地域個体詳の f歴史性Jと「遺伝的連続性Jに関する分析を進めた。

海外のマカカ属サノレの集団遺伝学的研究

川本芳、田中洋之、漬田穣 （進化形態分野）、 MAHa白nan（社会進化分野）、 TNorbu （ブータン森林省）、

M Chalise (Tribhm叩大学）

2017年4月～6月にネパーノレから MChalise氏を招轄しネパーノレヒマラヤにおけるアッサムモンキーとアカゲ

ザノレの系統地理a研究を行った。この成果の一部を論文公表した。 また、 2018年 1月にはプータンから共同利用
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研究員のTNorbu氏を招き ブータンのマカクに関する遺伝子分析を行った。同 2月にはネパーノレのカトマンズ

で開催された国際、ンンポジウムに参加し，主と して外来種問題に関する研究成果を口頭発表した。

ボノボの保全遺伝学的研究

川本芳、牧野瀬恵美子、 古市剛史 （社会進化分野）、竹元博幸 （社会進化分野）、坂巻哲也 （社会進化分

野）、橋本千絵 （生態保全分野）、石塚真太郎 （社会進化分野）

コンゴ民主共和国のSalonga地域から得た試料を追加分析した結果を以前の結果に加え，ボノボ個体詳の成立

過程を検討した論文を公表した。また，ボノボの詳内群間の血縁構造に関する分析結果をまとめて口頭発表し、

論文を投稿した。

家畜化現象と家畜系統史の研究

川本芳、稲村哲也 （放送大学）、 山本紀夫 （国立民族学博物館）

アンデスおよびヒマラヤの高地での家畜利用および特異な家畜化につき総説を書き出版準備中である。 また，

旧大陸における ラクダ科動物の交雑利用を調査するため，カザフスタンのヒトコプラクダとフタ コプラクダの基

礎研究を開始した。

ニホンザノレの保全遺伝学的研究

川本芳、 J11本咲江、郷康広 （自然科学研究機構）、栴硲永 （競走馬理化研）

前年度から進めてきた千葉県房総半島の外来種交雑につきョ学会等で調査結果を発表し，成果の一部を論文とし

て公表した。富津市高宕山自然動物園で発生した交雑を精査した結果ョ天然記念物指定地壌を含む房総半島の広

域に外来種の影響が及ぶことが危倶されたc

マカクザノレコロニーの集団遺伝学的研究

田中洋之、川本芳、 川本咲江、森本真弓

本研究は、 霊長類研究所で維持されるマカクずノレ繁殖コロニーの嵐山詳、高浜詳、若桜群、インド詳、中国群

を対象に、 遺伝的多様性のモニタリングを行っているc H29年度は、調査対象としている詳れの採材は行わなか

ったが、 NBRのニホンザノレの 0才児について父子判定を行ったc マカクザノレ繁殖コロニーの初期の世代の血液試

料の DNA化を行った。

キタプタオザルの系統地理学的研究および東南アジア産霊長類の保全遺伝学的研究

田中洋之、川本芳、境田 穣 （進化形態分野）

ミャンマー産キタブタオザノレの mtDNAの塩基配列決定を行い、 キタブタオザノレの系統地理学的研究を継続し
た。 AyeMi San氏 （ミャンマー）との共同利用研究では、アカゲ、ずノレの集団管理のための基礎データとすべく 、

ミャンマー各地のアカゲザノレの mtDNAの塩基配列決定を行い、マイク ロサテライト DNA分析の予備実験を行

ったc また、 ベトナムの Centerfor Ressue叩 dConservation of Organisms (CRCO）に保護されたキタプタオザノレの出

自を調べるために、 mtDNAの塩基配列の分析を行った。

スローロ リ スの保全遺伝学的研究を進めた。 共同利用研究で来日 した（20 1 7 年 10 月 3~8 日 ） Hao Luong Van氏

（ベト7ム）とともに、昨年度ベンガノレスローロリス及びピグミースローロリスを対象に開発した mtDNAマー

カーを用いて、 CRCOに保護されたスローロリス 12頭のmtDNA分析を行った。

サノレ類の痛みに関する多面的研究

宮部費子、兼子明久、愛洲星太郎、橋本直子、釜中慶朝、牟田佳那子 （東京大学）、西村亮平 （東京大学）、太

田祐貴 （東京慈恵会医科大学）、岡野ジヱイムス洋尚 （東京慈恵会医科大学）、DanieMills (University of Lincoln) 

ニホンザノレおよびマーモセットが外傷を負ったとき、および他の研究目的で開腹手術等の痛みを伴う処置が必要

な時に、痛みがあると想定される状況、および痛みがないと想定される状況でビデオ撮影をおこなった。ビデオ
から静止画を抽出し、表情解析をおこなっている。さらに、ビデオから行動解析をおこなっている。

サノレ類及びチンパンジーの麻酔に関する臨床研究

宮部貴子、兼子明久、 山中淳史、石上暁代、 宮本陽子、鈴木樹理、岡本宗裕、 友永雅己 （思考言語）、松沢哲郎

（高等研究院）、増井健一 （昭和大学）
サノレ類やチンパンジー等の麻酔の質を向上させるために、麻酔に関する臨床研究をおこなっている。他の研究

や、検診、治療等の巨的で麻酔をする際に、麻酔時間や呼吸循環動態に関するデータを収集している。チンバン

ジーの健診の際に、 静脈麻酔薬プロボフォーノレを使用し、投与後の血中濃度を経時的に測定した。その結果、チ

ンパンジーにおけるプロポフォーノレ投与後の血中濃度の変化は、 ヒトの薬物動態モデルで予測が可能で‘あること

が示唆された。現在、ヒ ト用の目的制御投与ポンプを用いて、チンパンジーの麻酔維持を試みているG
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サノレ類の自然発症疾患に関する研究

宮部貴子、兼子明久、 石上暁代、山中淳史、宮本陽子、鈴木樹理、平田暁大 （岐阜大学）

サノレ類およびチンパンジーの自然発症疾患について研究している。 ニホンザノレにおける肝細胞癌の頭蓋内転移

や、チンパンジーにおけるクモ膜下出血等について、臨床症状、 臨床経過、各種臨床検査の結果 （血液検査、 CT、

MRI、超音波など）、および病理検査の結果を詳細に検討 した。

人類進化モデル研究センター勉強会 （DiscussionForum of CHE阻 ）

2015年度からはじめた勉強会を継続しているc 今年度の話題提供者とタイトノレは以下の通 りである。

第 1回 2017年 4月 24日 川本芳

房総半島のニホンザノレ交雑はどこまで進んでいるか ・2016年度高宕山交雑調査からわかった新局面

第 2回 2017年 5月 29日 Mukesh Chalise Kumar （ネパーノレ トリ ブ‘バン大学）

Wildlife Fruming Initiation in Nepal 

第 3回 2017年 6月 19日 高須正規 （岐阜大学応用生物科学部共同獣医学科）

集団獣医療に基づく生物のモニタリング

第 4回 2017年7月3日 SreeKanthaswamy (New College of Interdisciplinary Arts and Sciences, ASU & California 

National Primate Research Center(CNPRC))) 
ABO Blood Group Phenotype Frequency Estimation Using Molecular Phenotyping in Rhesus and Cynomolgus Macaques 

第 5回 2017年 9月 11日 兼子明久

屋久島における麻酔捕獲調査 （研究協力報告）

第 6回 2017年 10月 16日 森有紀子 （中北薬品株式会社企画経営本部マナーインスト ラクタ一部）

アサーティプコミュニケーション

第 7回 2017年 11月 20日 兼子明久

タンザニアでの生，息地研修から見えたこ と

第 B回 2017年 12月 11日 明里宏文

サノレT細胞白血病ウイノレスに自然感染しているニホンザノレ ：感染疫学3 分子ウイルス学から動物モデ‘ノレへの

応用

第 9回 2018年 2月5日 宮部貴子5 森本真弓5 兼子明久

I実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準Jについての説明

第 10回 2018年 2月 26日 鈴木樹理事前田典彦事兼子明久，愛洲星太郎， 川本芳

所内に侵入した野生ニホンザノレならびにカラス対策の試みについて

技術支援（所外）

兼子明久，石上暁代・診療補助，獣医学的技術支援＠日本モンキーセンター

兼子明久，石上暁代 ・マーモセット検疫事前検査＠広島大学

石上暁代 ・マーモセットの飼育 ・健康管理指導＠名古屋大学

石上暁代 ・マーモセット脳画像研究の補助＠国立循環器病研究センター

＜研究業績＞

原著論文

# Khanal L, Chalise MK, He Kラ AcharyaBK, Kawamoto Y, Jiang X (2018) Mitochondrial DNA analyses and ecological 
niche modeling reveal post-LGM expansion of the Assam macaque (Macaca assamensis) in the foothills of Nepal 
Himalaya. Americ叩 Journalof Primatology, 80: e22748. 

J 11本芳ョ 川本咲江ぅ横田穣，山J11央3 直井洋司5 萩原光事白鳥大祐3 白井啓5 杉浦義文B 郷康広，辰本将司5 椿裕永，

羽山伸－，丸橋珠樹 （2017）千葉県房総半島の高宕山自然動物園でのアカゲ‘ずノレ交雑と天然記念物指定地域

への交雑拡大の懸念 霊長類研究，33: 69・77.

# Hayama S, Tsuchiya M, Ochiai K, Nakiri S, Nakanishi S, Ishii N, Tah.'Uya K, Tanaka A, Konno F, Kawamoto Y, Omi T 

(2017) Small head size and delayed body weight growth in wild Japanese monkey fetuses after the Fukushima Daiichi 
nuclear disaster. Scientific Reports, 7: 3528. 

Takemoto H, Kawamoto Y, Higuchi S, Mal匂1oseE, Hart. JA, Hart TB, Sakamaki T, Tokuyama N, Reinartz GE, Guislain P, 
Dupain J, Cobden AK, Mulavwa 附~， Yangozene K, Darroze S, Devos C, Furnichi T. (2017) The mitochond1ial ancestor 
ofbonobos and the origin of their major haplogroups. PLoS ONE, 12: eOl 74851. 

Kawakami F, Tomonaga M, Suzuki J (2017) The first smile: spontaneous smiles in newborn Japanese macaques (Macaca 
uscata). Primates, 58: 93-101. 

橋本直子（2017）飼育ニホンザノレにおける contrafreeloadingに もとづいた採食エンリッチメントの検討， 生理
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物技術者協会総会，（2017/10/12，山形市）
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(2017) To what巴xtentc阻 W巴identi今hybridizationof macaques by me阻 Sof morphology and genetics? -Lessons from 
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和歌山タイワンザノレワーキンググ‘／レープ （発表者： JII本芳）和歌山で野生化したタイ ワンザノレの群れの根絶． 第

62回プリマーテス研究会（2018/01，犬山市）

JI I本芳， ) 11本咲江， r妻田穣，山川央3 直井洋司ヨ萩原光3 白鳥大祐s 白井啓ヨ杉浦義文z 郷康広，辰本将司z 梼裕永z

羽山伸一，丸橋珠樹（2017）外来種交雑の遺伝的モニタリ ング ・マノレチフDレックス SNP分析法の開発と房総
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大会自由集会 （2017/9，富山市）

＃山本有沙， 吉村久志う 山本昌美う 加藤卓也ヨ名切幸枝3 石井奈穂美ヨ落合平日彦，近江俊徳，羽山伸－，中西せつ子，

今野文治， JII本芳 （2017）福島第一原発被災後の福島市の野生ニホンザノレにおける末梢血球数および骨髄造

血組織の減少について 第 33回日本霊長類学会大会.(2017/7，福島市）

＃土屋萌，落合和彦，鈴木浩悦ヨ 神谷新司3 加藤卓血5 名切幸枝ヨ石井奈穂美3 近江俊徳s 羽山伸－，中西せっ子，

今野文1台う JII本芳（2017）福島第一原発災害後の福島市に生息する野生ニホンザノレの胎仔と幼獣の成長遅滞に

ついて 第 33回日本霊長類学会大会（2017/7，福島市）
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スの繁殖成功，および隣接複数集団の血縁構造第 33回日本霊長類学会大会 ο017/7，福島市）

JI ［本芳，JI［本咲江，槙田穣，山川央ョ直井洋司，萩原光2 白鳥大祐，白井啓ョ 杉浦義文s 郷康広，辰本将司，梼裕永，

羽山伸一，丸橋珠樹（2017）千葉県高宕山自然動物園の外来種交雑．第 33回日本霊長類学会大会．ο017/7，福

島市）

JI ［本芳 （2017）房総半島のニホンザノレ交雑はどこまで進んでいるか 2016年度高宕山交雑調査からわかった新局

面 第9回遺伝子の窓から研究会 （2017/5，日光市）
# Aye Mi San, Hiroyuki Tanaka & Yuzuru Hamada (2017) Anthropogenic activities on non-human primates in Mon State, 

Myanmar. The 7th Asian Vertebrate International Symposium (University of Yangon, December 5・9,2017). 

# Tanaka H, Luong VH, San AM, Kawamoto Y, Hamada Y (2017) Development of a mitochondrial marker for conservation 

genetics of slow loris.第 33回日本霊長類学会大会.(2017/7/16，福島市）

平舘裕希、 水上拓郎、 関洋平、村田めぐみ、 鷲崎彩夏、手塚健太、鈴木樹理、兼子明久、 佐 木々永太、 野島清子、

石上暁代、 安永純一朗、蔵田潔、松岡雅雄、明呈宏文、浜口功 （2017）閉経期雌ニホンザノレの生殖器官におけ
るSTLV-1感染動態の解析．第4回日本 HTLV-1学会学術集会. 2017年 8月 19日、大阪

水上拓郎、野島清子、松本千恵子、蕎麦田理英子、村田めぐみ、 平舘硲希、 鷲崎彩夏、関洋平、森本真弓、夏目

尊好、 松岡佐保子、大隈和、内丸薫、佐竹正博、明里宏文、浜口功 （2017）臨床応用を包指した抗HTL＼んl免
疫グロプリン製剤の開発とニホンザノレSTLV-1母子感染動態の解析．第4回日本HTL＼ん1学会学術集会.2017 

年 8月 19日、大阪
Shigeyoshi Harada, Yuta Hikichi, Yohei Seki, Akatsuki Saito, Takeshi Yoshida, Hirotake Ode, Yasumasa Iwatani, Yasuhiro 

Yasutomi, Tomo戸 kiMiuraラTetsuroMatano, Hirofumi Akar七KazuhisaYoshimura (2017) Bi-functional en廿yinhibitor百
sensitiz巴macaque-tropichuman immunodeficiency virus旬pe1 （国V-lmt)to antibodies generated in 四V-lmt・infected
macaques. 35thAnnual Symposium on Nonhuman Primate Models for AIDS. August 22・25手2017,Madison 

Ay抗日 W邸 hizaki,Megumi Murata, Yohei Seki, Yin Pui Tang, Kazuhiro Irie, Hirofumi Akari (2017) A novel PKC activator, 
10・methyl-aplog-1efficiently induces latently infected HIV-1 in combination with BET inhibitor JQ 1. 35th Annual 
Symposium on Nonhum叩 PrimateModels for AIDS目 August22・25,2017, Madiso 

Mizukami T, Noj ima K, Sobata R, Murata M, Kuribayashi W, Matsumoto C, Sato Y, Washizaki A, Sasaki E, Seki Y, Furuhata 
K, Morimoto M, Hiradate Y, MaおuokaS, Natsume T, Ohkuma K, Uchimaru K, Akari H, Satake M, Hamaguchi I (2017) 

Development of旧工N-1hyperimmune globulins against H孔 N-1infection.第 79回日本血液学会学術集会 2017年

10月 20目、東京
Murata M, Washizaki A, Seki Y, Yasunaga J, Matsuoka M, Akari H (2017) The transmission route of STL＼ん1in Japanese 

macaques (Macacafuscata). 65thAnnual Meeting of the Japanese Society for Virology. October 24・26,2017, Osaka 
Saiful IS, Yohei Seki Y, Miyazato P, Yang BTJ, Akari H, Satou Y (2017) Absolute Quantitation of Integrated 国 V-1DNAin 

Vivo by using Droplet Digital PCR. 65出 AnnualMeeting of the Japanese Society for Virology. October 24・26,2017, 
Osaka 

Washizaki A, Murata Mう SekiYう TangYPう KangawaH, Irie K, Akari H (201 7) A novel PKC activator l 0・methyl叩 log-1is a 
promising HI¥んllatency-reversing agent. 65th Annual Meeting of the Japanese Society for Virology. October 24-26, 2017, 
Osaka 

Sano M, Kuwata Tう MatsuokaS, Akari H, Miura T, Matano T (2017) Neutralizing antibody induction and changes in viral 
env sequences in the chronic phase ofSIVsmH635FC infection. 65th Annual Meeting of the Jap四 eseSociety for Virology. 
October 24・262017. Osaka 

Akari H (20 l 7) Selective巴volutionof四 anti-retroviralhost factor TRIMS in macaque monkeys. 2nd Kyoto International 
Symposium on Virus-Host Coevolution/Human-Nature Interplacem叩 tLife Science. ？、fovember13, 2017, Kyoto 

Seki Y. Saito A Satou主 HaradaS Yoshimura K Ode H. Iwatani Y. Ishii H Sa泊11IM. Yoshida T. Murata M. Washiz品dA 

Yasutomi Y, Matano T, Miura工AkariH (2017) Characterization of Long-term Latency of HIV-lmt Infection in 
Cynomolgus Macaques. The 31th Annual Meeting of tl1e Japanese Society for AIDS Research. November 24・26,2017, 
Tokyo 

Washizaki A, Murata M, Seki Y, Tang YP, Kangawa H, Irie K,Akari H (2017)Anovel PKC activator 10・methyl-aplog-1is a 
promising HIV-1 latency-reversing agent. The 31th Annual Meeting of the Japanese Society for AIDS Research. 
November24・26,2017,Tokyo 

Kuwata T, Sano M, Matsuoka S, Matano T, Seki Y, Akari H, Miura T, Matsushita S (2017) Mechanism of neutralizing 
antibody induction in SIV-infected macaques. The 31th Annual Meeting of the Japanese Soci向Ffor AIDS Research. 
November24・26,2017,Tokyo 

Saiful IS, Miyazato P, Yohei Seki Y, Yang BTJ, Iwase S, Akari H, Satou Y (2017) Quantiねtiveand qualitative evaluation of 
HIV-1 proviral DNA by digital droplet PCR and high-throughput sequencing. The 31th Annual Meeting of the Japanese 
Society for AIDS Research. November 24・26,2017,Tokyo 

岡本公彰、 宮之原真由、今井奨、 野村義、青藤渉、桃井保子、兼子明久、 宮部妻子、友永雅己、花田信弘 （2017)

チンパンジーの口腔微生物叢の解析，SAGA20.(2017/11，犬山市）

青藤渉、 兼子明久、 宮部貴子、友永雅己、桃井保子（2017）京都大学霊長類研究所のチンパンジー1個体に生じた外
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傷歯に対する歯科処置と術後 6年の経過 SAGA20.(2017/11，犬山市）

桃井保子、青藤捗、兼子明久、 宮部貴子、友永雅己（2017）京都大学霊長類研究所のチンパンジー11個体の口腔健

康状態について SAGA20.(2017/11，犬山市）

牟田佳那子、宮部貴子、太田裕賓、岡野ジヱイムス洋尚、 LaurenFink.a, Daniel Mills，西村亮平 （2017)Development 

of an assessment method of acute pain in common mrumosets.第 7回目；本マーモセット研究会 （2018/1/16，京都）

講演

J 11本芳 （2018）ニホンザノレをめぐる外来種問題 第33回生物多様性カフェ (2018/1，名古屋市）
Kawamoto Y (2017) Consetvation Genetics of the Japanese Macaque: Toward the Conservation and Management of the 

Local Population. The 7th International Serninru・ on Biodiversity and Evolution: Genetic and Hormonal Analyses on 
Wild Animals. (2017/10, Kyoto) 

J 11本芳 （2017）プータンに見る人と動物の関係．日本モンキーセンター京大日曜サロ ン． ο017/7犬山市）

宮部貴子 （2017）動物福祉 サノレやチンパンジーの幸せを考える 全国教育女性連盟愛知支部総会 （2017/5名古

屋市）

国際共同先端研究センター
国際共同先端研究センターは、 国際化する研究社会情勢に即し、霊長類研究所を国内外にひらけた国際中核

拠点とすべく、 2009年に設立され、 先端的な国際共同研究の推進、海外からの学生の獲得と支援、グローバノレ

リーダーの養成に取り組んでいる。 具体的な活動としては、 年2回の国際入試 （春 ・秋）、 英語で行う 国際ワ

ークショップ、 短期インターン事業が挙げられる。

2017年度における国際入試 （国際霊長類学 ・野生動物コース）合格者は修士課程 5名 （中国国籍2名、マ レー

シア国籍 1名、韓国国籍 1名、日本国籍 1名）、博士課程3名 （アメリカ国籍 2名、ポノレトガノレ国籍1名、 インド

ネシア 1名）の計 8名で‘あった。 霊長類研究所へ6名 （修士課程5名、博士課程 l名）、 野生動物研究センター

へ2名 （博士課程2名）が入学したc インターンについては、 8名 （ドイツ国籍2名、タイ国籍2名、 中国国籍

1名、マレーシア国籍 1名、フランス国籍2名）を受け入れ、 短期交流学生と しては6名 （フランス国籍 2名、

オースト リア国籍 1名、マレーシア国籍 1名、 韓国国籍 1名、スペイン国籍 1名）が入学した。

＜研究概要＞
チンパンジーを対象にした比較認知研究

服部裕子
チンパンジーを対象に， 社会的認知能力、と くにその基盤となる同調行動を中心に実験ををおこなった。おも

こコ ンビューターを用いた認知課題の成績および、個体聞の相互作用についてのビデオ分析、 音刺激がおよぽす

内分路反応についての分析をおこなった。

Beha,•ioral Ecology of infectious disease and animal environment interactions 
Andrew MacIntosh 
y research has two separate foci. First, I study the ca山 esof consequences of parasitism in wildlife populations, especially 

in primates, at the levels of host individuals, species, populations and communities. This research is largely being conducted 
in Japan and in Malaysian Borneo，四 discurrently supported by a grant-in-aid for young scientists (Wakate A) frorn the JSPS 
(April 2016～March 2020). Second, I study organizational comple氾tyin sequences of animal behavior recorded dw'ing direct 
observation or through animal-attached da旬 loggingdevices (bio・logging)to determine naturally-occurring optimal 
complexity ranges and what impacts ecological (and other) stressors c阻 haveon their fractal structure. Parts of these reseruch 
themes are in collaboration with researchers at the CNRS in France, the French Polar Institute (IPEV), the University of 
Veterin訂yand Pharmaceutical Sciences and the Czech Academy of Science, Brno, Czech Republic, the Sabah Wildlife 
Department, Cardiff University叩 dthe Danau Girang Field Center, the Universiti Malysia Sabah and the Kinabatan喜朗

Or叩 g-utanConsetvation Programme HUTAN. 

Cultural Variation and Dead Infant Canγing in Japanese macaques 
Claire Watson 
I worked on a project on cultural variation in Japanese macaques across Japan. I have been carrying out a sutvey of existing 

literature on potential behavioural traditions in this species and I gave a presentation on this topic at the Euorpean Federation 
of Primatology meeting in Strasbourg. I also further developed my research interest in thanatology. I carried out quantitative 
analysis of multiple cases of dead infant carrying in Japanese macaques on Koshirna Island, in collaboration with Suzumura 
Takafumi of the WRC. I gave an invited talk on this topic at the the Second Kyoto Workshop on Evolutionary Thanatology: 
'Death, Infants, and Children'. 

Factors Regulating Steroid Hormones in Japanese mac品quesand orangutans 
Rafaela Takeshita 
I examined steroid hormones in Japanese macaques (MacacaβLScata) and Bornean orangu凶 s(Pongo pygmaeus ), to 
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determin巴由epotential factors白atinfluence hormonal levels, to clarifシ出eirmechanism of biological action in physiological 
respo出 es,and to test their reliability in monitoring reproductive state and stress levels using noninvasive techniques. The 
results have been pほ sentedin four national and two international conferences, and published in two scientific journals 
(Primates and Physiology & Behavior). In addition, I developed a new assay method to detect the adrenal hormone 
dehydroepiandrosterone引 1Ifate(DHEAS), in collaboration with Kodzue Kinoshita from the Wildlife Research Center, Kyoto 
Universi勺，(supported by a JSPS grant-in－創dfor young scientists). The method has been published as an original paper at出e
International Journal of Primatology. 

＜研究業績＞

原著論文
YuL, Ha社oriY, Yamamoto S, & Tomonaga M (In Press) Understanding empathy from interactional synchrony in humans 

and non-human primates. In Evolution of Primate Cognition, Springer. 
Hoeschele M, Merchant H, Kikuchi Y, Hattori Y, & ten Cate C (2018) Searching for the origins of musicality across species. 

百1eOrigins ofMusicali勺1,Cambridge, MIT Press. 
Frias L, MacIntosh AJJ (In Press) Threatened Hosts, Threatened Parasites? Parasite Diversity and Distribution in Red-Listed 

Primates. In: A Be hie et al. (eds) Primate Research and Conservation in the An伽 opocene.Cambridge University Press. 
Frias L, Stark DJ, Salgado Lynn M, Nathan SKSS, Goossens B, Okamoto M, MacIntosh AJJ (2018) Lurking in the dark: 

Cryptic Strongyloides in a Bornean slow loris. Int J Parasitol: Parasites & Wildlife 7: 14ト146.
Takeshita RSC, Bercovitch FB, Kinoshita K, Hu缶nanMA (2018) Beneficial effect of hot sp1ing bathing on stress levels in 

Japanes巴macaques.Primates 59(3):215・225.
Takeshita RSC, Bercovitch FB, Huffman MA, Kinoshita K (2018) Development and validation of an en司meimmunoassay 

for f巴cald巴hydroepiandrosterone-sulfate（白HEAS）山Japanese macaques (Macaca白sca臼）.International Journal of 
Primatology (online first) doi: 10.1007/s10764・018・0026・x

Sarabian C, Ngoubangoye B, MacIntosh AJJ (2017) Avoidance of biological contaminants through sight, smell and touch in 

chimpanzees. R Soc Open Sci 4: 170968. 
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チンパンジー（林原）寄附研究部門

＜研究概要＞
飼育下チンパンジーの比較認知科学研究

松沢哲郎

飼育下のチンパンジーを対象に、 コンピュータ場面での数字系列課題や記憶課題、対面場面における描画等の

比較認知科学研究をおこなった。

野生チンパンジーの行動研究

松沢哲郎、藤揮道子

西アフ リカ ・ギニア ・ボッソウの野生チンパンジーを対象とした野外長期調査を継続し、道具使用行動をはじ

めとした行動研究を実施した。 高齢チンパンジーに着目した行動観察も継続しておこなっているc

プータンにおける地域住民の健康調査
藤j畢道子

ブーグン王国ワンディ・サムテガン地域に住む高齢者を対象と した健康調査と健康維持に対する啓蒙活動をお

こなった。

インドネシアパプア州における神経難病調査と住民健康調査

藤j華道子

バデ周辺地域で、 この地域に多発する神経難病調査、およびジャヤワィジャヤ ・ソロパ村に住む成人の動脈硬

化に関する調査をおこなった。

＜研究業績＞
原著論文
Fitzgerald M, Coulson R, Lawing A, Matsuzawa工KoopsK (2018) Modeling habitat suitability for chimpanzees (Pan 

troglodytes verus）山the Greater Nimba Landscape, Guinea, West A企ica.Primates doi目org/10.1007/s10329・018・0657-8
Matsuzawa T (2018) Chimpar立田 Velu:the wild chimpanzee who passed away at the estimated age of 58. Priniates 
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著書

松沢哲郎（2017）心の進化をさ ぐるーはじめての霊長類学 NHKシリーズ こころをよむs阿武出版spp 192.u 

その他の執筆
平田 聡，リングホーファー萌奈美，井上激太，レナータ・メンドンサ，カノレロス・ベレイ ラ，松沢哲郎，山本真

也（2017）里子生ワマの社会：霊長類との比較から（ちびっこチンバンジーと仲間たち 第 189回）．科学 87:82ι

827. 

松沢哲郎（2017）スコットランドの山．道標 ふる さと伝言，愛媛新聞，4月23日．

松沢哲郎（2017）雲南の山とキンシコワ．道標 ふるさと伝言，愛媛新聞＇5月28日．

松沢哲郎（2017）ポルトガノレの野生馬．道標 ふる さと伝言，愛媛新聞，7月2日目

松沢哲郎（2017）アイ ・プロジヱクト 40年．道標 ふるさと伝言，愛媛新聞， 8月6日．

松沢哲郎（2017）西安の兵馬備に思う．道標 ふる さと伝言，愛媛新聞，9月 10日目

松沢哲郎（2017）白神山地のニホンザノレ．道標 ふるさと伝言，愛媛新聞， 10月 15日．

松沢哲郎（2017）そして月に行く ．道標 ふる さと伝言，愛媛新聞事 11月 19日．

松沢哲郎 （2017）プータンの国民総幸福．道標 ふるさと伝言，愛媛新聞，12月24日．

松沢哲郎（2018）ジェーン・グドーノレのコスモス貰 2017受賞 （ちびっこチンパンジーと仲間たち第 193回）科

学 88:36-37. 

松沢哲郎（2018）プータンの国民総幸福量一ブータン王女来学によせてー．ヒマラヤ学誌 No.19,2. 

松沢哲郎（2018）パルプの日特別対談．日刊工業新聞，3月 20日．
松沢哲郎，クリス ・マーチン，ドラ・ヒcロ （2017）チンパンジーが協力して課題解決： 2人で数字を順番に答える

（ちびっこチンパンジーと仲間たち 第 192回）科学 87:1114-1115. 

郷 康広，藤山秩佐夫，阿形清和，松沢哲郎（2018）チンバンジー親子 トリオのゲノム解析（ちびっこチンパンジ

ーと仲間たち 第 194回）．科学 88:122-123. 

講演

松沢哲郎 （2017）想像するちから ・チンパンジーが教えてくれた人間の心．市立石節度総合病院創立記念日講演予

2017年 4月 12日，市立砺j度総合病院ヨ富山県砺波市．

松沢哲郎（2017）人間の証 言語 ・想像力 ・利他性の起糠．かわさき市民アカデミー2017年度前期心理学コース

「誰もが幸せに生きる知恵を探す旅への誘し、J講座およびワークショップー2007年 4月 15日s 川崎市生涯学

-70 -



習プラザ，神奈川県川崎市

松沢哲郎（2017）想像するちから・ チンパンジーが教えてくれた人間の心 平成 29年度東北大学 畏陵同窓会予

2017年 5月 20日， 勝山館3 宮城県仙台市．

松沢哲郎（2017）互いを思いやる心の進化 中部学院大学公開講座，2017年7月6日，中部学院大学関キャンパス，

岐阜県関市

松沢哲郎（2017）互いを思いやる心の進化核融合科学研究所市民学術講演会，2017年 7月 8日，セラミ ックバー

クれ価-10国際会議場，岐阜県多治見市
Matsuzawa, T. (2017）想像的力量.Shanghai Natural History Museum, Aug 16, 2017, Shanghai, China. 
Matsuzawa, T. (2017) Primatology to Wildlife science: The fieldwork promotes the conservation and enrichment of wild 

endangered animals. Guangzhou Zoo, Aug 18, 2017, Guangzhou, China 

Matsuzawa, T. (2017) ? .中国霊長類学会，2017年 08月 19日～23日3 西北大学， Xian,China. 

松沢哲郎 （2017）チンパンジーの描画．日本描画テスト ・描画療法学会第 27回大会，2017年 9月 3日，中京大学

名古屋キャンパスラ 名古屋市．

松沢哲郎（2017）チンパンジー研究からヒューマニズムを考える．ハイデガー・ フォーラム第 12回大会， 2017年

9月 16日，京都大学人間 ・環境学研究科棟 地下大講義室、京都府京都市

松沢哲郎（2017）言語の進化を考える．新学術領域研究 「共創的コミュニケーションのための言語進化学」領域立

ち上げ討論会 ・公募研究説明会記念講演，2017年 09月 19白書 人間・環境学研究科棟地下大講義室s京都府京
都市

松沢哲郎（2017）知の探検 ．ぼくがチンパンジーになったわけ．学生のためのキャリ ア発見シンポジワム～先人

たちの研究人生解体新書～，2017年 10月07日3 京都大学国際科学イノベーション椋5階シンポジワムホーノレ．
Matsuzawa, T. (201 7) L’origine della mente nel confronto企aesseri umani e scimpanze. Festival della ScienzaうNov04,2017,

At Palazzo Ducale, Genoa, Italy. 

松沢哲郎（2017）想像する力 ：チンパンジーの親子が教えてくれたもの.2017年度たかっかさ保育園子育て講槙

会， 2017年 11月 17日ョたかっかさ保育園ョ京都府京都市．

松沢哲郎（2017）想像的力量 ：人間性の進化を考える． 第 32回中日工程技術検討会，Nov22, 2017，台湾大学，台

北市，台湾．
Matsuzawa, T. (2017) La Primatologie japonaise et !'experience lusophone. Agir pour la biodiversite, Dec 6, 2017, Unesco, 

Paris, France. 
Matsuzawa, T. (2018) Human evolution viewed from the study of chimpanzees. Conference scientifique, Jan 6, 2018, 

University Gamal Abdel Nasser, Conakry, Guinea. 
Matsuzawa, T. (2018) Primate research in the field. Monkeys, Jan 9, 2018, Royal Belgian Institute of Natural Sciences, 

Brussels, Belgium. 

松沢哲郎 （2018）心の進化を探る 中部学院大学公開講座，2018年 1月 25日5 中部学院大学3各務原市，岐阜県

松沢哲郎（2018）想像するちからーチンパンジーが教えてくれた人間の心－ 2017年度芸術と科学のハーモニー

特別講演会，2018年 2月 17日，武豊町民会館，愛知県武豊町

松沢哲郎（2018）心の進化を探る ・霊長類学の読点から．第 48回日本心臓血管外科学会学術総会，2018年 2月 20

日，三重県総合文化センターラ津市，三重県

ワイルドライフサイエンス（名古屋鉄道）寄附研究部門

＜研究概要＞

野生チンパンジーの映像記録のファイ／レ化と経時的記録に基づくチンパンジーの加齢プロセスの解明

中村美穂、保坂和彦 （鎌倉女子大学）、 中村美知夫 （京都大学大学院理学研究科）、 座馬耕一郎（長野県看護

大学）
野生および飼育下のチンパンジーの動画記録を 1989年から蓄積している。 これらのどデ‘オテープをデジタノレ

ファイノレ化し、 現在は老齢となっている個体の若年時からの行動や肢体の変化を、複数の指標で数値化して検

討した。ファイノレ化した映像は霊長類研究所ならびに野生動物研究センターでおこなわれているチンパンジー

の認知実験の映像刺激として擾供する こともでき、幅広くチンパンジーの認知機能を探る研究に寄与すること

ができた。 今後、予想以上に劣化してしまっている古い記録ビデオを修復し、 最終的にデータベースを構築す

る。

次世代シークエンサーを用いた霊長類における常在細菌叢の比較解析

早川卓志、今井啓雄（ゲノ ム進化分野）、半谷吾郎、橋本千絵（生態保全分野）、 平田聡、山梨裕美、松島慶

（野生動物研究センター）、松田一希 （中部大学）、 福田真嗣 （慶慮義塾大学）鈴木健大 （国立撮境研究所）、牛

田一成、 土固さやか、 揮田品子 （京都府立大学）、 矢野航（朝日大学）、清水大韓 （中部学院大学）、木村直人、
岡部直樹 （日本モンキーセンター）

日本国内で飼育されている霊長類 （野生動物研究センター熊本サンクチュア リのチンパンジー、日本モンキ

ーセンターの多種多様な霊長類など）から、機会的に糞や歯垢を採取した。また、カリンズ森林に生息する野
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生の霊長類の食物残涯に付着していると患われる常在細菌も採取した。採取した試料からは細菌由来のDNAを

精製 ・増幅し、次世代シークヱンサーを用いてそれぞれの霊長類種に共生している細菌筆のレパー トリ ーを明

らかにした。個体、食性、 季節、発達などの差異と細菌叢との相関を明らかにし、 霊長類と常在細菌叢の聞の

機能的関係ついて考察した。

霊長類ゲノム DNAライブラ リの構築と系統解析

早川卓志、新宅勇太、綿貫宏史朗、 高野智、木村直人、岡部直樹（日本モンキーセンター）

霊長類の多くが絶滅危倶種とされる中、それぞれの霊長類種の遺伝的多様性を理解し、ゲノム DNAをできる

隈り保存していく ことは、 野生霊長類の保全を考えていく 上で重要である。公益財団法人日本モンキーセンタ

ーでは約 60種 1000個体の霊長類を飼育すると 同時に、 これまでに 100種を超える霊長類を飼育し、死亡後も

博物館標本として保存 ・管理している。 生きた個体からは非侵襲試料または検診 ・治療等で副次的に得られる

試料から、 また死亡個体からは標本試料から、ゲノム DNAを採取し、 霊長類ゲノム DNAライブラリの構築を

継続した。ライブラ リ化したDNAの塩基配列を分析 ・系統解析をすることで、 主間・種内多様性について評価

した。

霊長類やその他の晴乳類における味覚受容体の進化研究

早川卓志、今井啓雄、橋戸南美、糸井JI［壮大、河本悠吾 （ゲノ ム進化分野）三坂巧、 戸田安香 （東京大学）、

西原秀典 （東京工業大学）、 KatherineBelov （シドニー大学）、RebeccaJohnson、DonColgan （オースト ラリア博

物館）、 AdrianManning （オースト ラリア国立大学）、FrankGrutzner （アデレー ド大学）、 AnnetteRypalski 

(Mount Rothwell Biodiversity Interpretation Centre) 

口腔中の味蓄に発現している味覚受容体の感受性には、 遺伝的な個体差・ 地域差・種差があり、それぞれの

食性の変化に応じて適応進化 ・退化してきたと考えられている。 さまざまな食性に適応放散している晴乳類も

例外ではなく、 昆虫食、葉食、果実食など食性の違 う種間で、 旨味や苦味受容体をコー ドする遺伝子に機能的

多型が存在することを確認した。 霊長類の属する真獣慧の姉妹群にあたる有袋類 （コアラ、フクロネコ）と単

孔慧 （ハリ モグラ、カモノハシ）についてゲノム解析と食物の味成分の分析をおこない、 有袋類 ・単孔類の特

殊性を明らかにするとともに、 晴乳禁全体で見た霊長慧の味覚進化の位置づけを考察した。

なお、本部門の活動の概要については下記 URLを参照のこと。 兼任教員の成果等はそれぞれの所属分野を参

照されたい。

本部門の Webサイ ト・https://www.pri.kyoto-u.ac .jp/sections/wildlife _ science/ 

＜研究業績＞

原著論文

#Moriya-Ito K, HayはawaT, Suzuki H, Hagino・YamagishiK, Nikaido M. (2018) Evolution ofvomeronasal receptor 1 

(VlR) genes in the common marmoset (Callithrixjacchus). Gene 642: 343-353. 
Hanya Gう NaitoSう NamiokaE, Ueda Yう SatoYう PastranaJA, He T, Yan X, Saito M, Costa RFP, Allanic M, Honda T, 

Kurihara Y, Yumoto T, Hayakawa T. (2017) Morphometric and Genetic Determination of Age Class and Sex for Fecal 
Pellets of Sika Deer (Cervus nippon).Mammal Study 42: 239・246.

存TatsumotoS, Go Y, Fukuta K, Noguchi H, Hayakawa T, Tomonaga M, Hirai H, Matsuzawa T, Agata K予 FujiyamaA. 

(2017) Direct estimation of de novo mutation rates in a chimpanzee parent-offspring trio by ultra-deep whole genome 

sequencing. Scientific Reports 7: 13561. 

その他の執筆

早川卓志.(2011) rオオガラ ゴj 「ショウガラゴJrデミ ドフ コピトガラ ゴJrアンワンティボj 「ポトJ「キタタラ

ポアン」の解説 世界で一番美しいサノレの図鑑 （京都大学霊長類研究所編）： 162・169.

早川卓志 （2017）見上げてごらん、木の上のサノレを．広報犬山 平成 29年 8月 15日号似0.1264): 22. 

早川卓志.(2017）スマ トラの森の響き．モンキー 2:14・15.

学会発表
#T1出ashiHayakawa (2018) Repertoire evolution of the bitter taste receptor genes in plant-eating mammals. International 

symposium on Genomics and Cell Biology of Primates.愛知県犬山市，3月 23・24日．
Akito Toge, Takashi Hay叫cawa,Munehiro Okamoto, Chie Hashimoto, Takak位 uYumoto. (2018). Discrimination of forest 

思1enons'dietary insect and niche overlap using DNA metabarcoding of feces. The 9th International Symposium on 

Primatology and Wildlife Science. Kyoto, 3月 3・5日，

糸井川壮大2 早川卓志2 鈴木・橋戸南美ョ今井啓雄.(2018）キツネザノレ類における苦味受容体 TAS2Rl6の機能．第

62回プリマーテス研究会，愛知県犬山市＇1月 27・28日，

松島慶，山梨裕美，奥村文彦，慶揮麻里5 藤森唯5 寺尾由美子5 佐藤良5 西野雅之s 土回さやか5 牛田一成， 早川卓

志.(2018）飼育下レッサースローロリスへのアラビアガム給餌に伴う腸内細菌筆変動目第 62回プリマーテス研

究会．愛知県犬山市＇1月 27・28日，
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峠明杜，早JI［卓志2 岡本宗硲2 橋本千絵，湯本貴和（2018）行動観察と糞中DNA分析から探る森林棲オナガザノレ

属 （Cercop1也氏us) 3種の昆虫食．第 62回プリマーテス研究会愛知県犬山市＇1月 27・28日

田中ちぐさ3 坂口真悟3 早川卓志3 松田一希 （2018）続 ・飼育下キツネずノレの夜間行動．第 62回プリマーテス研究

会愛知県犬山市， l月 27・28日
Takashi Hayakawa, Don Colgan, Rebecca N. Johnson, Katherine Belov. Genetic background of the gustation in a 

specialized arboreal folivore, koala.第 62回プリマーテス研究会愛知県犬山市，l月 27・28日

早川卓志 （2017）動物園で、のキュレーターのミッション～基礎研究から動物福祉まで～第 20回 SAGA シンポ

ジワム．愛知県犬山市予 11月 4・5日

Takashi Hayakawa (2017) Microbiome adaptation叩 dflexibility to the captive environments in lessor slow loris . The 8th 

International Symposium on Primatology and Wildlife Science, Inuyama, Japan, 9月 26・28日

矢野航清水大輔，寺尾由美子周部直樹早JI［卓志 （2017）レッサースローロリス(Nycticebuspygm提出）個t体内で、異

所的に適応する細菌叢．第 33回日本霊長類学会大会． 福島県福島市，7月 15・17日．

松田一希，早JI［卓志J畢田晶子，SenthilvelK. S. S. NA'.百弘 N,Diana A. Ramirez SALDIVAR,Benoit GOOSSENS,Danica J. 

STARK,Augustine叩 UGA.(2017）テングザノレの前胃内微生物叢の種内変異．第 3回日本霊長類学会大会福

島県福島市，7月 15・17日．

津田晶子,IsabelleCL必 K，早川卓志（2017）ジェントルキツネザノレ 3種の腸内細菌叢．第 33回日本霊長類学会大

会．福島県福島市，7月 15・17日．

糸井川壮大3早川卓志ョ鈴木・橋戸南美，今井啓雄ぅ平井啓久.(2017）キツネザノレ類における苦味受容体の遺伝的 ・機

能的多様性．第 33回 日本霊長類学会大会．福島県福島市，7月 15・17日．

鈴木・橋戸南美，早JI［卓志北大和ョLa町 entiaHenrieta Permita Sari PURBA,Sarah NILA,Kan仕1iArumWIDAYATI, 

Bambang SURYOBROTO，今井啓雄，（2017）旧世界ザノレの苦味受容体遺伝子の適応的進化． 第 33回日本霊長類

学会大会．福島県福島市， 7月 15・17日．

早川卓志.(2017）大型類人猿情報ネットワークGA闘を活用 した生物学研究第 26回サノレ疾病ワークシヲツプ．

麻布大学，7月 1日．

受賞

松沢哲郎ョ伊谷原－，青藤亜矢，林美里s 中村美穂.(2017）チンパンジーが教えてくれる進化の秘密．第 58回科

学技術映像祭． 科学技術教育 ・教養部門優秀賞

アウトリーチ

友永雅己 チンパンジー研究こぼれ話 （その 1) (2017）公益財団法人 日本モンキーセンター 「ミ ュージアム ト

ークJ,2月 4日

早川卓志．大規模ゲノム解析が明らかにする ヒトの進化、 サノレの進化.(2017）公益財団法人 日本モンキーセンタ

-rミュージアム トークJ, 12月 17日

早川卓志．食欲の秩 ～サノレがいざなう秋の味覚～.（2017）公益財団法人 日本モンキーセンター 「キュレーター

ズ トークJ'11月 18日

林美里 チンパンジーとヒトの心の発達と親子関係（2017）公益財団法人 日本モンキーセンター 「2017年度京大

モンキーキャンパスj

早川卓志．霊長類マンダラの世界へょう こそ！ (2017）公益財団法人 日本モンキーセンター ［キュレーターズト

ークJ,7月 17,22う 29日

早川卓志．テナガザノレの森を歩く.(2017）公益財団法人 日本モンキーセンタ－ rキュレーターズトークJ,4月 1,

22,29日

中村美穂、.(2017）動物 ドキュメンタリ ーと野生動物研究清陵勉強会東京都，4月 25日．

その他（TV番組）

松沢哲郎3 中村美穂.(2018）チンパンジー流子どもの伸ばし方とは？ CBCニュース イッポワ.3月 19日放送．

松沢哲郎， Gao Jie，中村美穂（2017）じゃんけんと進化の意外な関係.CBCニュースイッボウ.11月 21日放送．

田中正之ョ山梨裕美，棲庭陽子，中村美穂 （2017）動物園ガーノレズとおばあちゃんザル.CBCニュース イッポワ．

9月 12日放送，

平田聡，林美里，中村美穂.(2017）なぜ村度するのか？ CBCニュースイ ッポケ 6月 27日放送．

白眉プロジェクト

＜研究概要＞

霊長類の大脳皮質大脳基底核における不安に関わる神経回路の機能同定

雨森賢一

現在、 不安障害やうつ病などの気分障害に、腹側被蓋野 (VIA）のドーパ ミン (DA）回路の機能障害が関わる
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と考えられている。 その中でも側坐核 (NAc）から VTAへの投射は DA細胞を制御する重要な経路である。本

研究は、 認知プロセスである価値判断を、 運動関連活動と分離して正確に報告できる霊長類を用い、NAc-VTA経

路の価値判断における役割を、因果的かっ詳細に明らかにする。 まず、不安や価値判断を定量的に評価できる接

近回避 （Approach-Avoidance）葛藤課題をマカクザノレに訓練するc その後、 謀題遂行中に、化学遺伝学あるいは光

遺伝学によって、 NAc-VTA経路を選択的に活性化させ、 DA細胞の応答の変化を調べる。 この行動変化と単一

細胞レベルの結果を合わせて、 霊長類 NAc-VTA経路が DA回路を通して、どのように価値判断をコント ロー

ノレしているかを解明するc 本年度は、 研究計画の申請とセットアッフ。の準備を行った。

＜研究業績＞

原著論文
Dagdeviren C, Ramadi KB, Joe P, Spencer K, Schwerdt HN, Shimazu H, Delcasso S, Arnemori K, Nunez-Lopez C, Graybiel 

AM, Cima MJ, Langer R 2018: Miniaturized neural system for chronic, local intracerebral drug delivery. Science 
Translational Medicine 10 eaan2742. 

Friedman A, Homma D, Bloem B, Gibb LG, Arnemo1i K, Hu D, Delcasso S, Truong TF, Yang J, Hood AS, Mikofalvy KA, 
Beck DW, Nguyen N, Nelson ED, Toro Arana SE, Vorder Bruegge RH, Goosens KA, Graybiel AM 2017: Chronic stress 
alters striosome引rcuitdynamics, leading to abeJTant decision-making. Cell 171: 1191-1205. 

Schwerdt HN, Shimazu H, Arnemori K, Arnemori S, Tierney PL, Gibson DJ, Hong S, Yoshida T, Langer R, C山iaMJ, 
Graybiel AM 2017: Long-term dopamine neurochemical monitoring in primates. PNAS 114: 13260・13265.

学会発表
Hong S, Arnemori S, Chung E, Arnemori K, Graybiel AM. Microstimulation-recordinさexperiments demonstrate that 

striosomes in non-human primate control spike activity in the lateral habenula. Society for Neuroscience Abstract 
789.11. 2017 

Homma D, Friedman A, Bloem B, Gibb LG, Arnemori K, Hu D, Delcasso S, Hood AS, Yang J, Mikofalvy KA, Truong TF, 
Toro Arena SE, Beck DW, Nguyen N, Vorder Bruegge RH, Nelson ED, Goosens KA, Graybiel AM. Rescue and 
m江nickingof chronic stress effects on cost-benefit decision-making by manipulation of a cortico・striosomalciicuit. 
Society for Neuroscience Abstract 320.13, 2017 

Gibb LG, Friedman A, Ho紅rmaD, Bloem B, ArnemoriにHuD, Delcasso S, Hood AS, Yang J, Mikofalvy KA, Truong I下う
Toro Arena SE, Beck DW, Nguyen N, Vorder Bruegge RH, Nelson ED, Goosens KA, Graybiel AM. Hodgkin-Huxley 
models of excitato1y-inhibitory balance in a cortico・striosomalcircuit underlying abeJTant cost-benefit decision-making 
caused by chronic stress. Society for T向uroscienceAbstract 320.12, 2017 

Friedman A, Homma D, Bloem B, Gibb LG, Arnemo1i K, Hu D, Delcasso S, Hood AS, Yang J, Mikofalvy KA, Truong TF, 
Toro Arena SE, Beck DW, Nguyen N, Vorder Bruegge RH, Nelson ED, Goosens KA, Graybiel AM A shift in the 
excitation-inhibition balance of a cortico-striosomal circuit underlies abeJTant cost-benefit decision-making caused by 
chronic stress. Society for Neuroscience Abstract 320.14, 20 l 

Schwerdt HN, Shimazu H, Arnemori K, Arnemori S, Hong S, Yoshida T, Langer R, Cima MJ, Graybiel AM. Elec仕ochemical
r巴cordingof pharmacologically modulated dopamine from sensors chronically implanted in striatum of刊誌enon-human 
priinates. Society for Neuroscience Abstract 47.15, 2017. 

Ironsid巴ぅ M.A.,Arnemoriう K.,Kang, M.S, Curry, J., McGrathヨ C., Etkin, A., Graybiel, Aぶ在， Pizzagalli,D.A. The 
neurocircuitry of approach-avoidance decisions in depression: II. Towards a cross species model of utility and motivation. 
American College ofNeuropsychopharmacology (ACNP）ョ2017

Kang, M.S., Ironside, M.A., Arnemori, K., Cu町y,J., Mehta, M., McGrath, C.L., Graybiel, AM. & Pizzagalli, D.A. The 
neurocircuiむyof approach-avoidance decisions in depression: I. Neuroeconornic modeling of reward and utility in 
decision-making. American College ofNeuropsychopharmacology (ACNP) Ml27, 2017 

講演
雨森賢一 I不安と固執の源Jの同定を目指した霊長類の情動回路マッピング．京都大学霊長慧研究所共同利用

研究会 2018年 2月23日

雨森賢一 帯状回皮質前部を中心とした不安田路と社会神経科学生理学研究所研究会 第 7回社会神経科学研

究会 2017年 11月 30日

雨森賢一，Controlof primate’s decision-making and functional identification of the cortico-striatal circui句，.The 7th NIPS / 

CIN Joint Symposium 20 l 7年 11月28日

雨森賢一． 霊長類の隷条体のコント ローノレによる悲観的な意思決定の持続．第 39回日本生物学的精神医学会第

47回日本神経精神薬理学会合同大会 （札幌コンペンションセンター）2017年 9月29日

雨森賢一．霊長類の辺縁系コント ローノレと悲観的な意思決定の固執．第 127回ニューロサイエンス談話会 （北海

道大学）2017年9月28日

雨森賢一．霊長類の価値判断の制御による’情動回路マッピング ．生理学と計算論のつながり 生理学研究所研究
会大脳皮質回路の機能原理を探る 2017年 9月

雨森賢一 不安をつかさどる霊長類大脳皮質一線条体回路の操作と機能同定神経科学教育コース （京都大学医

学研究科） 2017年 7月
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